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(57)【要約】
　請求項１に定義の通りの成分（Ａ）と（Ｂ）との混合物を含有する殺菌性組成物、なら
びに植物病原性微生物、好ましくは真菌による植物の感染を防除または予防するための、
農業または園芸における組成物の使用。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効成分として成分（Ａ）と成分（Ｂ）との混合物を含有する殺菌性組成物であって、
成分（Ａ）が式（Ｉ）の化合物：
【化１】

（式中、
Ｒ1＝水素またはフルオロであり；
Ｒ2＝水素またはフルオロであり；
Ｒ3＝メチル、エチル、ｉｓｏ－プロピル、メトキシ、エトキシ、メトキシエチル、２，
２，２－トリフルオロエチル、またはシクロプロピルであり；
Ｚ＝Ｒ4またはＲ5であり、
Ｒ4＝エチル、ｉｓｏ－プロピル、２－プロペン－２－イル（Ｈ2Ｃ＝Ｃ（ＣＨ3）－）、
３－ブチン－１－イル（ＨＣ≡ＣＣＨ2ＣＨ2－）、メトキシメチル、１－メトキシエチル
、（ジフルオロメトキシ）メチル、２，２，２－トリフルオロエチル、シクロプロピル、
２，２－ジフルオロシクロプロピル、テトラヒドロフラン－２－イルであり；
Ｒ5＝－ＮＲ6Ｒ7であり；
Ｒ6＝水素またはメチルであり；
Ｒ7＝メチル、ｉｓｏ－プロピル、メトキシ、エトキシ、アリル（Ｈ2Ｃ＝ＣＨＣＨ2－）
、プロパルギル（ＨＣ≡ＣＣＨ2－）、２，２，２－トリフルオロエチル、シクロプロピ
ル、または（シクロプロピル）メチルである）、
またはその塩もしくはＮ－オキシドであり；
成分（Ｂ）が、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソ
ピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、セダキサン、ビキサフェン、ジフェノコナゾ
ール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、プ
ロピコナゾール、エポキシコナゾール、フルトリアホール、メフェントリフルコナゾール
、イプコナゾール、パクロブトラゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン
、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、メタラキシル－Ｍ、フェンプロピジン、フ
ェンプロピモルフ、シプロジニル、スピロキサミン、マンコゼブ、クロロタロニル、オキ
サチアピプロリン、マンジプロパミド、フルアジナム、フルジオキシニル、フォセチル－
アルミニウム、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、プロシミドン、カルベンダジム、フェンヘ
キサミド、プロクロラズ、プロヘキサジオン－カルシウム、Ｔｉｍｏｒｅｘ　ＧｏｌｄTM

（ティーツリーオイルを含む植物抽出物）、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１
－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホ
ルムアミジン）、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－［（１Ｓ）－１－メチル－２－
プロポキシ－エトキシ］－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン、
Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－［（１Ｒ）－１－メチル－２－プロポキシ－エト
キシ］－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン、Ｎ’－［５－ブロ
モ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ
－イソプロピル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン、Ｎ’－［５－クロロ－２－メチル－６－
（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル
－ホルムアミジン、ホスホン酸カルシウム、ｃｉｓ－ジャスモン、トリネキサパック－エ
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チル、グリホサート、２，４－Ｄ（２，４－ジクロロフェノキシ酢酸）、およびチアメト
キサムからなる群から選択される化合物である；
殺菌性組成物。
【請求項２】
　成分（Ａ）が、
Ｎ－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンカルボキサミド（化合物Ｘ．０１）
、
Ｎ－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］ペント－４－インアミド（化合物Ｘ．０２）、
Ｎ－メトキシ－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロプ－２－エンアミド化合物（Ｘ．
０３）、
Ｎ，２－ジメトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド（化合物Ｘ．０４）、
Ｎ－シクロプロピル－３，３，３－トリフルオロ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド
（化合物Ｘ．０５）、
２，２－ジフルオロ－Ｎ－（２－メトキシエチル）－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロ
メチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパ
ンカルボキサミド（化合物Ｘ．０６）、
Ｎ－エチル－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オ
キサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド（化合物Ｘ．０７）、
Ｎ－［［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－プロパンアミド（化合物Ｘ．０８
）、
２－メトキシ－Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）－Ｎ－［［４－［５－（トリフ
ルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセト
アミド（化合物Ｘ．０９）、
Ｎ－［［２，３－ジフルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－シクロプロパンカルボキサ
ミド（化合物Ｘ．１０）、
２－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）
－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセトアミド（化合物
Ｘ．１１）、
Ｎ－エトキシ－２－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド（化合物Ｘ．１２）
、
Ｎ－イソプロピル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル］フェニル］メチル］テトラヒドロフラン－２－カルボキサミド（化
合物Ｘ．１３）、
１－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化合物Ｘ．１４）、
３－シクロプロピル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，
２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化合物Ｘ．１５）、
３－エトキシ－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化合物Ｘ．１６）、
３－アリル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化合物Ｘ．１７）、
１－シクロプロピル－３－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメ
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チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化合物Ｘ
．１８）、
３－イソプロピル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２
，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化合物Ｘ．１９）、
１－メトキシ－３－プロプ－２－イニル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－
１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化合物Ｘ．２０）
、
１－［［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］－１－メトキシ－３－メチル－尿素（化合物Ｘ．２
１）、
３－（シクロプロピルメチル）－１－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル
）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化合物Ｘ．２
２）、
１－エチル－３－（２，２，２－トリフルオロエチル）－１－［［４－［５－（トリフル
オロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化
合物Ｘ．２３）、
１，３－ジメトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化合物Ｘ．２４）；または
これらの塩、エナンチオマー、互変異性体、もしくはＮ－オキシドから選択される化合物
である、請求項１に記載の殺菌性組成物。
【請求項３】
　成分（Ａ）が、
Ｎ－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンカルボキサミド（化合物Ｘ．０１）
、または
Ｎ，２－ジメトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド（化合物Ｘ．０４）、または
Ｎ－エチル－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オ
キサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド（化合物Ｘ．０７）、ま
たは
１－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化合物Ｘ．１４）、または
１，３－ジメトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化合物Ｘ．２４）；または
これらの塩、エナンチオマー、互変異性体、もしくはＮ－オキシドである、請求項１また
は２に記載の殺菌性組成物。
【請求項４】
　成分（Ａ）が、
Ｎ－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンカルボキサミド（化合物Ｘ．０１）
、または
１－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（化合物Ｘ．１４）；または
これらの塩、エナンチオマー、互変異性体、もしくはＮ－オキシドである、請求項１～３
のいずれか１項に記載の殺菌性組成物。
【請求項５】
　成分（Ｂ）が、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イ
ソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、
テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール
、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロ
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ビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、またはＮ
’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－
ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンからなる群から選択される化合物
である、請求項１～４のいずれか１項に記載の殺菌性組成物。
【請求項６】
　成分（Ｂ）が、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シ
プロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェン
プロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキ
シ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンからなる群
から選択される化合物である、請求項１～５のいずれか１項に記載の殺菌性組成物。
【請求項７】
　成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比が１００：１～１：１００である、請求項１～６のい
ずれか１項に記載の殺菌性組成物。
【請求項８】
　成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比が２０：１～１：４０である、請求項１～７のいずれ
か１項に記載の殺菌性組成物。
【請求項９】
　成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比が１２：１～１：２５である、請求項１～８のいずれ
か１項に記載の殺菌性組成物。
【請求項１０】
　成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比が５：１～１：１５である、請求項１～９のいずれか
１項に記載の殺菌性組成物。
【請求項１１】
　成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比が２：１～１：５である、請求項１～１０のいずれか
１項に記載の殺菌性組成物。
【請求項１２】
　エトリジアゾール、フルアジナム、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ベナ
ラキシル、ベナラキシル－Ｍ（キララキシル）、フララキシル、メタラキシル、メタラキ
シル－Ｍ（メフェノキサム）、ドジシン、Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－フェノキシ－
フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン、Ｎ’－［４－（４，５－ジクロ
ロ－チアゾール－２－イルオキシ）－２，５－ジメチル－フェニル］－Ｎ－エチル－Ｎ－
メチル－ホルムアミジン、Ｎ’－［４－［［３－［（４－クロロフェニル）メチル］－１
，２，４－チアジアゾール－５－イル］オキシ］－２，５－ジメチル－フェニル］－Ｎ－
エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン、エチリモール、３’－クロロ－２－メトキシ－Ｎ
－［（３ＲＳ）－テトラヒドロ－２－オキソフラン－３－イル］アセト－２’，６’－キ
シリジド（クロジラコン）、シプロジニル、メパニピリム、ピリメタニル、ジチアノン、
アウレオフンギン、ブラストサイジン－Ｓ、ビフェニル、クロロネブ、ジクロラン、ヘキ
サクロロベンゼン、キントゼン、テクナゼン、（ＴＣＮＢ）、トルクロホス－メチル、メ
トラフェノン、２，６－ジクロロ－Ｎ－（４－トリフルオロメチルベンジル）－ベンズア
ミド、フルオピコリド（フルピコリド）、チオキシミド、フルスルファミド、ベノミル、
カルベンダジム、カルベンダジムクロルヒドレート、クロルフェナゾール、フベリダゾー
ル、チアベンダゾール、チオファネート－メチル、ベンチアバリカルブ、クロベンチアゾ
ン、プロベナゾール、アシベンゾラル、ベトキサジン、ピリオフェノン（ＩＫＦ－３０９
）、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、ピリベンカルブ（ＫＩＦ－７７６７）、ブチルアミン
、３－ヨード－２－プロピニルｎ－ブチルカルバメート（ＩＰＢＣ）、ヨードカルブ（イ
ソプロパニルブチルカルバメート）、イソプロパニルブチルカルバメート（ヨードカルブ
）、ピカルブトラゾクス、ポリカルバメート、プロパモカルブ、トルプロカルブ、３－（
ジフルオロメチル）－Ｎ－（７－フルオロ－１，１，３，３－テトラメチル－インダン－
４－イル）－１－メチル－ピラゾール－４－カルボキサミドジクロシメット、Ｎ－［（５
－クロロ－２－イソプロピル－フェニル）メチル］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフル
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オロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－ピラゾール－４－カルボキサミド Ｎ－シク
ロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－［（２－イソプロピルフェ
ニル）メチル］－１－メチル－ピラゾール－４－カルボキサミドカルプロパミド、クロロ
タロニル、フルモルフ、オキシン－銅、シモキサニル、フェナマクリル、シアゾファミド
、フルチアニル、チシオフェン、クロゾリネート、イプロジオン、プロシミドン、ビンク
ロゾリン、ブピリメート、ジノクトン、ジノペントン、ジノブトン、ジノカップ、メプチ
ルジノカップ、ジフェニルアミン、ホスダイフェン、２，６－ジメチル－［１，４］ジチ
イノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトラ
オン、アジチラム、エテム、フェルバム、マンコゼブ、マネブ、メタム、メチラム（ポリ
ラム）、メチラム－亜鉛、ナバム、プロピネブ、チラム、ベパム（メタムナトリウム）、
ジネブ、ジラム、ジチオエーテル、イソプロチオラン、エタボキサム、フォセチル、フォ
セチル－アルミニウム（フォセチル－ａｌ）、臭化メチル、ヨウ化メチル、メチルイソチ
オシアネート、シクラフラミド、フェンフラム、バリダマイシン、ストレプトマイシン、
（２ＲＳ）－２－ブロモ－２－（ブロモメチル）グルタロニトリル（ブロモタロニル）、
ドジン、ドグアジン、グアザチン、イミノクタジン、イミノクタジン三酢酸塩、２，４－
Ｄ、２，４－ＤＢ、カスガマイシン、ジメチリモール、フェンヘキサミド、ヒメキサゾー
ル、ヒドロキシイソオキサゾールイマザリル、イマザリル硫酸塩、オキシポコナゾール、
ペフラゾエート、プロクロラズ、トリフルミゾール、フェナミドン、Ｂｏｒｄｅａｕｘ混
合物、多硫化カルシウム、酢酸銅、炭酸銅、水酸化銅、ナフテン酸銅、オレイン酸銅、オ
キシ塩化銅、銅オキシキノレート、ケイ酸銅、硫酸銅、トール酸銅、酸化第一銅、硫黄、
カルバリル、フタリド（ｐｈｔｈａｌｉｄｅ）（フタリド（ｆｔｈａｌｉｄｅ））、ディ
ンジュンズオ（ｄｉｎｇｊｕｎｅｚｕｏ）（Ｊｕｎ　Ｓｉ　Ｑｉ）、オキサチアピプロリ
ン、フルオロイミド、マンジプロパミド、ＫＳＦ－１００２、ベンズアモルフ、ジメトモ
ルフ、フェンプロピモルフ、トリデモルフ、ドデモルフ、ジエトフェンカルブ、フェンチ
ンアセテート、フェンチンヒドロキシド、カルボキシン、オキシカルボキシン、ドラゾキ
ソロン、ファモキサドン、ｍ－フェニルフェノール、ｐ－フェニルフェノール、トリブロ
モフェノール（ＴＢＰ）、２－［２－［（７，８－ジフルオロ－２－メチル－３－キノリ
ル）オキシ］－６－フルオロ－フェニル］プロパン－２－オール ２－［２－フルオロ－
６－［（８－フルオロ－２－メチル－３－キノリル）オキシ］フェニル］プロパン－２－
オール、シフルフェナミド、オフラセ、オキサジキシル、フルトラニル、メプロニル、イ
ソフェタミド、フェンピクロニル、フルジオキソニル、ペンシクロン、エジフェンホス、
イプロベンホス、ピラゾホス、リン酸、テクロフラタム、キャプタホール、キャプタン、
ジタリムホス、トリホリン、フェンプロピジン、ピペラリン、オストール、１－メチルシ
クロプロペン、４－ＣＰＡ、クロルメコート、クロフェンセット、ジクロロプロップ、ジ
メチピン、エンドタール、エテホン、フルメトラリン、ホルクロルフェニュロン、ジベレ
リン酸、ジベレリン、ヒメキサゾール、マレイン酸ヒドラジド、メピコート、ナフタレン
アセトアミド、パクロブトラゾール、プロヘキサジオン、プロヘキサジオン－カルシウム
、チジアズロン、トリブホス（トリブチルホスホロトリチオエート）、トリネキサパック
、ウニコナゾール、α－ナフタレン酢酸、ポリオキシンＤ（ポリオキシリム（ｐｏｌｙｏ
ｘｒｉｍ））、ＢＬＡＤ、キトサン、フェノキサニル、フォルペット、３－（ジフルオロ
メチル）－Ｎ－メトキシ－１－メチル－Ｎ－［１－メチル－２－（２，４，６－トリクロ
ロフェニル）エチル］ピラゾール－４－カルボキサミド、ビキサフェン、フルキサピロキ
サド、フラメトピル、イソピラザム、ペンフルフェン、ペンチオピラド、セダキサン、フ
ェンピラザミン、ジクロメジン、ピリフェノックス、ボスカリド、フルオピラム、ジフル
メトリム、フェナリモル、５－フルオロ－２－（ｐ－トリルメトキシ）ピリミジン－４－
アミンフェリムゾン、ジメタクロン（ｄｉｍｅｔａｃｈｌｏｎｅ）（ジメタクロン（ｄｉ
ｍｅｔｈａｃｌｏｎｅ））、ピロキロン、プロキナジド、エトキシキン、キノキシフェン
、４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－１－（３－キノリル）イソキノリン 
４，４－ジフルオロ－３，３－ジメチル－１－（３－キノリル）イソキノリン ５－フル
オロ－３，３，４，４－テトラメチル－１－（３－キノリル）イソキノリン ９－フルオ
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ロ－２，２－ジメチル－５－（３－キノリル）－３Ｈ－１，４－ベンゾオキサゼピン、テ
ブフロキン、オキソリン酸、キノメチオネート（オキシチオキノクス、キノキシメチオネ
ート）、スピロキサミン、（Ｅ）－Ｎ－メチル－２－［２－（２，５－ジメチルフェノキ
シメチル）フェニル］－２－メトキシ－イミノアセトアミド、（マンデストロビン）、ア
ゾキシストロビン、クモキシストロビン、ジモキシストロビン、エネストロブリン、ピリ
オトロビン、フェナミストロビン、フルフェノキシストロビン、フルオキサストロビン、
クレソキシム－メチル、マンデストロビン、メタミノストロビン、メトミノストロビン、
オリザストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、ピラメトストロビン、ピ
ラオキシストロビン、トリクロピリカルブ、トリフロキシストロビン、アミスルブロム、
ジクロフルアニド、トリフルアニド、ブト－３－イニル Ｎ－［６－［［（Ｚ）－［（１
－メチルテトラゾール－５－イル）－フェニル－メチレン］アミノ］オキシメチル］－２
－ピリジル］カルバメート、ダゾメット、イソチアニル、チアジニル、チフルザミド、ベ
ンチアゾール（ＴＣＭＴＢ）、シルチオファム、ゾキサミド、アニラジン、トリシクラゾ
ール、（．＋－．）－ｃｉｓ－１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－
トリアゾール－１－イル）－シクロヘプタノール（ファンジュンズオ（ｈｕａｎｊｕｎｚ
ｕｏ））、１－（５－ブロモ－２－ピリジル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）－
１，１－ジフルオロ－３－（１，２，４－トリアゾール－１－イル）プロパン－２－オー
ル ２－（１－ｔｅｒｔ－ブチル）－１－（２－クロロフェニル）－３－（１，２，４－
トリアゾール－１－イル）－プロパン－２－オール（ＴＣＤＰ）、（Ｎ’－［５－ブロモ
－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－
エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン）、アザコナゾール、ビテルタノール（ビロキサゾ
ール）、ブロムコナゾール、クリンバゾール、シプロコナゾール、ジフェノコナゾール、
ジメトコナゾール、ジニコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、エポキシコナゾール、エタコ
ナゾール、フェンブコナゾール、フルキンコナゾール、フルシラゾール、フルトリアホー
ル、ヘキサコナゾール、イミベンコナゾール、イプコナゾール、メトコナゾール、ミクロ
ブタニル、ペンコナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフル
コナゾール、シメコナゾール、テブコナゾール、テトラコナゾール、トリアジメホン、ト
リアジメノール、トリアゾキシド、トリチコナゾール、２－［［（１Ｒ，５Ｓ）－５－［
（４－フルオロフェニル）メチル］－１－ヒドロキシ－２，２－ジメチル－シクロペンチ
ル］メチル］－４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン ２－［［３－（２－クロ
ロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル］－
４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、アメトクトラジン（イミジウム）、イプ
ロバリカルブ、バリフェナレート、２－ベンジル－４－クロロフェノール（クロロフェン
）、アリルアルコール、アザフェニジン、塩化ベンザルコニウム、クロロピクリン、クレ
ゾール、ダラシド（ｄａｒａｃｉｄｅ）、ジクロロフェン（ｄｉｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎ）
（ジクロロフェン（ｄｉｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎｅ））、ジフェンゾコート、ジピリチオン
、Ｎ－（２－ｐ－クロロベンゾイルエチル）－ヘキサミニウムクロリド、ＮＮＦ－０７２
１、オクチリノン、オキサスルフロン、Ｔｉｍｏｒｅｘ　ＧｏｌｄTM（ティーツリーオイ
ルを含む植物抽出物）、プロパミジン、およびプロピオン酸から選択される殺菌・殺カビ
剤；または、
アバメクチン、アセフェート、アセタミプリド、アミドフルメト（Ｓ－１９５５）、アベ
ルメクチン、アザジラクチン、アジンホス－メチル、ビフェントリン、ビンフェナゼート
、ブプロフェジン、カルボフラン、カルタップ、クロラントラニリプロール（ＤＰＸ－Ｅ
２Ｙ４５）、クロルフェナピル、クロルフルアズロン、クロルピリホス、クロルピリホス
－メチル、クロマフェノジド、クロチアニジン、シフルメトフェン、シフルトリン、β－
シフルトリン、シハロトリン、λ－シハロトリン、シペルメトリン、シロマジン、デルタ
メトリン、ジアフェンチウロン、ダイアジノン、ディルドリン、ジフルベンズロン、ジメ
フルトリン、ジメトエート、ジノテフラン、ジオフェノラン、エマメクチン、エンドスル
ファン、エスフェンバレレート、エチプロル、フェノチオカルブ、フェノキシカルブ、フ
ェンプロパトリン、フェンバレレート、フィプロニル、フロニカミド、フルベンジアミド
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、フルシトリネート、τ－フルバリネート、フルフェネリム（ＵＲ－５０７０１）、フル
フェノクスロン、ホノホス、ハロフェノジド、ヘキサフルムロン、ヒドラメチルノン、イ
ミダクロプリド、インドキサカルブ、イソフェンホス、ルフェヌロン、マラチオン、メタ
フルミゾン、メタアルデヒド、メタミドホス、メチダチオン、メソミル、メトプレン、メ
トキシクロル、メトフルトリン、モノクロトホス、メトキシフェノジド、ニテンピラム、
ニチアジン、ノバルロン、ノビフルムロン（ＸＤＥ－００７）、オキサミル、パラチオン
、パラチオン－メチル、ペルメトリン、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミド
ン、ピリミカルブ、プロフェノホス、プロフルトリン、ピメトロジン、ピラフルプロール
、ピレトリン、ピリダリル、ピリフルキナゾン、ピリプロール、ピリプロキシフェン、ロ
テノン、リアノジン、スピネトラム、スピノサド、スピロジクロフェン、スピロメシフェ
ン（ＢＳＮ　２０６０）、スピロテトラマト、スルプロホス、テブフェノジド、テフルベ
ンズロン、テルフトリン、テルブホス、テトラクロルビンホス、チアクロプリド、チアメ
トキサム、チオジカルブ、チオスルタップ－ナトリウム、トラロメトリン、トリアザメー
ト、トリクロルホン、およびトリフルムロンから選択される殺虫剤；または
ストレプトマイシンから選択される殺菌剤；または
アミトラズ、キノメチオナート、クロロベンジレート、シエノピラフェン、シヘキサチン
、ジコホール、ジエノクロル、エトキサゾール、フェナザキン、酸化フェンブタスズ、フ
ェンプロパスリン、フェンピロキシメート、ヘキシチアゾクス、プロパルギット、ピリダ
ベン、およびテブフェンピラドから選択される殺ダニ剤；または
バシラスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）、バシ
ラスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）デルタエン
ドトキシン、バキュロウイルス、および昆虫病原性バクテリア、ウイルスおよび真菌から
選択される生物剤；
からなる群から選択される１種以上の追加的な農薬を含有する、請求項１～１１のいずれ
か１項に記載の殺菌・殺カビ性組成物。
【請求項１３】
　前記組成物が、農業上許容される担体、および任意選択的な界面活性剤および／または
製剤化補助剤を更に含有する、請求項１～１２のいずれか１項に記載の殺菌・殺カビ性組
成物。
【請求項１４】
　有用な植物、その生息地、またはその繁殖体に、請求項１～１２のいずれかに定義され
ている殺菌・殺カビ性組成物を適用することを含む、有用な植物またはその繁殖体の植物
病原性病害、特には植物病原性真菌の防除または予防のための方法。
【請求項１５】
　前記組成物の成分（Ａ）および（Ｂ）が逐次的な方法で適用される、請求項１４に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規な殺菌・殺カビ性組成物、特には植物病原菌といった植物病原体により
生じる病害を防除するための農業または園芸におけるこれらの使用、ならびに有用な植物
の病害の防除方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特定のオキサジアゾール誘導体が例えば中国特許第１９２７８６０号明細書から殺虫剤
および殺ダニ剤として公知である。国際公開第２０１３／０６４０７９号、欧州特許第０
２７６４３２号明細書、および国際公開第２０１５／１８５４８５号には、植物病原性真
菌に有効な置換オキサジアゾールの使用が記載されている。
【０００３】
　様々な異なる化学的分類に属する多くの殺菌・殺カビ性化合物および組成物が有用な植
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物の作物の殺菌・殺カビ剤としての使用のために開発された／開発中であるものの、作物
の耐性および具体的な植物病原菌に対する活性が多くの点で農業の実施におけるニーズを
必ずしも満たしていない。そのため、植物病原菌による植物の感染の防除または予防にお
ける使用のための優れた生物学的特性を有する新規な化合物および新規な組成物を見出す
ことが継続的に必要とされている。例えば、より大きな生物学的活性、活性の有利なスペ
クトラム、増加した安定性プロファイル、向上した物理化学的特性、または増加した生分
解性を有する化合物。または、その他に、より広い活性スペクトラム、改善された作物の
耐性、相乗的相互作用もしくは増強特性を有する組成物、またはより迅速な作用の発現を
示す、もしくはより長く継続する残存活性を有する、もしくは植物病原体の効果的な防除
のために必要とされる化合物および組成物の適用回数の削減および／もしくは施用量の削
減を可能し、それにより有益な耐性管理の実施、低減された環境への影響、および低減さ
れた作業者への曝露を可能にする組成物。
【０００４】
　異なる作用機構を有する異なる殺菌・殺カビ性化合物の混合物を含有する組成物を使用
すると、これらの要求のいくつかに応えることができる（例えば活性の異なるスペクトラ
ムを有する殺菌・殺カビ剤を組み合わせることにより）。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明によれば、有効成分として成分（Ａ）と成分（Ｂ）との混合物を含有する殺菌性
組成物であって、成分（Ａ）が式（Ｉ）の化合物：

【化１】

（式中、
Ｒ1＝水素またはフルオロであり；
Ｒ2＝水素またはフルオロであり；
Ｒ3＝メチル、エチル、ｉｓｏ－プロピル、メトキシ、エトキシ、メトキシエチル、２，
２，２－トリフルオロエチル、またはシクロプロピルであり；
Ｚ＝Ｒ4またはＲ5であり、
Ｒ4＝エチル、ｉｓｏ－プロピル、２－プロペン－２－イル（Ｈ2Ｃ＝Ｃ（ＣＨ3）－）、
３－ブチン－１－イル（ＨＣ≡ＣＣＨ2ＣＨ2－）、メトキシメチル、１－メトキシエチル
、（ジフルオロメトキシ）メチル、２，２，２－トリフルオロエチル、シクロプロピル、
２，２－ジフルオロシクロプロピル、テトラヒドロフラン－２－イルであり；
Ｒ5＝－ＮＲ6Ｒ7であり；
Ｒ6＝水素またはメチルであり；
Ｒ7＝メチル、エチル、ｉｓｏ－プロピル、メトキシ、エトキシ、アリル（Ｈ2Ｃ＝ＣＨＣ
Ｈ2－）、プロパルギル（ＨＣ≡ＣＣＨ2－）、２，２，２－トリフルオロエチル、シクロ
プロピル、または（シクロプロピル）メチルである）、
またはその塩もしくはＮ－オキシドであり；
成分（Ｂ）が、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソ
ピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、セダキサン、ビキサフェン、ジフェノコナゾ
ール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、プ
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ロピコナゾール、エポキシコナゾール、フルトリアホール、メフェントリフルコナゾール
、イプコナゾール、パクロブトラゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン
、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、メタラキシル－Ｍ、フェンプロピジン、フ
ェンプロピモルフ、シプロジニル、スピロキサミン、マンコゼブ、クロロタロニル、オキ
サチアピプロリン、マンジプロパミド、フルアジナム、フルジオキシニル、フォセチル（
ｆｏｓｅｔｙｌ）－アルミニウム、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、プロシミドン、カルベ
ンダジム、フェンヘキサミド、プロクロラズ、プロヘキサジオン－カルシウム、Ｔｉｍｏ
ｒｅｘ　ＧｏｌｄTM（ティーツリーオイルを含む植物抽出物）、Ｎ’－［５－ブロモ－２
－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチ
ル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン）、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－［（１Ｓ）
－１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ］－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル
－ホルムアミジン、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－［（１Ｒ）－１－メチル－２
－プロポキシ－エトキシ］－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン
、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－
３－ピリジル］－Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン、Ｎ’－［５－クロロ
－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－
エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン、ホスホン酸カルシウム、ｃｉｓ－ジャスモン、ト
リネキサパック－エチル、グリホサート、２，４－Ｄ（２，４－ジクロロフェノキシ酢酸
）、およびチアメトキサムからなる群から選択される化合物である；
殺菌性組成物が提供される。
【０００６】
　通常、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は、好ましくは１００：１～１：１００、５０
：１～１：５０、２０：１～１：４０、１５：１～１：３０、１２：１～１：２５、１０
：１～１：２０、５：１～１：１５、３：１～１：１０、または２：１～１：５であって
もよい。
【０００７】
　更に本発明によれば、本発明による殺菌性組成物を、有用な植物、その場所、またはそ
の繁殖材料に適用することを含む、有用な植物またはその繁殖材料の植物病原性病害、特
には植物病原性真菌を防除または予防する方法が提供される。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明による特定の殺菌・殺カビ性混合組成物によって付与される利益には、特には、
真菌によって引き起こされる病害から植物を保護するための有利なレベルの生物学的活性
、または農薬有効成分としての使用のために優れた特性（例えば高い生物学的活性、有利
な活性スペクトラム、増加した安全性プロファイル、改善された物理化学的特性、または
増加した生分解性）が含まれ得る。
【０００９】
　式（Ｉ）の化合物中の１つ以上の考え得る不斉炭素原子の存在は、化合物が光学異性体
、すなわち鏡像異性体またはジアステレオマーの形態（例えば化合物Ｘ．０４の（Ｒ）－
および（Ｓ）－鏡像異性体、化合物Ｘ．０６の（Ｒ）－および（Ｓ）－鏡像異性体、化合
物Ｘ．１２の（Ｒ）－および（Ｓ）－鏡像異性体、ならびにＸ．１３の（Ｒ）－および（
Ｓ）－鏡像異性体）で存在し得ることを意味する。単結合まわりの制限された回転の結果
として、配座異性体も生じ得る。本発明は、式（Ｉ）の化合物についての全てのそれらの
考え得る異性体形態（例えば幾何異性体）およびその混合物を含む。本発明は、式（Ｉ）
の化合物についての全ての考え得る互変異性形態、およびラセミ化合物（すなわち実質的
に５０：５０の比率での少なくとも２つのエナンチオマーの混合物）も含む。
【００１０】
　各事例において、本発明に係る式（Ｉ）の化合物は、遊離形態、Ｎ－オキシドとしての
酸化型、または、例えば農業経済学的に使用可能な塩形態といった塩形態である。
【００１１】
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　Ｎ－オキシドは、第三級アミンの酸化型、または、窒素含有芳香族複素環式化合物の酸
化型である。これらは、例えば、書籍“Ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｉｃ　Ｎ－ｏｘｉｄｅｓ”
，Ａ．Ａｌｂｉｎｉ　ａｎｄ　Ｓ．Ｐｉｅｔｒａ，ＣＲＣ　Ｐｒｅｓｓ，Ｂｏｃａ　Ｒａ
ｔｏｎ　１９９１に記載されている。
【００１２】
　式（Ｉ）の化合物における、置換基Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｚ、Ｒ4、Ｒ5、およびＲ6の好まし
い基および値は、任意のこれらの組み合わせで、以下に規定されている通りである。
【００１３】
　好ましくは、Ｒ1およびＲ2は共に水素であり；
好ましくは、Ｒ3はエチルまたはメトキシであり；
好ましくは、ＺはＲ4であり、Ｒ4はｉｓｏ－プロピル、（１－メトキシ）エチル、シクロ
プロピルであるか、
ＺはＲ5であり、Ｒ5はＮＲ6Ｒ7であり、Ｒ6は水素であり、Ｒ7はメチルである；
またはそのような化合物の塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドである。
【００１４】
　最も好ましくは、成分（Ａ）は、下の表Ｘで定義される化合物番号Ｘ．０１、Ｘ．０２
、Ｘ．０３、Ｘ．０４、Ｘ．０５、Ｘ．０６、Ｘ．０７、Ｘ．０８、Ｘ．０９、Ｘ．１０
、Ｘ．１１、Ｘ．１２、Ｘ．１３、Ｘ．１４、Ｘ．１５、Ｘ．１６、Ｘ．１７、Ｘ．１８
、Ｘ．１９、Ｘ．２０、Ｘ．２１、Ｘ．２２、Ｘ．２３、Ｘ．２４、またはＸ．２５から
選択される化合物である。より好ましくは、成分（Ａ）は、下の表Ｘで定義される化合物
番号Ｘ．０１、Ｘ．０４、Ｘ．０７、Ｘ．１４、Ｘ．２４、またはＸ．２５から選択され
る化合物である。
【００１５】
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【表１－２】
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【表１－３】
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【表１－４】
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【表１－５】

【００１６】
　化合物Ｘ．０４、Ｘ．０６、Ｘ．１２、およびＸ．１３における不斉炭素原子の存在は
、これらの化合物が下に示すキラルな鏡像異性体形態、すなわち（Ｒ）－および（Ｓ）－
鏡像異性体で存在し得ることを意味する。
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【化２】

【００１７】
　鏡像異性体として純粋な最終化合物は、逆相キラルクロマトグラフィーなどの標準的な
物理的分離技術により必要に応じてラセミ出発物質から、あるいは例えばキラルな出発物
質を使用することによるなどの立体選択的な合成技術により、得ることができる。
【００１８】
　好ましくは、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメ
トフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロ
コナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフ
ルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピ
ラクロストロビン、メタラキシル－Ｍ、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、シプロ
ジニル、スピロキサミン、マンコゼブ、クロロタロニル、オキサチアピプロリン、マンジ
プロパミド、フルアジナム、フォセチル－アルミニウム、トリネキサパック－エチル、ア
シベンゾラル－Ｓ－メチル、Ｔｉｍｏｒｅｘ　ＧｏｌｄＴＭ（ティーツリーオイルを含む
植物抽出物）、グリホサート、チアメトキサム、または



(18) JP 2020-515601 A 2020.5.28

10

20

30

40

50

【化３】

（Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－
３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン）からなる群から選択される
化合物である。
【００１９】
　より好ましくは、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフ
ルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シ
プロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェント
リフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン
、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタ
ロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキ
シ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンからなる群から選択さ
れる化合物である。
【００２０】
　更に好ましくは、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェ
ノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシス
トロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチ
ル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムア
ミジンからなる群から選択される化合物である。
【００２１】
　成分（Ｂ）の化合物は、いわゆる「ＩＳＯ慣用名」、または個々の事例において用いら
れる他の「慣用名」、または商標名で本明細書において上記で言及されている。成分（Ｂ
）化合物は公知であり、市販されており、ならびに／または当該技術分野で公知の手順お
よび／もしくは文献に報告されている手順を使用して合成することができる。
【００２２】
　本発明による好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０１［Ｎ－メト
キシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３
－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンカルボキサミド］、またはその塩、鏡像異性
体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、
フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラ
ド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロ
チオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシスト
ロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモ
ルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチ
ル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムア
ミジンからなる群から選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５
：１～１：３０である。
【００２３】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０２［Ｎ－
メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール
－３－イル］フェニル］メチル］ペント－４－インアミド］、またはその塩、鏡像異性体
、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フ
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ルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド
、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチ
オコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロ
ビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモル
フ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル
－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミ
ジンからなる群から選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：
１～１：３０である。
【００２４】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０３［Ｎ－
メトキシ－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキ
サジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロプ－２－エンアミド］、またはその塩
、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジ
フルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペ
ンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾ
ール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフ
ロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェ
ンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－
（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル
－ホルムアミジンからなる群から選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重
量比は１５：１～１：３０である。
【００２５】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０４［Ｎ，
２－ジメトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジア
ゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、またはその塩、鏡像異性体、
互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フル
キサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、
ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオ
コナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビ
ン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ
、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－
２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジ
ンからなる群から選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１
～１：３０である。
【００２６】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０５［Ｎ－
シクロプロピル－３，３，３－トリフルオロ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル
）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、
またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、
ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フル
オピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、
ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロ
ビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロ
ピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－
メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチル－ホルムアミジンからなる群から選択される化合物であり、成分（Ａ）対成
分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００２７】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０６［２，
２－ジフルオロ－Ｎ－（２－メトキシエチル）－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチ
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ル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンカ
ルボキサミド］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり
、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イ
ソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、
テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール
、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロ
ビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［
５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジ
ル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ
）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００２８】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０７［Ｎ－
エチル－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、またはその塩、鏡像異性
体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、
フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラ
ド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロ
チオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシスト
ロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモ
ルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチ
ル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムア
ミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：
３０である。
【００２９】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０８［Ｎ－
［［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール
－３－イル］フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－プロパンアミド］、またはその塩、鏡
像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフル
ピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチ
オピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール
、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキ
シストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプ
ロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１
－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホ
ルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１
～１：３０である。
【００３０】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０９［２－
メトキシ－Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオ
ロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセトアミ
ド］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ
）は、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム
、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾ
ール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシ
ストロビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェ
ンプロピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ
－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－
エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（
Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００３１】
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　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１０［Ｎ－
［［２，３－ジフルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジア
ゾール－３－イル］フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－シクロプロパンカルボキサミド
］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）
は、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、
フルオピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾー
ル、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシス
トロビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェン
プロピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－
２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エ
チル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ
）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００３２】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１１［２－
（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１
，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセトアミド］、またはそ
の塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビ
ンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム
、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコ
ナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、ト
リフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、
フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－
６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メ
チル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は
１５：１～１：３０である。
【００３３】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１２［Ｎ－
エトキシ－２－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オ
キサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、またはその塩、鏡像
異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピ
ル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオ
ピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、
プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシ
ストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロ
ピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－
メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホル
ムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～
１：３０である。
【００３４】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１３［Ｎ－
イソプロピル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］テトラヒドロフラン－２－カルボキサミド］、また
はその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベン
ゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピ
ラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキ
サコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン
、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジ
ン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチ
ル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ
－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量
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比は１５：１～１：３０である。
【００３５】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１４［１－
メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキ
サジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、互変
異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フルキサ
ピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフ
ェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナ
ゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、
ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、マ
ンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－
プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンか
ら選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０であ
る。
【００３６】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１５［３－
シクロプロピル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，
４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性
体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、
フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラ
ド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロ
チオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシスト
ロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモ
ルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチ
ル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムア
ミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：
３０である。
【００３７】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１６［３－
エトキシ－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オ
キサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、互
変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フルキ
サピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジ
フェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコ
ナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン
、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、
マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２
－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン
から選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０で
ある。
【００３８】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１７［３－
アリル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキ
サジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、互変
異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フルキサ
ピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフ
ェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナ
ゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、
ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、マ
ンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－
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プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンか
ら選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０であ
る。
【００３９】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１８［１－
シクロプロピル－３－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル
）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその
塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビン
ジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、
ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナ
ゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリ
フロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フ
ェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６
－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチ
ル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１
５：１～１：３０である。
【００４０】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１９［３－
イソプロピル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体
、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フ
ルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド
、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチ
オコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロ
ビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモル
フ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル
－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミ
ジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３
０である。
【００４１】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２０［１－
メトキシ－３－プロプ－２－イニル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，
２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像
異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピ
ル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオ
ピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、
プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシ
ストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロ
ピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－
メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホル
ムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～
１：３０である。
【００４２】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２１［１－
［［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール
－３－イル］フェニル］メチル］－１－メトキシ－３－メチル－尿素］、またはその塩、
鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフ
ルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペン
チオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾー
ル、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロ
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キシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェン
プロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（
１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－
ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：
１～１：３０である。
【００４３】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２２［３－
（シクロプロピルメチル）－１－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－
１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、
鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフ
ルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペン
チオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾー
ル、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロ
キシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェン
プロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（
１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－
ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：
１～１：３０である。
【００４４】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２３［１－
エチル－３－（２，２，２－トリフルオロエチル）－１－［［４－［５－（トリフルオロ
メチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、また
はその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベン
ゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピ
ラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキ
サコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン
、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジ
ン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチ
ル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ
－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量
比は１５：１～１：３０である。
【００４５】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２４［１，
３－ジメトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジア
ゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体
、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキ
サド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフェノコ
ナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール
、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、ピコキ
シストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼ
ブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポ
キシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択
される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００４６】
　本発明による別の好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２５［３－
エチル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキ
サジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、互変
異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フルキサ
ピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフ
ェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナ
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ゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、
ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、マ
ンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－
プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンか
ら選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０であ
る。
【００４７】
　本発明によるより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０１［Ｎ－
メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール
－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンカルボキサミド］、またはその塩、鏡像
異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピ
ル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、
プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロ
モ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ
－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分
（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００４８】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０２［
Ｎ－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］ペント－４－インアミド］、またはその塩、鏡像異
性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル
、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プ
ロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ
－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－
エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（
Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００４９】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０３［
Ｎ－メトキシ－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロプ－２－エンアミド］、またはそ
の塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビ
ンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコ
ナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－
［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリ
ジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（
Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００５０】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０４［
Ｎ，２－ジメトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、またはその塩、鏡像異性
体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、
ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロ
チオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－
２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エ
チル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ
）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００５１】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０５［
Ｎ－シクロプロピル－３，３，３－トリフルオロ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド
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］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）
は、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾー
ル、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、
またはＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ
）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物で
あり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００５２】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０６［
２，２－ジフルオロ－Ｎ－（２－メトキシエチル）－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロ
メチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパ
ンカルボキサミド］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドで
あり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール
、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フ
ェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロ
ポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選
択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００５３】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０７［
Ｎ－エチル－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オ
キサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、またはその塩、鏡像
異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピ
ル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、
プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロ
モ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ
－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分
（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００５４】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０８［
Ｎ－［［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－プロパンアミド］、またはその塩
、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジ
フルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾ
ール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５
－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル
］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）
対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００５５】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０９［
２－メトキシ－Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）－Ｎ－［［４－［５－（トリフ
ルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセト
アミド］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分
（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコ
ナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピ
ジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エ
トキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化
合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００５６】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１０［
Ｎ－［［２，３－ジフルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－シクロプロパンカルボキサ
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ミド］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（
Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナ
ゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジ
ン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エト
キシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合
物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００５７】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１１［
２－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）
－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセトアミド］、また
はその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベン
ゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキ
サコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ
’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－
ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成
分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００５８】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１２［
Ｎ－エトキシ－２－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、またはその塩、
鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフ
ルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾー
ル、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－
ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］
－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対
成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００５９】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１３［
Ｎ－イソプロピル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル］フェニル］メチル］テトラヒドロフラン－２－カルボキサミド］、
またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、
ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、
ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、また
はＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－
３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり
、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００６０】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１４［
１－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、
互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジ
フルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオ
コナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－
メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の
重量比は１５：１～１：３０である。
【００６１】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１５［
３－シクロプロピル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，
２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像
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異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピ
ル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、
プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロ
モ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ
－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分
（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００６２】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１６［
３－エトキシ－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体
、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピ
ジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチ
オコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２
－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチ
ル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）
の重量比は１５：１～１：３０である。
【００６３】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１７［
３－アリル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、
互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジ
フルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオ
コナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－
メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の
重量比は１５：１～１：３０である。
【００６４】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１８［
１－シクロプロピル－３－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、または
その塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾ
ビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサ
コナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’
－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピ
リジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分
（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００６５】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１９［
３－イソプロピル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２
，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異
性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル
、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プ
ロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ
－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－
エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（
Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００６６】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２０［
１－メトキシ－３－プロプ－２－イニル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－
１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、
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鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフ
ルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾー
ル、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－
ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］
－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対
成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００６７】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２１［
１－［［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］－１－メトキシ－３－メチル－尿素］、またはその
塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビン
ジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナ
ゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［
５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジ
ル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ
）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００６８】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２２［
３－（シクロプロピルメチル）－１－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル
）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその
塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビン
ジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナ
ゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［
５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジ
ル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ
）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００６９】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２３［
１－エチル－３－（２，２，２－トリフルオロエチル）－１－［［４－［５－（トリフル
オロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、
またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、
ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、
ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、また
はＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－
３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり
、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１５：１～１：３０である。
【００７０】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２４［
１，３－ジメトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、互変異
性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメ
トフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾ
ール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－メチル
－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－
メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比
は１５：１～１：３０である。
【００７１】
　本発明による別のより好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２５［
３－エチル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、
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互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジ
フルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオ
コナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－
メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の
重量比は１５：１～１：３０である。
【００７２】
　本発明による更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０１［Ｎ－
メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール
－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンカルボキサミド］、またはその塩、鏡像
異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピ
ル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオ
ピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、
プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシ
ストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロ
ピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－
メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホル
ムアミジンからなる群から選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は
１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００７３】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０２［
Ｎ－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］ペント－４－インアミド］、またはその塩、鏡像異
性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル
、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピ
ラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プ
ロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシス
トロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピ
モルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メ
チル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルム
アミジンからなる群から選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１
０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００７４】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０３［
Ｎ－メトキシ－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロプ－２－エンアミド］、またはそ
の塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビ
ンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム
、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコ
ナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、ト
リフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、
フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－
６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メ
チル－ホルムアミジンからなる群から選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）
の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００７５】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０４［
Ｎ，２－ジメトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、またはその塩、鏡像異性
体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、



(31) JP 2020-515601 A 2020.5.28

10

20

30

40

50

フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラ
ド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロ
チオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシスト
ロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモ
ルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチ
ル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムア
ミジンからなる群から選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０
：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００７６】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０５［
Ｎ－シクロプロピル－３，３，３－トリフルオロ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド
］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）
は、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、
フルオピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾー
ル、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシス
トロビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェン
プロピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－
２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エ
チル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンからなる群から選択される化合物であり、成分（Ａ）
対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）で
ある。
【００７７】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０６［
２，２－ジフルオロ－Ｎ－（２－メトキシエチル）－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロ
メチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパ
ンカルボキサミド］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドで
あり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン
、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾー
ル、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾ
ール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロス
トロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’
－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピ
リジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分
（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：
５）である。
【００７８】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０７［
Ｎ－エチル－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オ
キサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、またはその塩、鏡像
異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピ
ル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオ
ピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、
プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシ
ストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロ
ピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－
メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホル
ムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～
１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００７９】
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　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０８［
Ｎ－［［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－プロパンアミド］、またはその塩
、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジ
フルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペ
ンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾ
ール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフ
ロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェ
ンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－
（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル
－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０
：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００８０】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０９［
２－メトキシ－Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）－Ｎ－［［４－［５－（トリフ
ルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセト
アミド］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分
（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラ
ザム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコ
ナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾ
キシストロビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、
フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブ
ロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－
Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成
分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である
。
【００８１】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１０［
Ｎ－［［２，３－ジフルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－シクロプロパンカルボキサ
ミド］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（
Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザ
ム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナ
ゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキ
シストロビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フ
ェンプロピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロ
モ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ
－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分
（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００８２】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１１［
２－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）
－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセトアミド］、また
はその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベン
ゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピ
ラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキ
サコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン
、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジ
ン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチ
ル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ



(33) JP 2020-515601 A 2020.5.28

10

20

30

40

50

－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量
比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００８３】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１２［
Ｎ－エトキシ－２－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、またはその塩、
鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフ
ルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペン
チオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾー
ル、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロ
キシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェン
プロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（
１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－
ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：
１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００８４】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１３［
Ｎ－イソプロピル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル］フェニル］メチル］テトラヒドロフラン－２－カルボキサミド］、
またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、
ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フル
オピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、
ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロ
ビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロ
ピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－
メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の
重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００８５】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１４［
１－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、
互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フル
キサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、
ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオ
コナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビ
ン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ
、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－
２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジ
ンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０
（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００８６】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１５［
３－シクロプロピル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，
２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像
異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピ
ル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオ
ピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、
プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシ
ストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロ
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ピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－
メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホル
ムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～
１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００８７】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１６［
３－エトキシ－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体
、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フ
ルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド
、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチ
オコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロ
ビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモル
フ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル
－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミ
ジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１
０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００８８】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１７［
３－アリル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、
互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フル
キサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、
ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオ
コナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビ
ン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ
、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－
２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジ
ンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０
（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００８９】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１８［
１－シクロプロピル－３－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、または
その塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾ
ビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラ
ム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサ
コナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、
トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン
、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル
－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－
メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比
は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００９０】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１９［
３－イソプロピル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２
，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異
性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル
、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピ
ラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プ
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ロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシス
トロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピ
モルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メ
チル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルム
アミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１
：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００９１】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２０［
１－メトキシ－３－プロプ－２－イニル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－
１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、
鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフ
ルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペン
チオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾー
ル、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロ
キシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェン
プロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（
１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－
ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：
１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００９２】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２１［
１－［［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］－１－メトキシ－３－メチル－尿素］、またはその
塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビン
ジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、
ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナ
ゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリ
フロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フ
ェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６
－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチ
ル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１
０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００９３】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２２［
３－（シクロプロピルメチル）－１－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル
）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその
塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビン
ジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、
ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナ
ゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリ
フロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フ
ェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６
－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチ
ル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１
０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００９４】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２３［
１－エチル－３－（２，２，２－トリフルオロエチル）－１－［［４－［５－（トリフル
オロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、
またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、
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ベンゾビンジフルピル、フルキサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フル
オピラム、ペンチオピラド、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、
ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロ
ビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロ
ピジン、フェンプロピモルフ、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－
メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の
重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００９５】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２４［
１，３－ジメトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、互変異
性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フルキサピ
ロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、ジフェ
ノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾ
ール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、ピ
コキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、マン
コゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プ
ロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから
選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（また
は更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００９６】
　本発明による別の更に好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２５［
３－エチル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、
互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、フル
キサピロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、
ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオ
コナゾール、メフェントリフルコナゾール、アゾキシストロビン、トリフロキシストロビ
ン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ
、マンコゼブ、クロロタロニル、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－
２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジ
ンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０
（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００９７】
　本発明による最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０１［Ｎ－
メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール
－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンカルボキサミド］、またはその塩、鏡像
異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピ
ル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、
プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロ
モ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ
－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分
（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００９８】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０２［
Ｎ－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］ペント－４－インアミド］、またはその塩、鏡像異
性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル
、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プ
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ロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ
－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－
エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（
Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【００９９】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０３［
Ｎ－メトキシ－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロプ－２－エンアミド］、またはそ
の塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビ
ンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコ
ナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－
［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリ
ジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（
Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５
）である。
【０１００】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０４［
Ｎ，２－ジメトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、またはその塩、鏡像異性
体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、
ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロ
チオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－
２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エ
チル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ
）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【０１０１】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０５［
Ｎ－シクロプロピル－３，３，３－トリフルオロ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド
］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）
は、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾー
ル、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、
またはＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ
）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物で
あり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５
：１～１：５）である。
【０１０２】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０６［
２，２－ジフルオロ－Ｎ－（２－メトキシエチル）－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロ
メチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパ
ンカルボキサミド］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドで
あり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール
、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フ
ェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロ
ポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選
択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または
更に好ましくは５：１～１：５）である。
【０１０３】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０７［
Ｎ－エチル－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オ
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キサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、またはその塩、鏡像
異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピ
ル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、
プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロ
モ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ
－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分
（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【０１０４】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０８［
Ｎ－［［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－プロパンアミド］、またはその塩
、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジ
フルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾ
ール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５
－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル
］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）
対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）で
ある。
【０１０５】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．０９［
２－メトキシ－Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）－Ｎ－［［４－［５－（トリフ
ルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセト
アミド］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分
（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコ
ナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピ
ジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エ
トキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化
合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好まし
くは５：１～１：５）である。
【０１０６】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１０［
Ｎ－［［２，３－ジフルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－シクロプロパンカルボキサ
ミド］、またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（
Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナ
ゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジ
ン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エト
キシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合
物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましく
は５：１～１：５）である。
【０１０７】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１１［
２－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）
－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセトアミド］、また
はその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベン
ゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキ
サコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ
’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－
ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成
分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１
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：５）である。
【０１０８】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１２［
Ｎ－エトキシ－２－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド］、またはその塩、
鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフ
ルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾー
ル、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－
ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］
－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対
成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）であ
る。
【０１０９】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１３［
Ｎ－イソプロピル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジ
アゾール－３－イル］フェニル］メチル］テトラヒドロフラン－２－カルボキサミド］、
またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、
ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、
ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、また
はＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－
３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり
、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１
～１：５）である。
【０１１０】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１４［
１－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、
互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジ
フルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオ
コナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－
メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の
重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【０１１１】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１５［
３－シクロプロピル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，
２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像
異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピ
ル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、
プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロ
モ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ
－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分
（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【０１１２】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１６［
３－エトキシ－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体
、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピ
ジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチ
オコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２
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－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチ
ル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）
の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【０１１３】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１７［
３－アリル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、
互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジ
フルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオ
コナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－
メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の
重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【０１１４】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１８［
１－シクロプロピル－３－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、または
その塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾ
ビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサ
コナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’
－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピ
リジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分
（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：
５）である。
【０１１５】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．１９［
３－イソプロピル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２
，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異
性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル
、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プ
ロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ
－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－
エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（
Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【０１１６】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２０［
１－メトキシ－３－プロプ－２－イニル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－
１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、
鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフ
ルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾー
ル、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－
ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］
－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対
成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）であ
る。
【０１１７】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２１［
１－［［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メチル］－１－メトキシ－３－メチル－尿素］、またはその
塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビン
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ジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナ
ゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［
５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジ
ル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ
）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）
である。
【０１１８】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２２［
３－（シクロプロピルメチル）－１－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル
）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその
塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビン
ジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナ
ゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［
５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジ
ル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ
）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）
である。
【０１１９】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２３［
１－エチル－３－（２，２，２－トリフルオロエチル）－１－［［４－［５－（トリフル
オロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、
またはその塩、鏡像異性体、互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、
ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、
ヘキサコナゾール、プロチオコナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、また
はＮ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－
３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり
、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１
～１：５）である。
【０１２０】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２４［
１，３－ジメトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、互変異
性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメ
トフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオコナゾ
ール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－メチル
－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－
メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重量比
は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【０１２１】
　本発明による別の最も好ましい組成物において、成分（Ａ）は、化合物番号Ｘ．２５［
３－エチル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素］、またはその塩、鏡像異性体、
互変異性体、もしくはＮ－オキシドであり、成分（Ｂ）は、ベンゾビンジフルピル、ピジ
フルメトフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、ヘキサコナゾール、プロチオ
コナゾール、アゾキシストロビン、フェンプロピジン、またはＮ’－［５－ブロモ－２－
メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチル－ホルムアミジンから選択される化合物であり、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の
重量比は１０：１～１：１０（または更に好ましくは５：１～１：５）である。
【０１２２】
　本発明による好ましい組成物のいずれかにおいて、組成物は追加的な有効成分（Ｃ）を
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含有していてもよく、これは成分（Ｂ）とは異なり、ベンゾビンジフルピル、フルキサピ
ロキサド、ピジフルメトフェン、イソピラザム、フルオピラム、ペンチオピラド、セダキ
サン、ビキサフェン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、テブコナゾール、ヘキサ
コナゾール、プロチオコナゾール、プロピコナゾール、エポキシコナゾール、フルトリア
ホール、メフェントリフルコナゾール、イプコナゾール、パクロブトラゾール、アゾキシ
ストロビン、トリフロキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、メタ
ラキシル－Ｍ、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、シプロジニル、スピロキサミン
、マンコゼブ、クロロタロニル、オキサチアピプロリン、マンジプロパミド、フルアジナ
ム、フルジオキシニル、フォセチル－アルミニウム、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、プロ
シミドン、カルベンダジム、フェンヘキサミド、プロクロラズ、プロヘキサジオン－カル
シウム、Ｔｉｍｏｒｅｘ　ＧｏｌｄTM（ティーツリーオイルを含む植物抽出物）、
【化４】

（Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－
３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン）、ホスホン酸カルシウム、
ｃｉｓ－ジャスモン、トリネキサパック－エチル、グリホサート、２，４－Ｄ（２，４－
ジクロロフェノキシ酢酸）、およびチアメトキサムからなる群から選択される。
【０１２３】
　式Ｉの化合物を殺菌・殺カビ剤として用いることも可能である。「殺菌・殺カビ剤」と
いう用語は、本明細書において用いられるところ、真菌の増殖を防除し、変性させ、また
は、防止する化合物を意味する。「殺菌・殺カビ的に有効な量」という用語は、真菌の増
殖に効果をもたらすことが可能である、このような化合物またはこのような化合物の組み
合わせの量を意味する。防除または変性効果は、死滅、遅滞等などの自然の発育からの逸
脱の全てを含み、予防は、真菌による感染を予防するための植物におけるバリアまたは他
の防御形成を含む。
【０１２４】
　「植物」という用語は、種子、実生、苗、根、塊茎、茎、柄、群葉および果実を含む植
物の全ての物理的な部分を指す。
【０１２５】
　「植物繁殖体」という用語は、例えば種子または挿し木もしくは塊茎などの植物の成長
する一部といった植物の生殖力のある全ての部分を意味する。これには、厳密な意味での
種子だけでなく、根、果実、塊茎、鱗茎、根茎、および植物の部分が含まれる。
【０１２６】
　本明細書において用いられるところ、「生息地」という用語は、植物が成長している圃
場、または、栽培されている植物の種子が播種される圃場、または、種子が土壌に蒔かれ
ることになる圃場を意味する。これには、土壌、種子および実生、ならびに、確立した植
生が含まれる。
【０１２７】
　本明細書全体を通じて、「組成物」という表現は、成分（Ａ）と（Ｂ）の様々な混合物
または組み合わせ（上で規定した実施形態を含む）を意味し、例えば、単一の「調合済み
」形態、単一の有効成分要素の個々の配合物から組成される「タンク混合物」などの複合
型噴霧混合物、および、逐次的（すなわち、数時間または数日間などの適度に短時間のう
ちに次々と）に適用される場合には単一の有効成分の併用である。成分（Ａ）および（Ｂ
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）を適用する順番は本発明の作用のためには重要ではない。
【０１２８】
　本発明の組成物は、植物病原性病害を引き起こす微生物などの有害な微生物に対して、
特には植物病原性の真菌および細菌に対して効果的である。
【０１２９】
　本発明の組成物は、担子菌綱（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅ）、子嚢菌綱（Ａｓｃｏｍ
ｙｃｅｔｅ）、卵菌綱（Ｏｏｍｙｃｅｔｅ）および／または不完全菌類（Ｄｅｕｔｅｒｏ
ｍｙｃｅｔｅ）、ブラソクラディオマイセート（Ｂｌａｓｏｃｌａｄｉｏｍｙｃｅｔｅ）
、ツボカビ綱（Ｃｈｒｙｔｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅ）、グロムス門（Ｇｌｏｍｅｒｏｍｙｃ
ｅｔｅ）および／またはケカビ綱（Ｍｕｃｏｒｏｍｙｃｅｔｅ）の分類における広いスペ
クトラムの真菌性植物病原体によって引き起こされる植物病害を防除するために使用する
ことができる。
【０１３０】
　組成物は、観賞用作物、芝生、野菜、農作物、穀類および果実作物の葉病原体などの広
いスペクトラムの植物病害の防除において効果的である。
【０１３１】
　これらの病原体としては以下が挙げられ得る。
　卵菌綱（Ｏｏｍｙｃｅｔｅ）であって、以下を含む。フィトフトラカプシシ（Ｐｈｙｔ
ｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ）、フィトフトラインフェスタンス（Ｐｈｙｔｏｐｈ
ｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）、フィトフトラソヤエ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｓｏｊａｅ）、フィトフトラフラガリエ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｆｒａｇａｒｉａ
ｅ）、フィトフトラニコチアネ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）、
フィトフトラシンナモミ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃｉｎｎａｍｏｍｉ）、フィトフ
トラシトリコラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃｉｔｒｉｃｏｌａ）、フィトフトラシト
ロフトラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃｉｔｒｏｐｈｔｈｏｒａ）およびフィトフトラ
エリトロセプチカ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｓｅｐｔｉｃａ）によっ
て引き起こされるものなどのフィトフトラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）病害；ピシウム
アファニデルマツム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ）、ピシウムアレ
ノマネス（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｒｒｈｅｎｏｍａｎｅｓ）、ピシウムグラミニコラ（Ｐｙ
ｔｈｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、ピシウムイレグラレ（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒ
ｅｇｕｌａｒｅ）およびピシウムウルチマム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）によっ
て引き起こされるものなどのピシウム（Ｐｙｔｈｉｕｍ）病害；ペロノスポラデストルク
トル（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ペロノスポラパラシティカ（
Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｐａｒａｓｉｔｉｃａ）、プラズモパラビチコーラ（Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）、プラズモパラハルステジイ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ
　ｈａｌｓｔｅｄｉｉ）、シュードペロノスポラクベンシス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏ
ｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ）、アルブゴカンジダ（Ａｌｂｕｇｏ　ｃａｎｄｉｄａ）
、スクレログトラマクロスポラ（Ｓｃｌｅｒｏｐｈｔｈｏｒａ　ｍａｃｒｏｓｐｏｒａ）
およびブレミアラクツカエ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ）などのツユカビ目（Ｐｅ
ｒｏｎｏｓｐｏｒａｌｅｓ）によって引き起こされる病害；ならびに、アファノミセスコ
クリオイデス（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｏｃｈｌｉｏｉｄｅｓ）、ラビリンツラゾス
テラエ（Ｌａｂｙｒｉｎｔｈｕｌａ　ｚｏｓｔｅｒａｅ）、ペロノスクレロスポラソルギ
（Ｐｅｒｏｎｏｓｃｌｅｒｏｓｐｏｒａ　ｓｏｒｇｈｉ）およびスクレロスポラグラミニ
コラ（Ｓｃｌｅｒｏｓｐｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）などの他のもの。
　子嚢菌綱（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ）であって、例えば、ステムフィリウムソラニ（Ｓ
ｔｅｍｐｈｙｌｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、スタゴノスポラタイナネンシス（Ｓｔａｇｏｎ
ｏｓｐｏｒａ　ｔａｉｎａｎｅｎｓｉｓ）、スピロカエアオレアギネア（Ｓｐｉｌｏｃａ
ｅａ　ｏｌｅａｇｉｎｅａ）、セトスファエリアツルシカ（Ｓｅｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　
ｔｕｒｃｉｃａ）、ピレノカエタリコペリシチ（Ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅｔａ　ｌｙｃｏｐ
ｅｒｉｓｉｃｉ）、プレオスポラヘルバルム（Ｐｌｅｏｓｐｏｒａ　ｈｅｒｂａｒｕｍ）
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、フォマデストルクティバ（Ｐｈｏｍａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｉｖａ）、ファエオスファエ
リアヘルポトリコイデス（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｈｅｒｐｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅ
ｓ）、ファエオクリプトクスガエウマンニイ（Ｐｈａｅｏｃｒｙｐｔｏｃｕｓ　ｇａｅｕ
ｍａｎｎｉｉ）、
オフィオスファエレラグラミニコラ（Ｏｐｈｉｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｇｒａｍｉｎｉ
ｃｏｌａ）、オフィボルスグラミニス（Ｏｐｈｉｏｂｏｌｕｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、レ
プトスファエリアマクランス（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｍａｃｕｌａｎｓ）、ヘン
デルソニアクレベリマ（Ｈｅｎｄｅｒｓｏｎｉａ　ｃｒｅｂｅｒｒｉｍａ）、ヘルミント
スポリウムトリティシレペンティス（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｔｒｉｔｉｃ
ｉｒｅｐｅｎｔｉｓ）、セトスファエリアツルシカ（Ｓｅｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｔｕｒ
ｃｉｃａ）、ドレックスレラグリシネス（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、
ジディメラブリオニエ（Ｄｉｄｙｍｅｌｌａ　ｂｒｙｏｎｉａｅ）、シクロコニウムオレ
アギネウム（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｏｌｅａｇｉｎｅｕｍ）、コリネスポラカッシイ
コラ（Ｃｏｒｙｎｅｓｐｏｒａ　ｃａｓｓｉｉｃｏｌａ）、コクリオボルスサチブス（Ｃ
ｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）、ビポラリスカクティボラ（Ｂｉｐｏｌａｒ
ｉｓ　ｃａｃｔｉｖｏｒａ）、リンゴ黒星病菌（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉ
ｓ）、ピレノホラテレス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）、コムギ黄斑病菌（Ｐ
ｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｒｉｔｉｃｉ－ｒｅｐｅｎｔｉｓ）、アルテルナリアアルテナ
タ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ａｌｔｅｒｎａｔａ）、アルテルナリアブラッシシコラ（Ａ
ｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｂｒａｓｓｉｃｉｃｏｌａ）、アルテルナリアソラニ（Ａｌｔｅｒ
ｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）およびアルテルナリアトマトフィラ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ
　ｔｏｍａｔｏｐｈｉｌａ）などのプレオスポラ目（Ｐｌｅｏｓｐｏｒａｌｅｓ）；セプ
トリアトリティシ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、セプトリアノドルム（Ｓｅｐ
ｔｏｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）、セプトリアグリシネス（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｇｌｙｃｉ
ｎｅｓ）、セルコスポラアラキディコーラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ａｒａｃｈｉｄｉｃ
ｏｌａ）、セルコスポラソジナ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ）、セルコスポラ
セアエマイディス（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｚｅａｅ－ｍａｙｄｉｓ）、セルコスポレラ
カプセラエ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　ｃａｐｓｅｌｌａｅ）およびセルコスポレラ
ヘルポトリコイデス（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　ｈｅｒｐｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅｓ）
などのカプノディウム目（Ｃａｐｎｏｄｉａｌｅｓ）；クラドスポリウムカルポフィルム
（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃａｒｐｏｐｈｉｌｕｍ）、クラドスポリウムエフスム（
Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｅｆｆｕｓｕｍ）、パッサロラフルバ（Ｐａｓｓａｌｏｒａ
　ｆｕｌｖａ）、クラドスポリウムオキシスポルム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｏｘｙ
ｓｐｏｒｕｍ）、ドチストロマッセプトスポルム（Ｄｏｔｈｉｓｔｒｏｍａ　ｓｅｐｔｏ
ｓｐｏｒｕｍ）、イサリオプシスクラビスポラ（Ｉｓａｒｉｏｐｓｉｓ　ｃｌａｖｉｓｐ
ｏｒａ）、マイコスファエレラフィジエンシス（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｆｉｊ
ｉｅｎｓｉｓ）、コムギ葉枯病菌（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏ
ｌａ）、マイコベロシエラコエプケイイ（Ｍｙｃｏｖｅｌｌｏｓｉｅｌｌａ　ｋｏｅｐｋ
ｅｉｉ）、ファエオイサリオプシスバタチコラ（Ｐｈａｅｏｉｓａｒｉｏｐｓｉｓ　ｂａ
ｔａｔｉｃｏｌａ）、シュードセルコスポラビチス（Ｐｓｅｕｄｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ
　ｖｉｔｉｓ）、シュードセルコスポレラヘルポトリコイド（Ｐｓｅｕｄｏｃｅｒｃｏｓ
ｐｏｒｅｌｌａ　ｈｅｒｐｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅｓ）、ラムラリアベチコラ（Ｒａｍｕｌ
ａｒｉａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）、ラムラリアコロシグニ（Ｒａｍｕｌａｒｉａ　ｃｏｌｌ
ｏ－ｃｙｇｎｉ）、ゲーウマノミセスグラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒ
ａｍｉｎｉｓ）、マグナポルテグリセア（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）、イ
ネいもち病菌（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）などのマグナポルテ目（Ｍａｇ
ｎａｐｏｒｔｈａｌｅｓ）；アニソグラマアノマラ（Ａｎｉｓｏｇｒａｍｍａ　ａｎｏｍ
ａｌａ）、アピオグノモニアエラブンダ（Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄ
ａ）、サイトスポラプラタニ（Ｃｙｔｏｓｐｏｒａ　ｐｌａｔａｎｉ）、ジアポルテファ
セオロルム（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ）、ディスクラデストルクテ
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ィバ（Ｄｉｓｃｕｌａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｉｖａ）、グノモニアフルクティコーラ（Ｇｎ
ｏｍｏｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）、グリネリアウビコーラ（Ｇｒｅｅｎｅｒｉａ　
ｕｖｉｃｏｌａ）、メランコニウムジュグランディヌム（Ｍｅｌａｎｃｏｎｉｕｍ　ｊｕ
ｇｌａｎｄｉｎｕｍ）、
ホモプシスビティコーラ（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）、シロコッカスクラ
ビギグネンティ－ジュグランダセアラム（Ｓｉｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｌａｖｉｇｉｇｎｅ
ｎｔｉ－ｊｕｇｌａｎｄａｃｅａｒｕｍ）、ツバキアドリイナ（Ｔｕｂａｋｉａ　ｄｒｙ
ｉｎａ）、ディカルペラ属の一種（Ｄｉｃａｒｐｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、バルサセラトス
ペルマ（Ｖａｌｓａ　ｃｅｒａｔｏｓｐｅｒｍａ）などのジアポルテ目（Ｄｉａｐｏｒｔ
ｈａｌｅｓ）；ならびに、アクチノチリウムグラミニス（Ａｃｔｉｎｏｔｈｙｒｉｕｍ　
ｇｒａｍｉｎｉｓ）、アスコキタピシ（Ａｓｃｏｃｈｙｔａ　ｐｉｓｉ）、アスペルギル
スフラブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）、アスペルギルスフミガーツス（
Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｕｓ）、アスペルギルスニズランス（Ａｓｐｅ
ｒｇｉｌｌｕｓ　ｎｉｄｕｌａｎｓ）、アスペリスポリウムカリカエ（Ａｓｐｅｒｉｓｐ
ｏｒｉｕｍ　ｃａｒｉｃａｅ）、ブルメリエラジャアピイ（Ｂｌｕｍｅｒｉｅｌｌａ　ｊ
ａａｐｉｉ）、カンジダ属の一種（Ｃａｎｄｉｄａ　ｓｐｐ．）、カプノジウムラモスム
（Ｃａｐｎｏｄｉｕｍ　ｒａｍｏｓｕｍ）、セファロアスクス属の一種（Ｃｅｐｈａｌｏ
ａｓｃｕｓ　ｓｐｐ．）、セファロスポリウムグラミネウム（Ｃｅｐｈａｌｏｓｐｏｒｉ
ｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅｕｍ）、セラトシスティスパラドクサ（Ｃｅｒａｔｏｃｙｓｔｉｓ
　ｐａｒａｄｏｘａ）、キトミウム属の一種（Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ヒメ
ノシフスシュードアルビヅス（Ｈｙｍｅｎｏｓｃｙｐｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏａｌｂｉｄｕ
ｓ）、コッシディオイデス属の一種（Ｃｏｃｃｉｄｉｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、シリンド
ロスポリウムパディ（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｐａｄｉ）、ジプロカルポンマ
ラエ（Ｄｉｐｌｏｃａｒｐｏｎ　ｍａｌａｅ）、ドレパノペジザカンペストリス（Ｄｒｅ
ｐａｎｏｐｅｚｉｚａ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ）、エルシノエアンペリナ（Ｅｌｓｉｎｏ
ｅ　ａｍｐｅｌｉｎａ）、エピコッカムニグラム（Ｅｐｉｃｏｃｃｕｍ　ｎｉｇｒｕｍ）
、エピデルモフィトン属の一種（Ｅｐｉｄｅｒｍｏｐｈｙｔｏｎ　ｓｐｐ．）、ユーチパ
ラタ（Ｅｕｔｙｐａ　ｌａｔａ）、ゲオトリクムカンジズム（Ｇｅｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃ
ａｎｄｉｄｕｍ）、ギベリナセレアリス（Ｇｉｂｅｌｌｉｎａ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、グ
ロエオセルコスポラソルギ（Ｇｌｏｅｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｒｇｈｉ）、グロエ
オデスポミゲナ（Ｇｌｏｅｏｄｅｓ　ｐｏｍｉｇｅｎａ）、グロエオスポリウムペレナン
ス（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｐｅｒｅｎｎａｎｓ）などの他のものによって引き起こ
されるものといった汚斑病、斑点病、イモチ病または胴枯れ病および／または腐敗病；グ
ロエオチニアテムレンタ（Ｇｌｏｅｏｔｉｎｉａ　ｔｅｍｕｌｅｎｔａ）、グリフォスパ
エリアコルチコラ（Ｇｒｉｐｈｏｓｐａｅｒｉａ　ｃｏｒｔｉｃｏｌａ）、カバチエラリ
ニ（Ｋａｂａｔｉｅｌｌａ　ｌｉｎｉ）、レプトグラフィウムミクロスポルム（Ｌｅｐｔ
ｏｇｒａｐｈｉｕｍ　ｍｉｃｒｏｓｐｏｒｕｍ）、レプトスファエルリニアクラッスアス
カ（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｕｌｉｎｉａ　ｃｒａｓｓｉａｓｃａ）、ロフォデルミウム
セディチオスム（Ｌｏｐｈｏｄｅｒｍｉｕｍ　ｓｅｄｉｔｉｏｓｕｍ）、マルソニナグラ
ミニコラ（Ｍａｒｓｓｏｎｉｎａ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、コムギ赤かび病菌（Ｍｉ
ｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ）、モニリニアフルクティコーラ（Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）、モノグラフェラアルベセンス（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌ
ｌａ　ａｌｂｅｓｃｅｎｓ）、モノスポラスクスカノンバルス（Ｍｏｎｏｓｐｏｒａｓｃ
ｕｓ　ｃａｎｎｏｎｂａｌｌｕｓ）、ナエマシクルス属の一種（Ｎａｅｍａｃｙｃｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、オフィオストマノボウルミ（Ｏｐｈｉｏｓｔｏｍａｎｏｖｏ－ｕｌｍｉ）
、パラコシジオイデスブラジリエンシス（Ｐａｒａｃｏｃｃｉｄｉｏｉｄｅｓ　ｂｒａｓ
ｉｌｉｅｎｓｉｓ）、ペニシリウムエクソパンスム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａ
ｎｓｕｍ）、ペスタロチアロドデンドリ（Ｐｅｓｔａｌｏｔｉａ　ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒ
ｉ）、ペトリエリジウム属の一種（Ｐｅｔｒｉｅｌｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ペジクラ
属の一種（Ｐｅｚｉｃｕｌａ　ｓｐｐ．）、フィアロホラグレガタ（Ｐｈｉａｌｏｐｈｏ
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ｒａ　ｇｒｅｇａｔａ）、フィラコラポミゲナ（Ｐｈｙｌｌａｃｈｏｒａ　ｐｏｍｉｇｅ
ｎａ）、フィマトトリクムオムニボラ（Ｐｈｙｍａｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｏｍｎｉｖｏｒ
ａ）、フィサロスポラアブディタ（Ｐｈｙｓａｌｏｓｐｏｒａ　ａｂｄｉｔａ）、プレク
トスポリウムタバシヌム（Ｐｌｅｃｔｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｔａｂａｃｉｎｕｍ）、
ポリシタルムプスツランス（Ｐｏｌｙｓｃｙｔａｌｕｍ　ｐｕｓｔｕｌａｎｓ）、シュー
ドペジザメディカギニス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｚｉｚａ　ｍｅｄｉｃａｇｉｎｉｓ）、ピレ
ノペジザブラッシカエ（Ｐｙｒｅｎｏｐｅｚｉｚａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ラムリスポ
ラソルギ（Ｒａｍｕｌｉｓｐｏｒａ　ｓｏｒｇｈｉ）、ラブドクリンシュードツガエ（Ｒ
ｈａｂｄｏｃｌｉｎｅ　ｐｓｅｕｄｏｔｓｕｇａｅ）、リンコスポリウムセカリス（Ｒｈ
ｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃａｌｉｓ）、イネ葉しょう腐敗病菌（Ｓａｃｒｏｃｌ
ａｄｉｕｍ　ｏｒｙｚａｅ）、スケドスポリウム属の一種（Ｓｃｅｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　
ｓｐｐ．）、スキゾチリウムポミ（Ｓｃｈｉｚｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｐｏｍｉ）、スクレロ
チニアスクレロティオルム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、ス
クレロチニアミノル（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｍｉｎｏｒ）；スクレロチウム属の一種
（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｓｐｐ）、チフライシカリエンシス（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｓｈ
ｉｋａｒｉｅｎｓｉｓ）、セイマトスポリウムマリエ（Ｓｅｉｍａｔｏｓｐｏｒｉｕｍ　
ｍａｒｉａｅ）、レプテウチパクプレッシ（Ｌｅｐｔｅｕｔｙｐａ　ｃｕｐｒｅｓｓｉ）
、セプトシタルボルム（Ｓｅｐｔｏｃｙｔａ　ｒｕｂｏｒｕｍ）、スファセロマペルセー
（Ｓｐｈａｃｅｌｏｍａ　ｐｅｒｓｅａｅ）、スポロネマファシディオイデス（Ｓｐｏｒ
ｏｎｅｍａ　ｐｈａｃｉｄｉｏｉｄｅｓ）、スティグミナパルミボラ（Ｓｔｉｇｍｉｎａ
　ｐａｌｍｉｖｏｒａ）、タペシアヤルンデ（Ｔａｐｅｓｉａ　ｙａｌｌｕｎｄａｅ）、
タフリナブラタ（Ｔａｐｈｒｉｎａ　ｂｕｌｌａｔａ）、チエビオプシスバシコラ（Ｔｈ
ｉｅｌｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）、トリコセプトリアグルクチゲナ（Ｔｒｉｃ
ｈｏｓｅｐｔｏｒｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａ）、ジゴフィアラジャミセンシス（Ｚｙｇ
ｏｐｈｉａｌａ　ｊａｍａｉｃｅｎｓｉｓ）；例えばブルメリアグラミニス（Ｂｌｕｍｅ
ｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、エリシフェポリゴニ（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｐｏｌｙｇｏｎ
ｉ）、ウンシヌラネカトル（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃａｔｏｒ）、スファエロテカフリ
ゲナ（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｅｎａ）、リンゴうどんこ病菌（Ｐｏｄｏ
ｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）、ポドスパエラマクラリス（Ｐｏｄｏｓｐａ
ｅｒａ　ｍａｃｕｌａｒｉｓ）、ゴロビノマイセスシコラセルム（Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙ
ｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ）、レベイルラタウリカ（Ｌｅｖｅｉｌｌｕｌａ　
ｔａｕｒｉｃａ）、ミクロスファエラディフッサ（Ｍｉｃｒｏｓｐｈａｅｒａ　ｄｉｆｆ
ｕｓａ）、オイディオプシスゴッシピイ（Ｏｉｄｉｏｐｓｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、フ
ィラクチニアグッタタ（Ｐｈｙｌｌａｃｔｉｎｉａ　ｇｕｔｔａｔａ）およびオイジウム
アラキディス（Ｏｉｄｉｕｍ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）などのウドンコカビ目（Ｅｒｙｓｉ
ｐｈａｌｅｓ）によって引き起こされるものといったウドンコ病病害；例えばドチオレラ
アロマチカ（Ｄｏｔｈｉｏｒｅｌｌａ　ａｒｏｍａｔｉｃａ）、ジプロディアセリアタ（
Ｄｉｐｌｏｄｉａ　ｓｅｒｉａｔａ）、ガイグナルディアビドウェリイ（Ｇｕｉｇｎａｒ
ｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉｉ）、ボトリチスシネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅ
ａ）、ボトリオチニアアリイ（Ｂｏｔｒｙｏｔｉｎｉａ　ａｌｌｉｉ）、ボトリオチニア
ファビ（Ｂｏｔｒｙｏｔｉｎｉａ　ｆａｂａｅ）、フシコクムアミグダリ（Ｆｕｓｉｃｏ
ｃｃｕｍ　ａｍｙｇｄａｌｉ）、ラシオジプロディアテオブロマエ（Ｌａｓｉｏｄｉｐｌ
ｏｄｉａ　ｔｈｅｏｂｒｏｍａｅ）、マクロフォーマテイコラ（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍａ　
ｔｈｅｉｃｏｌａ）、マクロフォミナファセオリナ（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｐｈａ
ｓｅｏｌｉｎａ）、フィロスティクタククルビタセアルム（Ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃｔａ　
ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｒｕｍ）などのボトリオスフェリア目（Ｂｏｔｒｙｏｓｐｈａ
ｅｒｉａｌｅｓ）によって引き起こされるものといったかび類；例えばコレトトリカムグ
ロエオスポリオイデス（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｉｄｅ
ｓ）、コレトトリカムラゲナリウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌａｇｅｎａｒｉ
ｕｍ）、コレトトリカムゴッシピイ（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ
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）、グロメレラシングラタ（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）およびコレト
トリカムグラミニコラ（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）など
のグロメレラレス属（Ｇｌｏｍｍｅｒｅｌａｌｅｓ）によって引き起こされるものといっ
た炭疽病；ならびに、
例えばアクレモニウムストリクツム（Ａｃｒｅｍｏｎｉｕｍ　ｓｔｒｉｃｔｕｍ）、クラ
ビセプスプルプレア（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ　ｐｕｒｐｕｒｅａ）、フザリウムクルモルム
（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）、フザリウムグラミネアルム（Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）、フザリウムビルグリホルメ（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｖｉｒ
ｇｕｌｉｆｏｒｍｅ）、フザリウムオキシスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒ
ｕｍ）、フザリウムスブグルチナンス（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｕｂｇｌｕｔｉｎａｎｓ）
、フザリウムオキシスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ　ｆ．ｓｐ．ｃｕ
ｂｅｎｓｅ）、ゲルラキアニバレ（Ｇｅｒｌａｃｈｉａ　ｎｉｖａｌｅ）、ギベレラフジ
クロイ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｆｕｊｉｋｕｒｏｉ）、ギベレラゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒ
ｅｌｌａ　ｚｅａｅ）、グリオクラジウム属の一種（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ　ｓｐｐ．
）、ミロテシウムベルカリア（Ｍｙｒｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｖｅｒｒｕｃａｒｉａ）、ネク
トリアラムラライエ（Ｎｅｃｔｒｉａ　ｒａｍｕｌａｒｉａｅ）、トリコデルマビリデ（
Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｖｉｒｉｄｅ）、トリコテシウムロセウム（Ｔｒｉｃｈｏｔｈ
ｅｃｉｕｍ　ｒｏｓｅｕｍ）およびベルチシリウムテオブロマエ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉ
ｕｍ　ｔｈｅｏｂｒｏｍａｅ）などの肉座菌目（Ｈｙｐｏｃｒｅａｌｅｓ）によって引き
起こされるものといった萎凋病または胴枯れ病。
　例えばウスチラギノイデアビレンス（Ｕｓｔｉｌａｇｉｎｏｉｄｅａ　ｖｉｒｅｎｓ）
、ウスチラゴヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎｕｄａ）、ウスチラゴトリティシ（Ｕｓｔｉｌ
ａｇｏ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、ウスチラゴゼアエ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｚｅａｅ）などのク
ロボキン目（Ｕｓｔｉｌａｇｉｎａｌｅｓ）によって引き起こされるものといった黒穂病
菌を含む担子菌綱（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅ）、例えばセロテリウムフィチ（Ｃｅｒ
ｏｔｅｌｉｕｍ　ｆｉｃｉ）、クリソミクサアルクトスタフィリ（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｘａ
　ａｒｃｔｏｓｔａｐｈｙｌｉ）、コレオスポリウムイポモエアエ（Ｃｏｌｅｏｓｐｏｒ
ｉｕｍ　ｉｐｏｍｏｅａｅ）、ヘミレイアバスタトリクス（Ｈｅｍｉｌｅｉａ　ｖａｓｔ
ａｔｒｉｘ）、プッシニアアラキディス（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、プ
ッシニアカカバタ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｃａｃａｂａｔａ）、プッシニアグラミニス（Ｐ
ｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、プッシニアレコンディタ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒ
ｅｃｏｎｄｉｔａ）、プッシニアソルギ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｏｒｇｈｉ）、プッシニ
アホルデイ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｈｏｒｄｅｉ）、プッシニアストリイフォルミス（Ｐｕ
ｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ　ｆ．ｓｐ．Ｈｏｒｄｅｉ）、プッシニアストリ
イフォルミス（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ　ｆ．ｓｐ．Ｓｅｃａｌｉｓ
）、プッシニアストルムコリリ（Ｐｕｃｃｉｎｉａｓｔｒｕｍ　ｃｏｒｙｌｉ）などのサ
ビキン目（Ｐｕｃｃｉｎｉａｌｅｓ）、または、クロナルチウムリビコラ（Ｃｒｏｎａｒ
ｔｉｕｍ　ｒｉｂｉｃｏｌａ）、ジムノスポランギウムジュニペリ－ビジニアネ（Ｇｙｍ
ｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｊｕｎｉｐｅｒｉ－ｖｉｇｉｎｉａｎａｅ）、メランプソラ
メデュサエ（Ｍｅｌａｍｐｓｏｒａ　ｍｅｄｕｓａｅ）、ファコプソラパチリジ（Ｐｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）、フラグミジウムムクロナツム（Ｐｈｒａｇｍ
ｉｄｉｕｍ　ｍｕｃｒｏｎａｔｕｍ）、フィソペラアンペロシディス（Ｐｈｙｓｏｐｅｌ
ｌａ　ａｍｐｅｌｏｓｉｄｉｓ）、トランスケリアディスコロル（Ｔｒａｎｚｓｃｈｅｌ
ｉａ　ｄｉｓｃｏｌｏｒ）およびウロマイセスビシエ－ファビエ（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ｖ
ｉｃｉａｅ－ｆａｂａｅ）などのサビキン目（Ｕｒｅｄｉｎａｌｅｓ）によって引き起こ
されるものといったサビ病菌；ならびに、クリプトコックス属の一種（Ｃｒｙｐｔｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エクソバシジウムベクサンス（Ｅｘｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｖｅｘ
ａｎｓ）、マラスミエルスイノデルマ（Ｍａｒａｓｍｉｅｌｌｕｓ　ｉｎｏｄｅｒｍａ）
、マイセナ属の一種（Ｍｙｃｅｎａ　ｓｐｐ．）、スファセロテカレイリアナ（Ｓｐｈａ
ｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｒｅｉｌｉａｎａ）、チフライシカリエンシス（Ｔｙｐｈｕｌａ　
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ｉｓｈｉｋａｒｉｅｎｓｉｓ）、ウロシスチスアグロピリ（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ａｇｒ
ｏｐｙｒｉ）、イテルソニリアペルプレキサンス（Ｉｔｅｒｓｏｎｉｌｉａ　ｐｅｒｐｌ
ｅｘａｎｓ）、クルチシウムインビスム（Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ　ｉｎｖｉｓｕｍ）、ラエ
チサリアフシホルミス（Ｌａｅｔｉｓａｒｉａ　ｆｕｃｉｆｏｒｍｉｓ）、ワイテアシル
シナタ（Ｗａｉｔｅａ　ｃｉｒｃｉｎａｔａ）、イネ紋枯病菌（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ
　ｓｏｌａｎｉ）、テンサイ根腐病菌（Ｔｈａｎｅｔｅｐｈｏｒｕｓ　ｃｕｃｕｒｍｅｒ
ｉｓ）、エンチロマダリアエ（Ｅｎｔｙｌｏｍａ　ｄａｈｌｉａｅ）、エンチロメラミク
ロスポラ（Ｅｎｔｙｌｏｍｅｌｌａ　ｍｉｃｒｏｓｐｏｒａ）、ネオボシアモリニアエ（
Ｎｅｏｖｏｓｓｉａ　ｍｏｌｉｎｉａｅ）およびチレチアカリエス（Ｔｉｌｌｅｔｉａ　
ｃａｒｉｅｓ）によって引き起こされるものなどの他の腐敗病および病害。
　フィソデルママイディス（Ｐｈｙｓｏｄｅｒｍａ　ｍａｙｄｉｓ）などのコウマクノウ
キン目（Ｂｌａｓｔｏｃｌａｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）。
　コアネフォラククリビタルム（Ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒａ　ｃｕｃｕｒｂｉｔａｒｕｍ）
；ムコール属の一種（Ｍｕｃｏｒ　ｓｐｐ．）；リゾプスアルヒズス（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ
　ａｒｒｈｉｚｕｓ）などのケカビ綱（Ｍｕｃｏｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）。
　ならびに、上記に列挙されているものと近縁の他の種および属によって引き起こされる
病害。
【０１３２】
　その殺菌・殺カビ活性に追加して、組成物はまた、エルウィニアアミロボラ（Ｅｒｗｉ
ｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）、エルウィニアカラトボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒａｔ
ｏｖｏｒａ）、キサントモナスカムペストリス（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓ
ｔｒｉｓ）、シュードモナスシリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）
、ストルプトマイセススカビイス（Ｓｔｒｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓ）などのバ
クテリアおよび他の関連する種、ならびに、一定の原生動物に対する活性を有し得る。
【０１３３】
　本発明の組成物は、子嚢菌綱（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ）（例えばベンチュリア（Ｖｅ
ｎｔｕｒｉａ）、ポドスファエラ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ）、エリシフェ（Ｅｒｙｓｉ
ｐｈｅ）、モニリニア（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ）、ミコスファエレラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅ
ｒｅｌｌａ）、ウンシヌラ（Ｕｎｃｉｎｕｌａ））；担子菌綱（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅ
ｔｅｓ）（例えばへミレイア（Ｈｅｍｉｌｅｉａ）属、リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏ
ｎｉａ）、ファコプソラ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ）、プッシニア（Ｐｕｃｃｉｎｉａ）、
ウスチラゴ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ）、チレチア（Ｔｉｌｌｅｔｉａ））；不完全菌類（Ｆｕ
ｎｇｉ　ｉｍｐｅｒｆｅｃｔｉ）（別名Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｅｔｅｓ；例えばボトリチ
ス（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）、ヘルミントスポリウム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）
、リンコスポリウム（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）、フザリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ
）、セプトリア（Ｓｅｐｔｏｒｉａ）、セルコスポラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ）、アルテ
ルナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）、ピリキュラリア（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ）、およ
びシュードセルコスポレラ（Ｐｓｅｕｄｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ））；卵菌綱（Ｏ
ｏｍｙｃｅｔｅｓ）（例えばフィトフトラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）、ペロノスポラ
（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）、シュードペロノスポラ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
ｒａ）、アルブゴ（Ａｌｂｕｇｏ）、ブレミア（Ｂｒｅｍｉａ）、ピシウム（Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ）、シュードスクレロスポラ（Ｐｓｅｕｄｏｓｃｌｅｒｏｓｐｏｒａ）、プラスモパ
ラ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ））の分類に属する植物病原菌に対して特に効果的である。
【０１３４】
　本発明の組成物を使用することができる有用な植物の作物は、典型的には、例えばブラ
ックベリー、ブルーベリー、クランベリー、ラズベリーおよびイチゴといった液果植物；
例えばオオムギ、トウモロコシ（コーン）、キビ、カラスムギ、イネ、ライ麦、モロコシ
属（ｓｏｒｇｈｕｍ）ライコムギおよびコムギといった穀類；例えば綿、亜麻、アサ、ジ
ュートおよびサイザルといった繊維植物；例えば糖質および飼料ビート、コーヒー、ホッ
プ、マスタード、アブラナ（カノーラ）、ケシ、サトウキビ、ヒマワリ、チャおよびタバ
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コといった農作物；例えばリンゴ、アンズ、アボカド、バナナ、サクランボ、柑橘類、ネ
クタリン、モモ、セイヨウナシおよびセイヨウスモモといった果樹；例えばバミューダグ
ラス、イチゴツナギ、ベントグラス、センチピードグラス、ウシノケグサ、ライグラス、
アメリカシバおよびノシバといった草；バジル、ルリジサ、チャイブ、コリアンダー、ラ
ベンダー、ラベージ、ミント、オレガノ、パセリ、ローズマリー、セージおよびタイムな
どのハーブ；例えばインゲンマメ、レンズマメ、エンドウマメおよびダイズ、インゲンマ
メといったマメ科植物；例えばアーモンド、カシュー、落花生、ヘーゼルナッツ、ピーナ
ッツ、ペカン、ピスタチオおよびクルミといった堅果；例えばアブラヤシといったヤシ；
例えば花、低木および高木といった観賞用植物；例えばカカオ、ココナツ、オリーヴおよ
びゴムといった他の高木；例えばアスパラガス、ナス、ブロッコリ、キャベツ、ニンジン
、キュウリ、ニンニク、レタス、ペポカボチャ、メロン、オクラ、タマネギ、コショウ、
ジャガイモ、カボチャ、ダイオウ、ホウレンソウおよびトマトといった野菜；ならびに、
例えばブドウといったつる植物などの多年生および１年生作物を含む。
【０１３５】
　作物は、自然に存在する、従来の繁殖方法により得られる、または遺伝子工学により得
られるものであると理解される。これらには、いわゆる出力形質（例えば向上した貯蔵安
定性、より高い栄養価、および改善された香味）を含む作物が含まれる。
【０１３６】
　作物は、ブロモキシニルのような除草剤またはＡＬＳ－、ＥＰＳＰＳ－、ＧＳ－、ＨＰ
ＰＤ－、およびＰＰＯ－阻害剤などの除草剤の種類に対して耐性にされた作物も含むと理
解される。従来の交配方法によって、例えばイマザモックスといったイミダゾリノンに対
する耐性がもたらされた作物の一例は、Ｃｌｅａｒｆｉｅｌｄ（登録商標）夏カノーラで
ある。遺伝子操作方法によって除草剤に対する耐性がもたらされた作物の例としては、例
えば、商品名ＲｏｕｎｄｕｐＲｅａｄｙ（登録商標）、Ｈｅｒｃｕｌｅｘ　Ｉ（登録商標
）およびＬｉｂｅｒｔｙＬｉｎｋ（登録商標）で市販されているグリホサート－およびグ
ルホシネート－耐性トウモロコシ品種が挙げられる。
【０１３７】
　作物はまた、自然発生的なもの、または、有害な昆虫に対する抵抗性が与えられたもの
であると理解されるべきである。これは、トキシン－産生バクテリア由来として公知であ
るものなどの１種以上の選択的に作用するトキシンの合成能を例えば有するよう、組換え
ＤＮＡ技術を用いることで形質転換された植物を含む。発現されることが可能であるトキ
シンの例としては、δ－エンドトキシン、栄養型殺虫性タンパク質（Ｖｉｐ）、線虫共生
バクテリアの殺虫性タンパク質、ならびに、サソリ、蛛形類、大型のハチ（ｗａｓｐ）お
よび真菌によって産生されるトキシンが挙げられる。
【０１３８】
　バシラスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）トキ
シンを発現するよう変性された作物の一例は、ＢｔトウモロコシＫｎｏｃｋＯｕｔ（登録
商標）（Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ）である。殺虫性耐性をコードする２種以上の遺
伝子を含み、それ故、２種以上のトキシンを発現する作物の一例は、ＶｉｐＣｏｔ（登録
商標）（Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ）である。作物またはその種子材料もまた、複数
種の有害生物に対して耐性であることが可能である（いわゆる、遺伝子修飾により形成さ
れる場合の重畳的なトランスジェニックイベント）。例えば、植物は、例えばＨｅｒｃｕ
ｌｅｘ　Ｉ（登録商標）（Ｄｏｗ　ＡｇｒｏＳｃｉｅｎｃｅｓ，Ｐｉｏｎｅｅｒ　Ｈｉ－
Ｂｒｅｄ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ）のように除草剤耐性であると同時に、殺虫性タ
ンパク質の発現能を有していることが可能である。
【０１３９】
　式（Ｉ）の化合物（化合物Ｘ．０１～Ｘ．２５のいずれか１つを含む）または式（Ｉ）
の化合物を含有する本発明の殺菌性組成物は、植物病原性病害、特にダイズ植物における
植物病原性真菌（ダイズさび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）など）
の防除または予防に使用することができる。
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【０１４０】
　特に、例えばデルタ－エンドトキシンのような殺虫性タンパク質（例えばＣｒｙ１Ａｃ
（Ｃｒｙ１Ａｃ　Ｂｔタンパク質））などの毒素を発現する遺伝子組み換えダイズ植物。
そのため、これには、イベントＭＯＮ８７７０１（米国特許第８，０４９，０７１号明細
書ならびに関連出願および特許、ならびに国際公開第２０１４／１７０３２７Ａ１号（例
えばＩｎｔａｃｔａ　ＲＲ２　ＰＲＯTMダイズに関する段落［００８］を参照）、イベン
トＭＯＮ８７７５１（米国特許出願公開第２０１４／０３７３１９１号明細書）またはイ
ベントＤＡＳ－８１４１９（米国特許第８６３２９７８号明細書ならびに関連出願および
特許）を含む遺伝子組み換え大豆植物が含まれ得る。
【０１４１】
　他の遺伝子組み換えダイズ植物には、イベントＳＹＨＴ０Ｈ２－ＨＰＰＤ耐性（米国特
許出願公開第２０１４／０２０１８６０号明細書ならびに関連出願および特許）、イベン
トＭＯＮ８９７８８－グリホサート耐性（米国特許第７，６３２，９８５号明細書ならび
に関連出願および特許）、イベントＭＯＮ８７７０８－ディカンバ耐性（米国特許出願公
開第２０１１／００６７１３４号明細書ならびに関連出願および特許）、イベントＤＰ－
３５６０４３－５－グリホサートおよびＡＬＳ耐性（米国特許出願公開第２０１０／０１
８４０７９号明細書ならびに関連出願および特許）、イベントＡ２７０４－１２－グルホ
シネート耐性（米国特許出願公開第２００８／０３２０６１６号明細書ならびに関連出願
および特許）、イベントＤＰ－３０５４２３－１－ＡＬＳ耐性（米国特許出願公開第２０
０８／０３１２０８２明細書ならびに関連出願および特許）、イベントＡ５５４７－１２
７－グルホシネート耐性（米国特許出願公開第２００８／０１９６１２７号明細書ならび
に関連出願および特許）、イベントＤＡＳ－４０２７８－９－２，４－ジクロロフェノキ
シ酢酸およびアリールオキシフェノキシプロピオネート耐性（国際公開第２０１１／０２
２４６９号、国際公開第２０１１／０２２４７０号、国際公開第２０１１／０２２４７１
号、ならびに関連出願および特許を参照）、イベント１２７－ＡＬＳ耐性（国際公開第２
０１０／０８０８２９号ならびに関連出願および特許）、イベントＧＴＳ４０－３－２－
グリホサート耐性、イベントＤＡＳ－６８４１６－４－２，４－ジクロロフェノキシ酢酸
およびグルホシネート耐性、イベントＦＧ７２－グリホサートおよびイソキサフルトール
耐性、イベントＢＰＳ－ＣＶ１２７－９－ＡＬＳ耐性およびＧＵ２６２－グルホシネート
耐性、またはイベントＳＹＨＴ０４Ｒ－ＨＰＰＤ耐性が含まれ得る。
【０１４２】
　式（Ｉ）の化合物（化合物Ｘ．０１～Ｘ．２５のいずれか１つを含む）または式（Ｉ）
の化合物を含有する本発明の殺菌性組成物は、植物病原性病害、特にダイズ植物における
植物病原性真菌（ダイズさび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ））など
）の防除または予防に使用することができる。特に、特定のダイズさび病（Ｐｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）に対するある程度の免疫または耐性を付与するＲ遺伝
子スタックが植物ゲノムに遺伝子移入された特定のエリートダイズ植物品種が科学文献か
ら公知である。例えば“Ｆｉｇｈｔｉｎｇ　Ａｓｉａｎ　Ｓｏｙｂｅａｎ　Ｒｕｓｔ”，
Ｌａｎｇｅｎｂａｃｈ　Ｃ，ｅｔ　ａｌ，Ｆｒｏｎｔ　Ｐｌａｎｔ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　７
（７９７）２０１６）を参照のこと。
【０１４３】
　エリート植物はエリート系統のいずれかの植物であり、そのためエリート植物はエリー
ト品種からの代表的な植物である。農家またはダイズ育種家に市販されているエリートダ
イズ品種の非限定的な例としては、ＡＧ００８０２、Ａ０８６８、ＡＧ０９０２、Ａ１９
２３、ＡＧ２４０３、Ａ２８２４、Ａ３７０４、Ａ４３２４、Ａ５４０４、ＡＧ５９０３
、ＡＧ６２０２、ＡＧ０９３４、ＡＧ１４３５、ＡＧ２０３１、ＡＧ２０３５、ＡＧ２４
３３、ＡＧ２７３３、ＡＧ２９３３、ＡＧ３３３４、ＡＧ３８３２、ＡＧ４１３５、ＡＧ
４６３２、ＡＧ４９３４、ＡＧ５８３１、ＡＧ６５３４、およびＡＧ７２３１（Ａｓｇｒ
ｏｗ　Ｓｅｅｄｓ，Ｄｅｓ　Ｍｏｉｎｅｓ，Ｉｏｗａ，ＵＳＡ）、ＢＰＲ０１４４ＲＲ、
ＢＰＲ４０７７ＮＲＲ、およびＢＰＲ４３９０ＮＲＲ（Ｂｉｏ　Ｐｌａｎｔ　Ｒｅｓｅａ
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ｒｃｈ，ＣａｍｐＰｏｉｎｔ，Ｉｌｌ．，ＵＳＡ）、ＤＫＢ１７－５１およびＤＫＢ３７
－５１（ＤｅＫａｌｂ　Ｇｅｎｅｔｉｃｓ，ＤｅＫａｌｂ，Ｉｌｌ．，ＵＳＡ）、ＤＰ４
５４６ＲＲおよびＤＰ７８７０ＲＲ（Ｄｅｌｔａ＆Ｐｉｎｅ　Ｌａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ
，Ｌｕｂｂｏｃｋ，Ｔｅｘ．，ＵＳＡ）、ＪＧ０３Ｒ５０１、ＪＧ３２Ｒ６０６Ｃ　ＡＤ
Ｄ、およびＪＧ５５Ｒ５０３Ｃ（ＪＧＬ　Ｉｎｃ．，Ｇｒｅｅｎｃａｓｔｌｅ，Ｉｎｄ．
，ＵＳＡ）、ＮＫＳ１３－Ｋ２（ＮＫ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｏｆ　Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓ
ｅｅｄｓ，Ｇｏｌｄｅｎ　Ｖａｌｌｅｙ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ，ＵＳＡ）、９０Ｍ０１、
９１Ｍ３０、９２Ｍ３３、９３Ｍ１１、９４Ｍ３０、９５Ｍ３０、９７Ｂ５２、Ｐ００８
Ｔ２２Ｒ２、Ｐ１６Ｔ１７Ｒ２、Ｐ２２Ｔ６９Ｒ、Ｐ２５Ｔ５１Ｒ、Ｐ３４Ｔ０７Ｒ２、
Ｐ３５Ｔ５８Ｒ、Ｐ３９Ｔ６７Ｒ、Ｐ４７Ｔ３６Ｒ、Ｐ４６Ｔ２１Ｒ、およびＰ５６Ｔ０
３Ｒ２（Ｐｉｏｎｅｅｒ　Ｈｉ－Ｂｒｅｄ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｊｏｈｎｓｔ
ｏｎ，Ｉｏｗａ，ＵＳＡ）、ＳＧ４７７１ＮＲＲおよびＳＧ５１６１ＮＲＲ／ＳＴＳ（Ｓ
ｏｙｇｅｎｅｔｉｃｓ，ＬＬＣ，Ｌａｆａｙｅｔｔｅ，Ｉｎｄ．，ＵＳＡ）、Ｓ００－Ｋ
５、Ｓ１１－Ｌ２、Ｓ２８－Ｙ２、Ｓ４３－Ｂ１、Ｓ５３－Ａ１、Ｓ７６－Ｌ９、Ｓ７８
－Ｇ６、Ｓ０００９－Ｍ２、Ｓ００７－Ｙ４、Ｓ０４－Ｄ３、Ｓ１４－Ａ６、Ｓ２０－Ｔ
６、Ｓ２１－Ｍ７、Ｓ２６－Ｐ３、Ｓ２８－Ｎ６、Ｓ３０－Ｖ６、Ｓ３５－Ｃ３、Ｓ３６
－Ｙ６、Ｓ３９－Ｃ４、Ｓ４７－Ｋ５、Ｓ４８－Ｄ９、Ｓ５２－Ｙ２、Ｓ５８－Ｚ４、Ｓ
６７－Ｒ６、Ｓ７３－Ｓ８、およびＳ７８－Ｇ６（Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ，Ｈｅ
ｎｄｅｒｓｏｎ，Ｋｙ．，ＵＳＡ）、Ｒｉｃｈｅｒ（Ｎｏｒｔｈｓｔａｒ　Ｓｅｅｄ　Ｌ
ｔｄ．Ａｌｂｅｒｔａ，ＣＡ）、１４ＲＤ６２（Ｓｔｉｎｅ　Ｓｅｅｄ　Ｃｏ．Ｉａ．，
ＵＳＡ）、またはＡｒｍｏｒ４７４４（Ａｒｍｏｒ　Ｓｅｅｄ，ＬＬＣ，Ａｒ．，ＵＳＡ
）が挙げられる。
【０１４４】
　したがって、更に好ましい実施形態では、式（Ｉ）の化合物（化合物Ｘ．０１～Ｘ．２
５のいずれか１つを含む）、または式（Ｉ）の化合物を含む本発明の殺菌性組成物は、特
定のダイズさび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）に対するある程度の
免疫または耐性を付与するＲ遺伝子スタックが植物ゲノムに移入されているエリートダイ
ズ植物品種において、ダイズさび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）（
以下に概説するその耐殺菌剤性株を含む）を防除するために使用される。前記使用により
、例えば改善された生物学的活性、有利なまたはより広い活性スペクトル（ダイズさび病
（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）の感受性株および耐性株を含む）、安
全性プロファイルの向上、作物耐性の改善、相乗的相互作用または増強特性、作用の開始
の改善またはより長く継続する残存活性、植物病原体（ダイズさび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏ
ｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）の効果的な防除に必要な化合物および組成物の施用回数の
低減および／または施用量の低減などの多くの利点を期待することができ、それにより有
益な耐性管理作業、低減された環境への影響、および低減された作業者への曝露を可能に
することができる。
【０１４５】
　特定の状況下では、式（Ｉ）の化合物を含む本発明の殺菌性組成物は、植物病原性病害
、特にダイズ植物（特に上述した遺伝子組み換えダイズ植物のいずれか）における植物病
原性真菌（ダイズさび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）など）の防除
または予防に使用される場合、有効成分間の相乗的な相互作用を示す場合がある。
【０１４６】
　式（Ｉ）の化合物（化合物Ｘ．０１～Ｘ．２５のいずれか１つを含む）または式（Ｉ）
の化合物を含む本発明の殺菌性組成物は、植物病原性病害、特にダイズ植物における植物
病原性真菌（特にダイズさび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ））の防
除または予防に使用することができる。
【０１４７】
　更に、現在までに、式（Ｉ）の化合物（化合物Ｘ．０１～Ｘ．２５のいずれか１つを含
む）と、ダイズさび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）を防除するため
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【０１４８】
　実際、ダイズさび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）の殺菌剤耐性株
が科学文献に報告されており、以下の殺菌作用モードの分類のうちの少なくともそれぞれ
から１種以上の殺菌剤に耐性を有する株が観察されている：ステロール脱メチル化阻害剤
（ＤＭＩ）、キノン－外部阻害剤（ＱｏＩ）、およびコハク酸脱水素酵素阻害剤（ＳＤＨ
Ｉ）。例えば“Ｓｅｎｓｉｔｉｖｉｔｙ　ｏｆ　Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈ
ｉｚｉ　ｔｏｗａｒｄｓ　ｑｕｉｎｏｎｅ－ｏｕｔｓｉｄｅ－ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｓ　ａ
ｎｄ　ｄｅｍｅｔｈｙｌａｔｉｏｎ－ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｓ，　ａｎｄ　ｃｏｒｒｅｓｐ
ｏｎｄｉｎｇ　ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　ｍｅｃｈａｎｉｓｍｓ．”Ｓｃｈｍｉｔｚ　ＨＫ
　ｅｔ　ａｌ，Ｐｅｓｔ　Ｍａｎａｇ　Ｓｃｉ　（２０１４）７０：３７８－３８８；“
Ｆｉｒｓｔ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ　ｏｆ　ａ　ＳＤＨ　ｖａｒｉａｎｔ　ｗｉｔｈ　ｒｅ
ｄｕｃｅｄ　ＳＤＨＩ　ｓｅｎｓｉｔｉｖｉｔｙ　ｉｎ　Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃ
ｈｙｒｈｉｚｉ”Ｓｉｍｏｅｓ　Ｋ　ｅｔ　ａｌ，Ｊ　Ｐｌａｎｔ　Ｄｉｓ　Ｐｒｏｔ（
２０１８）１２５：２１－２；“Ｃｏｍｐｅｔｉｔｉｖｅ　ｆｉｔｎｅｓｓ　ｏｆ　Ｐｈ
ａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ　ｉｓｏｌａｔｅｓ　ｗｉｔｈ　ｍｕｔａｔｉ
ｏｎｓ　ｉｎ　ｔｈｅ　ＣＹＰ５１　ａｎｄ　ＣＹＴＢ　ｇｅｎｅｓ．”Ｋｌｏｓｏｗｓ
ｋｉ　ＡＣ　ｅｔ　ａｌ，Ｐｈｙｔｏｐａｔｈｏｌｏｇｙ（２０１６）１０６：１２７８
－１２８４；“Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｆ１２９Ｌ　ｍｕｔａｔｉｏｎ　ｉ
ｎ　ｔｈｅ　ｃｙｔｏｃｈｒｏｍｅ　ｂ　ｇｅｎｅ　ｉｎ　Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｈｉｚｉ．”Ｋｌｏｓｏｗｓｋｉ　ＡＣ　ｅｔ　ａｌ，Ｐｅｓｔ　Ｍａｎａｇ　
Ｓｃｉ（２０１６）７２：１２１１－１２１５を参照のこと。
【０１４９】
　したがって、好ましい実施形態では、式（Ｉ）の化合物（化合物Ｘ．０１～Ｘ．２５の
いずれか１つを含む）または式（Ｉ）の化合物を含む本発明の殺菌性組成物は、以下の殺
菌ＭｏＡ分類：ステロール脱メチル化阻害剤（ＤＭＩ）、キノン－外部阻害剤（ＱｏＩ）
、およびコハク酸脱水素酵素阻害剤（ＳＤＨＩ）；のうちのいずれかからの１種以上の殺
菌剤に耐性を有するダイズさび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）の防
除に使用される。
【０１５０】
　本発明の式（Ｉ）の化合物は、水性媒体中に存在する場合、ＣＦ3－オキサジアゾール
モチーフで、対応する共有結合により水和した形態（すなわち、式（Ｉ－Ｉｂ）および式
（Ｉ－ＩＩｂ）の化合物として互変異性型で存在し得る、以下で示す式（Ｉ－Ｉａ）およ
び式（Ｉ－ＩＩａ）の化合物）と可逆平衡で存在する場合があると理解される。この動的
平衡は、式（Ｉ）の化合物の生物活性に重要な場合がある。本発明の式（Ｉ）の化合物に
関するＲ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、およびＲ7の指定は、表Ｘ（上）または表Ｔ１（
下）に記載の化合物Ｘ．０１～Ｘ．２５において表されるＲ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6

、およびＲ7の組み合わせの具体的な開示と同様に、式（Ｉ－Ｉａ）、式（Ｉ－ＩＩａ）
、式（Ｉ－Ｉｂ）、および式（Ｉ－ＩＩｂ）の化合物に一般的に適用される。
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【化５】

【０１５１】
　本発明により使用される式（Ｉ）の化合物は、以下のスキーム１～２９に示される通り
に製造することができ、特段の記載がない限り、各変数の定義は式（Ｉ）の化合物につい
て本明細書で定義される通りである。
【０１５２】
　式（Ｉ）の化合物は、適切な溶媒（例えばジメチルホルムアミド、ジクロロメタン、ま
たはテトラヒドロフラン）中、好ましくは２５℃～１００℃の温度で、任意選択的には塩
基（例えばＮａＨＣＯ3、Ｎａ2ＣＯ3、Ｋ2ＣＯ3、ＮａＯＨ、トリエチルアミン、または
Ｎ，Ｎ－ジイソプロピルエチルアミン）の存在下、あるいは、例えばＢＯＰ－Ｃｌまたは
ＨＡＴＵを使用することによるアミドまたは尿素カップリングに関する文献に記載の条件
下で、式（ＩＩ）の化合物と、式中のＸがハロゲン、エステル［例えばＯＭｅまたはＯＥ
ｔ）］、無水物［例えばＯＣ（Ｈ）Ｏ、またはＯＡｃ］、またはＯＨであり、好ましくは
ハロゲンである式（ＩＩＩ）の化合物とをカップリング変換することにより得ることがで
きる。例えば国際公開第２００３／０２８７２９号、国際公開第２０１３／０９２９４３
号、国際公開第２０１７／０５５４７３号、または国際公開第２０１４／０２５１２８号
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を参照のこと。更に、式中のＺが－Ｒ4を表す式（Ｉ）の化合物は、式（ＩＩ）の化合物
で処理する前に、例えばトリホスゲン、ジホスゲン、ホスゲン、（ＣＯＣｌ）2、または
ＳＯＣｌ2を使用することにより、－ＯＨを塩化物などの改善されたハライド脱離基に変
換するプロセスを介して、式（ＩＩ）の化合物と式中のＸが－ＯＨである式（ＩＩＩ）の
化合物とのカップリング変換によって任意選択的に得ることができる。式（ＩＩＩ）の化
合物は市販されており、あるいは公知の方法を使用して調製される。関連する例としては
、Ｎｅｌｓｏｎ，Ｔ．　Ｄ　ｅｔ　ａｌ　Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔ．（２００
４），４５，８９１７；Ｓｅｎｔｈｉｌ，Ｋ．ｅｔ　ａｌ　Ｐｅｓｔ．Ｒｅｓ．Ｊｏｕｒ
ｎａｌ（２００９），２１，１３３；およびＣｒｉｃｈ，Ｄ．，Ｚｏｕ，Ｙ．Ｊ．Ｏｒｇ
．Ｃｈｅｍ．（２００５），７０，３３０９を参照のこと。この反応はスキーム１に示さ
れている。
【化６】

スキーム１
【０１５３】
　あるいは、式中のＺが－Ｒ4を表す式（Ｉ）の化合物は、適切な溶媒（例えば酢酸エチ
ル、クロロホルム、アセトン、またはトルエン）中で、式（ＩＩ）の化合物を、トリホス
ゲン、ジホスゲン、またはホスゲンと反応させ、続いて適切な溶媒（例えばトルエン、ジ
エチルエーテル、またはテトラヒドロフラン）中、－７８℃～２５℃の温度で、Ｚ－Ｎｕ
がＲ4－金属有機金属試薬（例えば有機マグネシウム、有機亜鉛、または有機リチウム）
を表す式（ＩＶ）の求核試薬と反応させることにより調製することができる。関連する例
については、Ｃｈａｒａｌａｍｂｉｄｅｓ，Ｙ．Ｃ．，Ｍｏｒａｔｔｉ，Ｓ．Ｃ．Ｓｙｎ
ｔｈ．Ｃｏｍｍｕｎ．（２００７），３７，１０３７；Ｓｃｈａｅｆｅｒ，Ｇ．ｅｔ　ａ
ｌ　Ａｎｇｅｗ．Ｃｈｅｍ．，Ｉｎｔ．Ｅｄ．（２０１２）５１，９１７３；Ｌｅｎｇｙ
ｅｌ，Ｉ．ｅｔ　ａｌ　Ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｅｓ（２００７），７３，３４９；ａｎｄ
　Ｂｅｎａｌｉｌ，Ａ．ｅｔ　ａｌ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ（１９９１），９，７８７を参
照のこと。更に、式中のＺが－ＮＲ6Ｒ7を表す式（Ｉ）の化合物は、適切な溶媒（例えば
１，２－ジクロロエタン、アセトニトリル、酢酸エチル、クロロホルム、またはトルエン
）中、式（ＩＩ）の化合物と、トリホスゲン、ジホスゲン、またはホスゲンとを反応させ
、続いて適切な塩基（ピリジン、Ｋ2ＣＯ3、またはトリエチルアミン等）の存在下、Ｚ－
ＮｕがＨＮＲ6Ｒ7を表す式（ＩＶ）の求核試薬を添加することにより調製することができ
る。関連する例については、国際公開第２０１７／０５５４７３号を参照のこと。この反
応はスキーム２に示されている。
【化７】
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スキーム２
【０１５４】
　更に、式（Ｉ）の化合物は、適切な溶媒（例えばトルエン、酢酸エチル、テトラヒドロ
フラン、２－メチルテトラヒドロフラン、またはエタノール）中、０℃～７５℃の温度で
、任意選択的には塩基（例えばピリジンまたは４－ジメチルアミノピリジン）の存在下、
トリフルオロ酢酸、トリフルオロ酢酸エステル、無水トリフルオロ酢酸、またはハロゲン
化トリフルオロアセチル（フッ化トリフルオロアセチル、塩化トリフルオロアセチル、お
よび臭化トリフルオロアセチルを含む）との反応により、式（Ｖ）の化合物から調製する
ことができる。関連する例については、国際公開第２００３／０２８７２９号、国際公開
第２０１７／０５５４７３号、および国際公開第２０１０／０４５２５１号を参照のこと
。この反応はスキーム３に示されている。
【化８】

スキーム３
【０１５５】
　式（Ｖ）の化合物は、メタノールやエタノールなどの適切な溶媒中、０℃～８０℃の温
度で、トリエチルアミンや炭酸カリウムなどの塩基の存在下、ヒドロキシルアミン塩酸塩
またはヒドロキシルアミン水溶液との反応により、式（ＶＩ）の化合物から調製すること
ができる。いくつかの場合では、触媒（例えば８－ヒドロキシキノリン）を使用するとよ
り優れた反応性能が得られる場合がある。関連する例については、Ｋｉｔａｍｕｒａ，Ｓ
．　ｅｔ　ａｌ　Ｃｈｅｍ．Ｐｈａｒｍ．Ｂｕｌｌ．（２００１），４９，２６８、国際
公開第２０１７／０５５４７３号、および国際公開第２０１３／０６６８３８号を参照の
こと。この反応はスキーム４に示されている。

【化９】

スキーム４
【０１５６】
　式（ＶＩ）の化合物は市販されており、あるいは、適切な溶媒（例えばジメチルホルム
アミドまたはＮ－メチルピロリドン）中、８０～１２０℃の高温で、任意選択的には金属
触媒（例えばＰｄまたはＮｉ）またはグリニャール試薬または有機リチウム試薬の存在下
で、適切なシアン化物試薬（アセトンシアノヒドリン、ジメチルマロノニトリル、Ｋ4［
Ｆｅ（ＣＮ）6、Ｚｎ（ＣＮ）2、ＮａＣＮ、またはＣｕＣＮ等）を用いる金属によって促
進される反応により、式中のＹがホルミル、Ｃｌ、Ｂｒ、またはＩである式（ＶＩＩ）の
化合物から調製することができる。関連する例については、Ｒｅｅｖｅｓ，Ｊ．Ｔ．ｅｔ
　ａｌ　Ｊ．Ａｍ．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．，（２０１５），１３７，９４８１－９４８８，
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国特許出願公開第２００７／０１５５７３９号明細書、国際公開第２０１７／０５５４７
３号、および国際公開第２００９／０２２７４６号を参照のこと。
【０１５７】
　あるいは、式（ＶＩ）の化合物は、許容可能な溶媒系（水性アセトニトリル等）中、適
切な温度（例えば０℃～１００℃）で、亜硝酸塩源（例えばＮａＮＯ2または亜硝酸イソ
アミル）、酸（例えば塩酸またはＨＢＦ4）、および銅源（例えばＣｕＣＮ）の存在下、
ラジカル－求核芳香族置換反応を行うことにより、式中のＹがＮＨ2である式（ＶＩＩ）
の化合物から調製することができる。関連する例についてはＷｅｎ，Ｑ．ｅｔａｌ．Ｔｅ
ｔ．Ｌｅｔｔ．（２０１４），５５，１２７１を参照のこと。この反応はスキーム５に示
されている。
【化１０】

スキーム５
【０１５８】
　式中のＺがＲ4を表し、ＹがＣｌ、Ｂｒ、Ｉ、またはＣＮであり、Ｎ－Ｒ3結合が直接結
合した不飽和メチレンセグメント［例えば－ＣＨ2－または－ＣＨ（ＣＨ3）－］を含む式
（ＶＩＩ）の化合物は、適切な溶媒（例えばジメチルホルムアミドまたはＮ－メチルピロ
リドン）中、６０℃～１２０℃の高温で、適切な塩基（例えば水素化ナトリウム）と適切
なハロゲン化アルキルアルキル化試薬（例えばヨウ化メチル、ヨウ化エチル、ヨウ化２，
２，２－トリフルオロエチル、ヨウ化２－メトキシエチル、またはヨウ化イソプロピル）
とを使用する反応によって式（ＶＩＩＩ）の化合物から調製することができる。この反応
はスキーム６に示されている。

【化１１】

スキーム６
【０１５９】
　式（ＩＩ）の化合物は、適切な溶媒（例えばテトラヒドロフランまたはメタノール）中
、２５℃～７５℃の温度で式（ＩＸ）のアミンとの縮合反応を行い、続いて適切な溶媒（
例えばテトラヒドロフランまたはエタノール）中、０℃～２５℃の温度でＮａＢＨ3ＣＮ
などの還元剤を添加することによって、式（Ｘ）のアルデヒド化合物から調製することが
できる。関連する例については、Ｇａｚｚｏｌａ，Ｃ．ａｎｄ　Ｋｅｎｙｏｎ，Ｇ．Ｌ．
Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｌａｂｅｌｌｅｄ　Ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ　ａｎｄ　Ｒａｄｉｏｐ
ｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌｓ，（１９７８），１５，１８１および国際公開第２０１７
／０５５４７３号を参照のこと。この反応はスキーム７に示されている。
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【化１２】

スキーム７
【０１６０】
　あるいは、式（ＩＩ）の化合物は、適切な溶媒（例えばテトラヒドロフラン）中、２５
℃～６０℃の温度で、任意選択的には塩基（例えばトリエチルアミン）の存在下、式（Ｉ
Ｘ）のアミンの反応により、式中のＸがＣｌ、Ｂｒ、Ｉ、またはＯＳＯ2Ｍｅである式（
ＸＩ）の化合物から調製することができる。関連する例については、Ｍｉｙａｗａｋｉ，
Ｋ．ｅｔ　ａｌ　Ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｅｓ（２００１），５４，８８７；国際公開第２
００３／０２８７２９号、国際公開第２０１７／０５５４７３号、および国際公開第２０
１３／０６６８３９号を参照のこと。この反応はスキーム８に示されている。
【化１３】

スキーム８
【０１６１】
　式中のＸがＣｌまたはＢｒである式（ＸＩ）の化合物は、テトラクロロメタンなどの適
切な溶媒中、５５℃～１００℃の温度で、任意選択的には紫外光の存在下で、ハロゲン源
（例えばＮ－ブロモこはく酸イミド（ＮＢＳ）またはＮ－クロロこはく酸イミド（ＮＣＳ
））およびラジカル開始剤（例えば（ＰｈＣＯ2）2またはアゾビスイソブチロニトリル（
ＡＩＢＮ））を用いた反応によって、式（ＸＩＩ）の化合物から調製することができる。
関連する例については、国際公開第２０１７／０５５４７３号；Ｌｉｕ，Ｓ．ｅｔ　ａｌ
　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ（２００１），１４，２０７８；およびＫｏｍｐｅｌｌａ，Ａ．ｅ
ｔ　ａｌ　Ｏｒｇ．Ｐｒｏｃ．Ｒｅｓ．Ｄｅｖ．（２０１２），１６，１７９４を参照の
こと。この反応はスキーム９に示されている。
【化１４】
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スキーム９
【０１６２】
　式中のＹがホルミル、ＮＨ2、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、またはＣＮである式（ＶＩＩ）の化合
物は、適切な溶媒（例えばジメチルホルムアミド、ジクロロメタン、テトラヒドロフラン
、または２－メチルテトラヒドロフラン）中、好ましくは０℃～１００℃の温度で、任意
選択的には塩基（例えばＮａＨＣＯ3、Ｎａ2ＣＯ3、Ｋ2ＣＯ3、ＮａＯＨ、トリエチルア
ミン、またはＮ，Ｎ－ジイソプロピルエチルアミン）の存在下、あるいは例えばＢＯＰ－
ＣｌまたはＨＡＴＵを用いることによるなどのアミドまたは尿素カップリングについての
文献に記載の条件下で、式（ＸＩＩＩ）の化合物と、式中のＸがハロゲン、エステル［例
えばＯＭｅまたはＯＥｔ）］、無水物［例えばＯＣ（Ｈ）ＯまたはＯＡｃ］、またはＯＨ
であり、好ましくはハロゲンである式（ＩＩＩ）の化合物とを用いるカップリング変換に
より得ることができる。更に、式中のＺがＲ4を表す式（ＶＩＩ）の化合物は、式（ＸＩ
ＩＩ）の化合物を用いる処理の前に、例えばトリホスゲン、ジホスゲン、またはホスゲン
、（ＣＯＣｌ）2、またはＳＯＣｌ2を使用することによって－ＯＨを塩化物などの改善さ
れたハライド脱離基へと変換するプロセスを介した、式（ＸＩＩＩ）の化合物および式中
のＸがＯＨである式（ＩＩＩ）の化合物を用いるカップリング変換により任意選択的に得
ることができる。例えば国際公開第２００３／０２８７２９号、国際公開第２０１３／０
９２９４３号、国際公開第２０１７／０５５４７３号、または国際公開第２０１４／０２
５１２８号を参照のこと。式（ＩＩＩ）の化合物は市販されており、あるいは公知の方法
を使用して調製される。関連する例については、Ｎｅｌｓｏｎ，Ｔ．Ｄ　ｅｔ　ａｌ　Ｔ
ｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔ．（２００４），４５，８９１７；Ｓｅｎｔｈｉｌ，Ｋ
．ｅｔ　ａｌ　Ｐｅｓｔ．Ｒｅｓ．Ｊｏｕｒｎａｌ（２００９），２１，１３３；および
Ｃｒｉｃｈ，Ｄ．，Ｚｏｕ，Ｙ．Ｊ．Ｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．（２００５），７０，３３０９
を参照のこと。この反応はスキーム１０に示されている。
【化１５】

スキーム１０
【０１６３】
　あるいは、式中のＹがＮＨ2、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、またはＣＮであり、Ｚが－Ｒ4を表す式
（ＶＩＩ）の化合物は、適切な溶媒（例えば酢酸エチル、アセトン、クロロホルム、また
はトルエン）中で式（ＸＩＩＩ）の化合物とトリホスゲン、ジホスゲン、またはホスゲン
とを反応させた後、適切な溶媒（例えばトルエン、ジエチルエーテル、またはテトラヒド
ロフラン）中、－７８℃～２５℃の温度で、Ｚ－ＮｕがＲ4－金属有機金属試薬（例えば
有機マグネシウム、有機亜鉛、または有機リチウム）を表す式（ＩＶ）の求核試薬と反応
させることにより調製することができる。関連する例については、Ｃｈａｒａｌａｍｂｉ
ｄｅｓ，Ｙ．Ｃ．，Ｍｏｒａｔｔｉ，Ｓ．Ｃ．Ｓｙｎｔｈ．Ｃｏｍｍｕｎ．（２００７）
，３７，１０３７；Ｓｃｈａｅｆｅｒ，Ｇ．　ｅｔ　ａｌ　Ａｎｇｅｗ．Ｃｈｅｍ．，Ｉ
ｎｔ．Ｅｄ．（２０１２）５１，９１７３；Ｌｅｎｇｙｅｌ，Ｉ．ｅｔ　ａｌ　Ｈｅｔｅ
ｒｏｃｙｃｌｅｓ（２００７），７３，３４９；およびＢｅｎａｌｉｌ，Ａ　ｅｔ　ａｌ
　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ（１９９１），９，７８７を参照のこと。この反応はスキーム１１
に示されている。
【０１６４】
　更に、式中のＺが－ＮＲ6Ｒ7を表す式（ＶＩＩ）の化合物は、適切な溶媒（例えば１，
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２－ジクロロエタン、水、アセトニトリル、酢酸エチル、クロロホルム、またはトルエン
）中で式（ＸＩＩＩ）の化合物とトリホスゲン、ジホスゲン、またはホスゲンとを反応さ
せた後、適切な塩基（ピリジン、Ｋ2ＣＯ3、またはトリエチルアミン等）の存在下で、式
中のＺ－ＮｕがＨＮＲ6Ｒ7を表す式（ＩＶ）の適切な求核試薬を添加することにより調製
することができる。この反応はスキーム１１に示されている。
【化１６】

スキーム１１
【０１６５】
　式中のＹがホルミル、ＮＨ2、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、またはＣＮである式（ＸＩＩＩ）の化
合物は、適切な溶媒（例えばジメチルホルムアミド、Ｎ－メチルピロリジン、またはアセ
トニトリル）中、０℃～１００℃の温度で、適切な塩基（例えばＮａＨＣＯ3、Ｎａ2ＣＯ

3、Ｋ2ＣＯ3、またはＮａＨ）の存在下、式（ＩＸ）のアミンの反応により、式中のＸが
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、またはＯＳＯ2Ｍｅである式（ＸＩＶ）の化合物から調製することがで
きる。いくつかの場合では、触媒（例えばＢｕ4ＮＨＳＯ4、Ｂｕ4ＮＢｒ、Ｂｕ4ＮＩ、Ｎ
ａＩ、または４－ジメチルアミノピリジンなど）を使用するか、任意選択的にマイクロ波
を照射すると、改善された反応性能が得られる場合がある。関連する例については、Ｍｉ
ｙａｗａｋｉ，Ｋ．ｅｔ　ａｌ　Ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｅｓ（２００１），５４，８８７
を参照のこと。この反応はスキーム１２に示されている。
【化１７】

スキーム１２
【０１６６】
　式中のＹがホルミル、ＮＨ2、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、またはＣＮであり、ＸがＣｌまたはＢ
ｒである式（ＸＩＶ）の化合物は、市販されており、あるいはテトラクロロメタンなどの
適切な溶媒中、５５℃～１００℃の温度で、任意選択的には紫外光の存在下で、ハロゲン
源［例えばＮ－ブロモこはく酸イミド（ＮＢＳ）またはＮ－クロロこはく酸イミド（ＮＣ
Ｓ）］およびラジカル開始剤（（ＰｈＣＯ2）2またはアゾビスイソブチロニトリル（ＡＩ
ＢＮ）等）を用いて反応させることにより、式（ＸＶ）の化合物から調製することができ
る。関連する例については、Ｌｉｕ，Ｓ．ｅｔ　ａｌ　Ｓｙｎｔｈｅｉｓ（２００１），
１４，２０７８およびＫｏｍｐｅｌｌａ，Ａ．ｅｔ　ａｌ　Ｏｒｇ．Ｐｒｏｃ．Ｒｅｓ．
Ｄｅｖ．（２０１２），１６，１７９４を参照のこと。この反応はスキーム１３に示され
ている。
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【化１８】

スキーム１３
【０１６７】
　あるいは、式中のＸがＣｌ、Ｂｒ、Ｉ、またはＯＳＯ2Ｍｅであり、Ｙがホルミル、Ｎ
Ｈ2、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、または（５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキ
サジアゾール）である式（ＸＩＶ）の化合物は、市販されており、あるいは塩基（例えば
トリエチルアミン）の存在下、０℃～１００℃の温度で、適切な溶媒（例えばジクロロメ
タン）中、トリフェニルホスフィンの存在下での酸源（例えば塩酸、臭化水素酸、または
ヨウ化水素酸）またはハロゲン源（例えばテトラブロモメタン、テトラクロロメタン、ま
たはヨウ素）との反応により、あるいはメタンスルホニルクロリド（ＣｌＳＯ2Ｍｅ）と
の反応により、式（ＸＶＩ）の化合物から調製することができる。関連する例については
、Ｌｉｕ，Ｈ．ｅｔ　ａｌ　Ｂｉｏｏｒｇ．Ｍｅｄ．Ｃｈｅｍ．（２００８），１６，１
００１３、国際公開第２０１４／０２０３５０号、およびＫｏｍｐｅｌｌａ，Ａ．ｅｔ　
ａｌ　Ｂｉｏｏｒｇ．Ｍｅｄ．Ｃｈｅｍ．Ｌｅｔｔ．（２００１），１，３１６１を参照
のこと。式（ＸＶＩ）の化合物は市販されている。この反応はスキーム１４に示されてい
る。
【化１９】

スキーム１４
【０１６８】
　更に、式中のＹがホルミル、ＮＨ2、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、またはＣＮである式（ＶＩＩ）
の化合物は、適切な溶媒（例えばジメチルアセトアミド、テトラヒドロフラン、２－メチ
ルテトラヒドロフラン、アセトン、またはアセトニトリル）中、０℃～９０℃の温度で、
塩基（例えばトリエチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジイソプロピルエチルアミン、Ｋ2ＣＯ3、Ｎａ
ＨＣＯ3、またはＮａ2ＣＯ3）の存在下で、式（ＸＶＩＩ）のアミドまたは尿素との反応
により、式中のＸが適切な脱離基（例えばＣｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、またはＯＳＯ2Ｍｅ）
である式（ＸＩＶ）の化合物から調製することができる。いくつかの場合では、触媒（例
えばＢｕ4ＮＨＳＯ4、Ｂｕ4ＮＢｒ、Ｂｕ4ＮＩ、ＮａＩ、または４－ジメチルアミノピリ
ジンなど）を使用するか、任意選択的にマイクロ波を照射すると、より優れた反応性能が
得られる場合がある。関連する例については、Ｍｉｙａｗａｋｉ，Ｋ．ｅｔ　ａｌ　Ｈｅ
ｔｅｒｏｃｙｃｌｅｓ（２００１），５４，８８７、国際公開第２００３／０２８７２９
号、および国際公開第２０１３／０６６８３９号を参照のこと。この反応はスキーム１５
に示されている。
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【化２０】

スキーム１５
【０１６９】
　式中のＺが－ＮＲ6Ｒ7を表す式（ＸＶＩＩ）の化合物は、任意選択的には適切な溶媒（
例えば水、アセトニトリル、酢酸エチル、テトラヒドロフラン、クロロホルム、またはト
ルエン）中で、トリホスゲン、ジホスゲン、またはホスゲンと反応させた後、塩基（例え
ばピリジン、トリエチルアミン、Ｋ2ＣＯ3、ＮａＨＣＯ3、またはＮａ2ＣＯ3）の存在下
、０℃～２５℃の温度で、Ｚ－ＮｕがＨＮＲ6Ｒ7を表す式（ＩＶ）の求核試薬を添加する
ことにより、式（ＩＸ）のアミン化合物から調製することができる。この反応はスキーム
１６に示されている。
【化２１】

スキーム１６
【０１７０】
　あるいは、式（ＸＶＩＩ）の化合物は、適切な溶媒（例えばジメチルホルムアミド、ア
セトニトリル、ジクロロメタン、またはテトラヒドロフラン）中、好ましくは２５℃～１
００℃の温度で、任意選択的には塩基（例えばＫ2ＣＯ3、トリエチルアミン、またはＮ，
Ｎ－ジイソプロピルエチルアミン）の存在下、あるいは例えばＢＯＰ－ＣｌまたはＨＡＴ
Ｕを用いることによるなどのアミドまたは尿素カップリングについての文献に記載の条件
下で、式（ＩＸ）のアミン化合物と、式中のＸがハロゲン、エステル［例えばＯＭｅまた
はＯＥｔ）］、無水物［例えばＯＣ（Ｈ）Ｏ、またはＯＡｃ］、またはＯＨであり、好ま
しくはハロゲンである式（ＩＩＩ）の化合物とを用いたカップリング変換により得ること
ができる。例えば国際公開第２００３／０２８７２９号を参照のこと。この反応はスキー
ム１７に示されている。
【０１７１】
　更に、式中のＺがＲ4を表す式（ＸＶＩＩ）の化合物は、式（ＩＸ）の化合物で処理す
る前に、例えばトリホスゲン、ジホスゲン、ホスゲン、（ＣＯＣｌ）2、またはＳＯＣｌ2

を使用することにより、－ＯＨを塩化物などの改善されたハライド脱離基に変換するプロ
セスを介して、式（ＩＸ）の化合物と式中のＸが－ＯＨである式（ＩＩＩ）の化合物との
カップリング変換によって任意選択的に得ることができる。式（ＩＩＩ）の化合物は市販
されており、あるいは公知の方法を使用して調製される。関連する例としては、Ｎｅｌｓ
ｏｎ，Ｔ．Ｄ　ｅｔ　ａｌ　Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔ．（２００４），４５，
８９１７；Ｓｅｎｔｈｉｌ，Ｋ．ｅｔ　ａｌ　Ｐｅｓｔ．Ｒｅｓ．Ｊｏｕｒｎａｌ（２０
０９），２１，１３３；およびＣｒｉｃｈ，Ｄ．，Ｚｏｕ，Ｙ．Ｊ．Ｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．
（２００５），７０，３３０９を参照のこと。この反応はスキーム１７に示されている。
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【化２２】

スキーム１７
【０１７２】
　更に、式（Ｉ）の化合物は、適切な溶媒（例えばジメチルアセトアミド、テトラヒドロ
フラン、２－メチルテトラヒドロフラン、アセトン、トルエン、またはアセトニトリル）
中、０℃～９０℃の温度で、任意選択的には塩基（例えばトリエチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
イソプロピルエチルアミン、Ｋ2ＣＯ3、ＮａＨＣＯ3、またはＮａ2ＣＯ3）の存在下で、
式（ＸＶＩＩ）のアミドまたは尿素との反応により、式中のＸが適切な脱離基（例えばＣ
ｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、またはＯＳＯ2Ｍｅ）である式（ＸＩ）の化合物から調製すること
ができる。いくつかの場合では、触媒（例えばＢｕ4ＮＨＳＯ4、Ｂｕ4ＮＢｒ、Ｂｕ4ＮＩ
、ＮａＩ、または４－ジメチルアミノピリジンなど）を使用するか、任意選択的にマイク
ロ波を照射すると、より優れた反応性能が得られる場合がある。関連する例については、
Ｍｉｙａｗａｋｉ，Ｋ．ｅｔ　ａｌ　Ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｅｓ（２００１），５４，８
８７、国際公開第２００３／０２８７２９号、および国際公開第２０１３／０６６８３９
号を参照のこと。この反応はスキーム１８に示されている。

【化２３】

スキーム１８
【０１７３】
　式中のＹがＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、または５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イルである式（ＸＩＩＩ）の化合物は、適切な溶媒（例えばテト
ラヒドロフランまたはジエチルエーテル）中、－７８℃～２５℃の温度で、適切な有機金
属種（例えばｉ－ＰｒＭｇＣｌ・ＬｉＣｌ、ＥｔＺｎＣｌ、またはｎ－ＢｕＬｉ）を導入
することにより、適切な酸（例えばＢＦ3・ＯＥｔ2）の存在下で、式中のＸがＣｌ、Ｂｒ
、またはＩである式（ＸＩＸ）の化合物と式（ＸＶＩＩＩ）のイミンとから調製すること
ができる。関連する例については、Ｔｅｔ．Ｌｅｔｔ．（１９８６），２７，１５４９；
Ｋｏｓｔｙａｎｏｖｓｋｙ，Ｒ．Ｇ．ｅｔ　ａｌ　Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ（１９８１）
，３７，４２４５を参照のこと。この反応はスキーム１９に示されている。
【０１７４】
　あるいは、式中のＹがホルミル、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、または５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イルである式（ＸＩＩＩ）の化合物は、水
性メタノールなどの適切な溶媒中でのラジカル付加により、式中のＸがＮＨ2である式（
ＸＩＸ）の化合物と式（ＸＶＩＩＩ）のイミンとから調製することができる。関連する例
については、Ｈａｒｔ，Ｄ．Ｊ．，Ｓｅｅｌｙ，Ｆ．Ｌ．Ｊ．Ａｍ．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．
（１９８８），１１０，１６３１；Ｍｉｙａｂｅ，Ｈ．Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ（１９９
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８），５４，１１４３１；Ｈｉｄｅｔｏ，Ｍ．Ｊ．Ｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．（２０００），６
５，５０４３を参照のこと。この反応はスキーム１９に示されている。
【化２４】

スキーム１９
【０１７５】
　更に、式中のＹがホルミル、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、または５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イルである式（ＶＩＩ）の化合物は、適切
な溶媒（例えばアセトニトリル）中、２５℃～７５℃の温度で、電子受容体触媒（例えば
９，１０－ジシアノアントラセン）の存在下で、発光ダイオード（ＬＥＤ）可視光源を使
用した光レドックスアミノ化反応による式（ＸＶＩＩ）のアミドまたは尿素との反応によ
り、式中のＸがメチルである式（ＸＩＸ）の化合物から調製することができる。関連する
例については、Ｐａｎｄｅｙ，Ｇ．，Ｌａｈａ，Ｒ．Ａｎｇｅｗ．Ｃｈｅｍ．Ｉｎｔ．Ｅ
ｄ．（２０１５），５４，１４８７５を参照のこと。この反応はスキーム２０に示されて
いる。

【化２５】

スキーム２０
【０１７６】
　式中のＹがＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、または５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イルである式（ＸＩＩＩ）の化合物は、適切な溶媒（例えばエタ
ノール、アセトニトリル、テトラヒドロフラン、またはジエチルエーテル）中、－３５℃
～２５℃の温度で、適切な有機金属種（例えばｉ－ＰｒＭｇＣｌ・ＬｉＣｌ、ＥｔＺｎＣ
ｌ、またはｎ－ＢｕＬｉ）を導入し、引き続き適切な溶媒（例えばテトラヒドロフランま
たはエタノール）中、０℃～２５℃の温度で、ＮａＢＨ3ＣＮなどの適切な還元剤を添加
することにより、式中のＸがＣｌ、Ｂｒ、またはＩである式（ＸＩＸ）の化合物、式（Ｘ
Ｘ）のホルムアミド、および活性化剤（例えばＰＯＣｌ3、ＰＣｌ3、ＣＯＣｌ2、ＰｈＳ
Ｏ2Ｃｌ、Ｍｅ2ＮＳＯ2Ｃｌ、（ＣＦ3ＣＯ）2Ｏ、または（ＭｅＯ）2ＳＯ2）から調製す
ることができる。この反応はスキーム２１に示されている。
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【化２６】

スキーム２１
【０１７７】
　更に、Ｙがホルミル、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、または５－（トリフルオロメチル）
－１，２，４－オキサジアゾール－３－イルである式（ＶＩＩ）の化合物は、酸（例えば
塩酸、ＡｌＣｌ3、またはＢＦ3・ＯＥｔ2）の存在下、２５℃～７５℃の温度で、適切な
溶媒（例えばテトラヒドロフランまたはエタノール）中、式中のＷが脱離基（例えばＣｌ
、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、またはＯＳＯ2Ｍｅ）である式（ＸＸＩ）アミドまたは尿素を用いた
反応により、式中のＸがハロゲンである式（ＸＩＸ）の化合物から調製することができる
。関連する例については、Ｂｏｈｍｅ，Ｈ．ｅｔ　ａｌ　Ｃｈｅｍ．Ｂｅｒ．（１９６１
），９４，１８７９；Ａｒｕｒｉ，Ｈ．ｅｔ　ａｌ　Ｊ．Ｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．（２０１７
），８２，１０００を参照のこと。この反応はスキーム２２に示されている。
【０１７８】
　あるいは、式中のＹがＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、または５－（トリフルオロメチル）
－１，２，４－オキサジアゾール－３－イルである式（ＶＩＩ）の化合物は、適切な溶媒
（例えばトルエン）中、触媒錯体（例えばＰｄ（ＯＡｃ）2－ＸＰｈｏｓ）の存在下、２
５℃～７５℃の温度で、式中のＷが脱離基（例えばＯＳＯ2Ｍｅ、Ｃｌ、またはＢｒ）で
ある式（ＸＸＩ）のアミドまたは尿素との反応を介して、式中のＸが有機ホウ素、有機亜
鉛、有機マグネシウム、または有機リチウム種（例えばＢ（ＯＨ）2、ＺｎＣｌ、ＭｇＣ
ｌ、またはＬｉＣｌ）を表す式（ＸＩＸ）の化合物から調製することができる。関連する
例については、Ｉｗａｉ，Ｔ．ｅｔ　ａｌ　Ａｄｖ．Ｓｙｎｔｈ．＆Ｃａｔａｌ．（２０
１４），３５６，１５６３を参照のこと。式（ＸＸＩ）の化合物は市販されており、ある
いは公知の方法を使用して調製される。関連する例については、国際公開第２００３／０
１８５５２号を参照のこと。この反応はスキーム２２に示されている。
【化２７】

スキーム２２
【０１７９】
　更に、式中のＹがＣｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、または５－（トリフルオロメチル）－１，２
，４－オキサジアゾール－３－イルである式（ＶＩＩ）の化合物は、触媒錯体（例えばＰ
ｄ（ＯＡｃ）2－ＸＰｈｏｓ）の存在下、２５℃～７５℃の温度で、適切な溶媒（例えば
トルエン）中、式中のＷが有機金属基［例えばＢ（ＯＨ）2、ＢＦ3Ｋ、Ｂ（Ｃ1-3アルコ
キシ）2、ボロン酸ピナコールエステル］である式（ＸＸＩ）のアミドまたは尿素との反
応により、式中のＸがＣｌ、Ｂｒ、またはＩである式（ＸＩＸ）の化合物から調製するこ
とができる。関連する例については、Ｉｗａｉ，Ｔ．ｅｔ　ａｌ　Ａｄｖ．Ｓｙｎｔｈ．
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＆Ｃａｔａｌ．（２０１４），３５６，１５６３；Ｋａｗａｍｏｒｉｔａ，Ｓ．ｅｔ　ａ
ｌ　Ｊ．Ａｍ．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．（２０１２），１３４，１２９２４を参照のこと。式
（ＸＸＩ）の化合物は市販されており、あるいは公知の条件を使用して調製される。この
反応はスキーム２３に示されている。
【化２８】

スキーム２３
【０１８０】
　更に、ＹがＣｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、または５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イルである式（ＶＩＩ）の化合物は、塩基（例えばカリウムｔｅ
ｒｔ－ブトキシド、水素化ナトリウム、またはリチウムジイソプロピルアミン）の存在下
、－７８℃～２５℃の温度で、適切な溶媒（例えばアセトニトリル、ＤＭＳＯ、またはＤ
ＭＦ）中でカップリングした後、酸水溶液（例えば塩酸）の存在下で高温（例えば１２０
℃）で加熱することにより、式中のＷがＣＯ2Ｈ、ＣＯ2ＣＨ3、またはＣＯ2Ｃ2Ｈ5である
式（ＸＸＩ）のアミドまたは尿素との反応によって、式中のＸがハロゲンである式（ＸＩ
Ｘ）の化合物から調製することができる。関連する例については、国際公開第２０１２／
０３９７１７号またはＬａｕｆｅｒ，Ｒ．ｅｔ　ａｌ　Ｂｉｏｏｒｇ．＆Ｍｅｄ．Ｃｈｅ
ｍ．（２０１４），２２，４９６８を参照のこと。更に、式中のＹがＣｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｃ
Ｎ、または５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イルであ
る式（ＶＩＩ）の化合物は、青色発光ダイオード（ＬＥＤ）の存在下、２５～７５℃の温
度で、適切な触媒系（例えばＲｕ（ｂｐｙ）3Ｃｌ2およびＮｉＣｌ2）を使用する光レド
ックス触媒により、ＸがハロゲンまたはＣＮである式（ＸＩＸ）の化合物から調製するこ
とができる。任意選択的にはフローリアクタープロセスを介して性能を向上させることが
できる。関連する例については、Ｓｈａｗ，Ｍ．Ｈ．ｅｔ　ａｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅ（２０
１６），３５２，１３０４　ａｎｄ　Ｐｒｉｅｒ，Ｃ．Ｋ．Ｃｈｅｍ．Ｓｃｉ．（２０１
４），５，４１７３を参照のこと。この反応はスキーム２４に示されている。

【化２９】

スキーム２４
【０１８１】
　式（ＸＸＩＩ）の化合物は市販されており、あるいは任意選択的には金属触媒（例えば
ＰｄまたはＮｉ）、有機マグネシウム、または有機リチウム試薬の存在下、８０℃～１２
０℃の高温で、適切な溶媒（例えばジメチルホルムアミドまたはＮ－メチルピロリドン）
中、シアン化物試薬（アセトンシアノヒドリン、ジメチルマロノニトリル、Ｋ4［Ｆｅ（
ＣＮ）6］、Ｚｎ（ＣＮ）2、ＮａＣＮ、またはＣｕＣＮ等）を用いた金属により促進され
る反応により、式中のＹがホルミル、Ｃｌ、Ｂｒ、またはＩである式（ＸＩＩＩ）の化合
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物から調製することができる。関連する例については、Ｒｅｅｖｅｓ，Ｊ．Ｔ．ｅｔ　ａ
ｌ　Ｊ．Ａｍ．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．（２０１５），１３７，９４８１；Ｕｓｈｉｊｉｍａ
，Ｓ．，Ｔｏｇｏ，Ｈ．Ｓｙｎｌｅｔｔ，（２０１０），１０６７；米国特許出願公開第
２００７／０１５５７３９号明細書、国際公開第２０１７／０５５４７３号、および国際
公開第２００９／０２２７４６号を参照のこと。この反応はスキーム２５に示されている
。
【０１８２】
　あるいは、式（ＸＸＩＩ）の化合物は、アセトニトリル水溶液などの許容可能な溶媒中
、０℃～１００℃の温度で、亜硝酸塩源（例えばＮａＮＯ2または亜硝酸イソアミル）、
酸（例えば塩酸またはＨＢＦ4）、および銅源（例えばＣｕＣＮ）を使用して、ラジカル
－求核芳香族置換反応により、式中のＹがＮＨ2である式（ＸＩＩＩ）の化合物から調製
することができる。関連する例についてはＷｅｎ，Ｑ．ｅｔ　ａｌ　Ｔｅｔ．Ｌｅｔｔ．
（２０１４），５５，１２７１を参照のこと。この反応はスキーム２５に示されている。
【化３０】

スキーム２５
【０１８３】
　式中のＴがＣＨ3、ＣＨ2ＯＨ、ＮＨ2、ＣＮ、Ｃｌ、Ｂｒ、またはＩである式（ＸＸＩ
ＩＩ）の化合物は、適切な溶媒（例えばトルエン、酢酸エチル、テトラヒドロフラン、２
－メチルテトラヒドロフラン、またはエタノール）中、０℃～７５℃の温度で、任意選択
的には塩基（例えばピリジンまたは４－ジメチルアミノピリジン）の存在下で、トリフル
オロ酢酸、トリフルオロ酢酸エステル、無水トリフルオロ酢酸、またはハロゲン化トリフ
ルオロアセチル（フッ化トリフルオロアセチル、塩化トリフルオロアセチル、および臭化
トリフルオロアセチルを含む）との反応により、式（ＸＸＩＶ）の化合物から調製するこ
とができる。関連する例については、国際公開第２００３／０２８７２９号、国際公開第
２０１７／０５５４７３号、および国際公開第２０１０／０４５２５１号を参照のこと。
この反応はスキーム２６に示されている。
【化３１】

スキーム２６
【０１８４】
　式中のＴがＣＨ3、ＣＨ2ＯＨ、ＮＨ2、Ｃｌ、Ｂｒ、またはＩである式（ＸＸＩＶ）の
化合物は、メタノールまたはエタノールなどの適切な溶媒中、０℃～８０℃の温度で、任
意選択的にはトリエチルアミンや炭酸カリウムなどの塩基の存在下、ヒドロキシルアミン
塩酸塩またはヒドロキシルアミン水溶液との反応により、式（ＸＸＶ）の化合物から調製
することができる。関連する例については、Ｋｉｔａｍｕｒａ，Ｓ．　ｅｔ　ａｌ　Ｃｈ
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０６６８３８号を参照のこと。いくつかの場合では、触媒（例えば８－ヒドロキシキノリ
ン）を使用するとより優れた反応性能が得られる場合がある。式（ＸＸＶ）の化合物は公
知の方法により調製され、あるいは市販されている。関連する例については、Ｋｉｔａｍ
ｕｒａ，Ｓ．　ｅｔ　ａｌ　Ｃｈｅｍ．Ｐｈａｒｍ．Ｂｕｌｌ．（２００１），４９，２
６８；国際公開第２０１７／０５５４７３号、および国際公開第２０１３／０６６８３８
号を参照のこと。この反応はスキーム２７に示されている。
【化３２】

スキーム２７
【０１８５】
　式中のＹがＣＮ、Ｃｌ、Ｂｒ、またはＩである式（ＸＩＩＩ）の化合物は、適切な溶媒
（例えばテトラヒドロフランまたはメタノール）中、２５℃～７５℃の温度で式（ＸＸＶ
Ｉ）のアミンとの縮合反応を行い、引き続き適切な溶媒（例えばテトラヒドロフランまた
はエタノール）中、０℃～２５℃の温度でＮａＢＨ3ＣＮなどの還元剤を添加することに
よって、式（ＸＸＶＩＩ）のアルデヒド化合物から調製することができる。関連する例に
ついては、Ｇａｚｚｏｌａ，Ｃ．ａｎｄ　Ｋｅｎｙｏｎ，Ｇ．Ｌ．Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ
　Ｌａｂｅｌｌｅｄ　Ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ　ａｎｄ　Ｒａｄｉｏｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉ
ｃａｌｓ，（１９７８），１５，１８１および国際公開第２０１７／０５５４７３号を参
照のこと。この反応はスキーム２８に示されている。
【化３３】

スキーム２８
【０１８６】
　式中のＹがＣＮ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、または５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イルである式（ＶＩＩ）の化合物は、適切な溶媒（例えばＮＭＰ
、ＤＭＦ、およびＨ2Ｏ）中、高温（例えば１５０℃）で、亜鉛錯体（例えばＺｎ（ＯＡ
ｃ）2・Ｈ2Ｏ）の存在下、式（ＸＶＩＩ）のアミドまたは尿素との縮合反応により、式（
ＸＸＶＩＩ）のアルデヒド化合物から調製することができる。関連する例については、Ｙ
ａｎｇ，Ｌｕｏ　ｅｔ　ａｌ　Ａｄｖ．Ｓｙｎｔｈ．＆Ｃａｔａｌ．（２０１８），３６
０，４８５；Ｂａｒｂａ，Ｆ．ｅｔ　ａｌ　Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ．Ｌｅｔｔ．（２０
１３），５４，１８３５；Ｗａｎｇ，Ｊ．ｅｔ　ａｌ　Ｃｈｅｍ．Ｃｏｍｍｕｎ．（２０
１４），５０，４７３６を参照のこと。この反応はスキーム２９に示されている。
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【化３４】

スキーム２９
【０１８７】
　上に開示した全ての実施形態およびその好ましい実施例を含む本発明の組成物は、更な
る殺菌・殺カビ剤、殺虫剤、抗線虫剤、殺菌剤、ダニ駆除剤、植物成長調整剤、不妊化剤
、情報化学物質、防虫剤、誘引剤、フェロモン、摂食刺激物質、または他の生物活性な化
合物などの１種以上の追加的な農薬と混合されることで、更に広いスペクトラムの農業上
の保護を与える多成分農薬を形成することもできる。
【０１８８】
　本発明の組成物と共に配合することができるそのような農業保護剤の例は次のものであ
る：
　エトリジアゾール、フルアジナム、ベナラキシル、ベナラキシル－Ｍ（キララキシル）
、フララキシル、メタラキシル、メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）、ドジシン、Ｎ’
－（２，５－ジメチル－４－フェノキシ－フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルム
アミジン、Ｎ’－［４－（４，５－ジクロロ－チアゾール－２－イルオキシ）－２，５－
ジメチル－フェニル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン、Ｎ’－［４－［［３
－［（４－クロロフェニル）メチル］－１，２，４－チアジアゾール－５－イル］オキシ
］－２，５－ジメチル－フェニル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン、エチリ
モール、３’－クロロ－２－メトキシ－Ｎ－［（３ＲＳ）－テトラヒドロ－２－オキソフ
ラン－３－イル］アセト－２’，６’－キシリジド（クロジラコン）、シプロジニル、メ
パニピリム、ピリメタニル、ジチアノン、アウレオフンギン、ブラストサイジン－Ｓ、ビ
フェニル、クロロネブ、ジクロラン、ベンゾビンジフルピル、ピジフルメトフェン、ヘキ
サクロロベンゼン、キントゼン、テクナゼン、（ＴＣＮＢ）、トルクロホス－メチル、メ
トラフェノン、２，６－ジクロロ－Ｎ－（４－トリフルオロメチルベンジル）－ベンズア
ミド、フルオピコリド（フルピコリド）、チオキシミド、フルスルファミド、ベノミル、
カルベンダジム、カルベンダジムクロルヒドレート、クロルフェナゾール、フベリダゾー
ル、チアベンダゾール、チオファネート－メチル、ベンチアバリカルブ、クロベンチアゾ
ン、プロベナゾール、アシベンゾラル、ベトキサジン、ピリオフェノン（ＩＫＦ－３０９
）、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、ピリベンカルブ（ＫＩＦ－７７６７）、ブチルアミン
、３－ヨード－２－プロピニルｎ－ブチルカルバメート（ＩＰＢＣ）、ヨードカルブ（イ
ソプロパニルブチルカルバメート）、イソプロパニルブチルカルバメート（ヨードカルブ
）、ピカルブトラゾクス、ポリカルバメート、プロパモカルブ、トルプロカルブ、３－（
ジフルオロメチル）－Ｎ－（７－フルオロ－１，１，３，３－テトラメチル－インダン－
４－イル）－１－メチル－ピラゾール－４－カルボキサミドジクロシメット、Ｎ－［（５
－クロロ－２－イソプロピル－フェニル）メチル］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフル
オロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－ピラゾール－４－カルボキサミド Ｎ－シク
ロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－［（２－イソプロピルフェ
ニル）メチル］－１－メチル－ピラゾール－４－カルボキサミドカルプロパミド、クロロ
タロニル、フルモルフ、オキシン－銅、シモキサニル、フェナマクリル、シアゾファミド
、フルチアニル、チシオフェン、クロゾリネート、イプロジオン、プロシミドン、ビンク
ロゾリン、ブピリメート、ジノクトン、ジノペントン、ジノブトン、ジノカップ、メプチ
ルジノカップ、ジフェニルアミン、ホスダイフェン、２，６－ジメチル－［１，４］ジチ
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イノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトラ
オン、アジチラム、エテム、フェルバム、マンコゼブ、マネブ、メタム、メチラム（ポリ
ラム）、メチラム－亜鉛、ナバム、プロピネブ、チラム、ベパム（メタムナトリウム）、
ジネブ、ジラム、ジチオエーテル、イソプロチオラン、エタボキサム、フォセチル（ｆｏ
ｓｅｔｙｌ）、ホセチル（ｐｈｏｓｅｔｙｌ）－Ａｌ（フォセチル（ｆｏｓｅｔｙｌ）－
ａｌ）、臭化メチル、ヨウ化メチル、メチルイソチオシアネート、シクラフラミド、フェ
ンフラム、バリダマイシン、ストレプトマイシン、（２ＲＳ）－２－ブロモ－２－（ブロ
モメチル）グルタロニトリル（ブロモタロニル）、ドジン、ドグアジン、グアザチン、イ
ミノクタジン、イミノクタジン三酢酸塩、２，４－Ｄ、２，４－ＤＢ、カスガマイシン、
ジメチリモール、フェンヘキサミド、ヒメキサゾール、ヒドロキシイソオキサゾールイマ
ザリル、イマザリル硫酸塩、オキシポコナゾール、ペフラゾエート、プロクロラズ、トリ
フルミゾール、フェナミドン、Ｂｏｒｄｅａｕｘ混合物、多硫化カルシウム、酢酸銅、炭
酸銅、水酸化銅、ナフテン酸銅、オレイン酸銅、オキシ塩化銅、銅オキシキノレート、ケ
イ酸銅、
硫酸銅、トール酸銅、酸化第一銅、硫黄、カルバリル、フタリド（ｐｈｔｈａｌｉｄｅ）
（フタリド（ｆｔｈａｌｉｄｅ））、ディンジュンズオ（ｄｉｎｇｊｕｎｅｚｕｏ）（Ｊ
ｕｎ　Ｓｉ　Ｑｉ）、オキサチアピプロリン、フルオロイミド、マンジプロパミド、ＫＳ
Ｆ－１００２、ベンズアモルフ、ジメトモルフ、フェンプロピモルフ、トリデモルフ、ド
デモルフ、ジエトフェンカルブ、フェンチンアセテート、フェンチンヒドロキシド、カル
ボキシン、オキシカルボキシン、ドラゾキソロン、ファモキサドン、ｍ－フェニルフェノ
ール、ｐ－フェニルフェノール、トリブロモフェノール（ＴＢＰ）、２－［２－［（７，
８－ジフルオロ－２－メチル－３－キノリル）オキシ］－６－フルオロ－フェニル］プロ
パン－２－オール２－［２－フルオロ－６－［（８－フルオロ－２－メチル－３－キノリ
ル）オキシ］フェニル］プロパン－２－オールシフルフェナミド、オフラセ、オキサジキ
シル、フルトラニル、メプロニル、イソフェタミド、フェンピクロニル、フルジオキソニ
ル、ペンシクロン、エジフェンホス、イプロベンホス、ピラゾホス、リン酸、テクロフタ
ラム、キャプタホール、キャプタン、ジタリムホス、トリホリン、フェンプロピジン、ピ
ペラリン、オストール、１－メチルシクロプロペン、４－ＣＰＡ、クロルメコート、クロ
フェンセット、ジクロロプロップ、ジメチピン、エンドタール、エテホン、フルメトラリ
ン、ホルクロルフェニュロン、ジベレリン酸、ジベレリン、ヒメキサゾール、マレイン酸
ヒドラジド、メピコート、ナフタレンアセトアミド、パクロブトラゾール、プロヘキサジ
オン、プロヘキサジオン－カルシウム、チジアズロン、トリブホス（トリブチルホスホロ
トリチオエート）、トリネキサパック、ウニコナゾール、α－ナフタレン酢酸、ポリオキ
シンＤ（ポリオキシリム（ｐｏｌｙｏｘｒｉｍ））、ＢＬＡＤ、キトサン、フェノキサニ
ル、フォルペット、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－メトキシ－１－メチル－Ｎ－［１－
メチル－２－（２，４，６－トリクロロフェニル）エチル］ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、ビキサフェン、フルキサピロキサド、フラメトピル、イソピラザム、ペンフルフェ
ン、ペンチオピラド、セダキサン、フェンピラザミン、ジクロメジン、ピリフェノックス
、ボスカリド、フルオピラム、ジフルメトリム、フェナリモル、５－フルオロ－２－（ｐ
－トリルメトキシ）ピリミジン－４－アミンフェリムゾン、ジメタクロン（ｄｉｍｅｔａ
ｃｈｌｏｎｅ）（ジメタクロン（ｄｉｍｅｔｈａｃｌｏｎｅ））、ピロキロン、プロキナ
ジド、エトキシキン、キノキシフェン、４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－
１－（３－キノリル）イソキノリン４，４－ジフルオロ－３，３－ジメチル－１－（３－
キノリル）イソキノリン５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－１－（３－キノ
リル）イソキノリン９－フルオロ－２，２－ジメチル－５－（３－キノリル）－３Ｈ－１
，４－ベンゾオキサゼピン、テブフロキン、オキソリン酸、キノメチオネート（オキシチ
オキノクス、キノキシメチオネート）、スピロキサミン、（Ｅ）－Ｎ－メチル－２－［２
－（２，５－ジメチルフェノキシメチル）フェニル］－２－メトキシ－イミノアセトアミ
ド、（マンデストロビン）、アゾキシストロビン、クモキシストロビン、ジモキシストロ
ビン、エネストロブリン、エノキサストロビンフェナミストロビン、フルフェノキシスト
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ロビン、フルオキサストロビン、クレソキシム－メチル、マンデストロビン、メタミノス
トロビン、メトミノストロビン、オリザストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロスト
ロビン、ピラメトストロビン、ピラオキシストロビン、トリクロピリカルブ、トリフロキ
シストロビン、アミスルブロム、ジクロフルアニド、トリフルアニド、ブト－３－イニル
Ｎ－［６－［［（Ｚ）－［（１－メチルテトラゾール－５－イル）－フェニル－メチレン
］アミノ］オキシメチル］－２－ピリジル］カルバメート、ダゾメット、イソチアニル、
チアジニル、チフルザミド、ベンチアゾール（ＴＣＭＴＢ）、シルチオファム、ゾキサミ
ド、アニラジン、トリシクラゾール、（．＋－．）－ｃｉｓ－１－（４－クロロフェニル
）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）－シクロヘプタノール（ファン
ジュンズオ（ｈｕａｎｊｕｎｚｕｏ））、１－（５－ブロモ－２－ピリジル）－２－（２
，４－ジフルオロフェニル）－１，１－ジフルオロ－３－（１，２，４－トリアゾール－
１－イル）プロパン－２－オール２－（１－ｔｅｒｔ－ブチル）－１－（２－クロロフェ
ニル）－３－（１，２，４－トリアゾール－１－イル）－プロパン－２－オール（ＴＣＤ
Ｐ）、
アザコナゾール、ビテルタノール（ビロキサゾール）、ブロムコナゾール、クリンバゾー
ル、シプロコナゾール、ジフェノコナゾール、ジメトコナゾール、ジニコナゾール、ジニ
コナゾール－Ｍ、エポキシコナゾール、エタコナゾール、フェンブコナゾール、フルキン
コナゾール、フルシラゾール、フルトリアホール、ヘキサコナゾール、イミベンコナゾー
ル、イプコナゾール、イプフェントリフルコナゾール、メトコナゾール、ミクロブタニル
、ペンコナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、シメコナゾール、テブコナ
ゾール、テトラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリアゾキシド、トリ
チコナゾール、メフェントリフルコナゾール、２－［［（１Ｒ，５Ｓ）－５－［（４－フ
ルオロフェニル）メチル］－１－ヒドロキシ－２，２－ジメチル－シクロペンチル］メチ
ル］－４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン２－［［３－（２－クロロフェニル
）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル］－４Ｈ－１，
２，４－トリアゾール－３－チオン、アメトクトラジン（イミジウム）、イプロバリカル
ブ、バリフェナレート、２－ベンジル－４－クロロフェノール（クロロフェン）、アリル
アルコール、アザフェニジン、塩化ベンザルコニウム、クロロピクリン、クレゾール、ダ
ラシド（ｄａｒａｃｉｄｅ）、ジクロロフェン（ｄｉｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎ）（ジクロロ
フェン（ｄｉｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎｅ））、ジフェンゾコート、ジピリチオン、Ｎ－（２
－ｐ－クロロベンゾイルエチル）－ヘキサミニウムクロリド、ＮＮＦ－０７２１、オクチ
リノン、オキサスルフロン、プロパミジン、およびプロピオン酸などの殺菌・殺カビ剤。
【０１８９】
　アバメクチン、アセフェート、アセタミプリド、アミドフルメト（Ｓ－１９５５）、ア
ベルメクチン、アザジラクチン、アジンホス－メチル、ビフェントリン、ビンフェナゼー
ト、ブプロフェジン、カルボフラン、カルタップ、クロラントラニリプロール（ＤＰＸ－
Ｅ２Ｙ４５）、クロルフェナピル、クロルフルアズロン、クロルピリホス、クロルピリホ
ス－メチル、クロマフェノジド、クロチアニジン、シフルメトフェン、シフルトリン、β
－シフルトリン、シハロトリン、λ－シハロトリン、シペルメトリン、シロマジン、デル
タメトリン、ジアフェンチウロン、ダイアジノン、ディルドリン、ジフルベンズロン、ジ
メフルトリン、ジメトエート、ジノテフラン、ジオフェノラン、エマメクチン、エンドス
ルファン、エスフェンバレレート、エチプロル、フェノチオカルブ、フェノキシカルブ、
フェンプロパトリン、フェンバレレート、フィプロニル、フロニカミド、フルベンジアミ
ド、フルシトリネート、τ－フルバリネート、フルフェネリム（ＵＲ－５０７０１）、フ
ルフェノクスロン、ホノホス、ハロフェノジド、ヘキサフルムロン、ヒドラメチルノン、
イミダクロプリド、インドキサカルブ、イソフェンホス、ルフェヌロン、マラチオン、メ
タフルミゾン、メタアルデヒド、メタミドホス、メチダチオン、メソミル、メトプレン、
メトキシクロル、メトフルトリン、モノクロトホス、メトキシフェノジド、ニテンピラム
、ニチアジン、ノバルロン、ノビフルムロン（ＸＤＥ－００７）、オキサミル、パラチオ
ン、パラチオン－メチル、ペルメトリン、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミ
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ドン、ピリミカルブ、プロフェノホス、プロフルトリン、ピメトロジン、ピラフルプロー
ル、ピレトリン、ピリダリル、ピリフルキナゾン、ピリプロール、ピリプロキシフェン、
ロテノン、リアノジン、スピネトラム、スピノサド、スピロジクロフェン、スピロメシフ
ェン（ＢＳＮ　２０６０）、スピロテトラマト、スルプロホス、テブフェノジド、テフル
ベンズロン、テルフトリン、テルブホス、テトラクロルビンホス、チアクロプリド、チア
メトキサム、チオジカルブ、チオスルタップ－ナトリウム、トラロメトリン、トリアザメ
ート、トリクロルホン、およびトリフルムロンなどの殺虫剤；
　ストレプトマイシンなどの殺菌剤；
　アミトラズ、キノメチオナート、クロロベンジレート、シエノピラフェン、シヘキサチ
ン、ジコホール、ジエノクロル、エトキサゾール、フェナザキン、酸化フェンブタスズ、
フェンプロパスリン、フェンピロキシメート、ヘキシチアゾクス、プロパルギット、ピリ
ダベン、およびテブフェンピラドなどの殺ダニ剤；ならびに
　バシラスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）、バ
シラスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）デルタエ
ンドトキシン、バキュロウイルス、および昆虫病原性細菌、ウイルスおよび真菌などの生
物剤。
【０１９０】
　「参照」混合組成物の他の例は次の通りである（「ＴＸ」という用語は、上の表Ｘおよ
び下の表Ｔ１に定義されている化合物番号Ｘ．０１、Ｘ．０２、Ｘ．０３、Ｘ．０４、Ｘ
．０５、Ｘ．０６、Ｘ．０７、Ｘ．０８、Ｘ．０９、Ｘ．１０、Ｘ．１１、Ｘ．１２、Ｘ
．１３、Ｘ．１４、Ｘ．１５、Ｘ．１６、Ｘ．１７、Ｘ．１８、Ｘ．１９、Ｘ．２０、Ｘ
．２１、Ｘ．２２、Ｘ．２３、Ｘ．２４、またはＸ．２５から選択される化合物（本発明
の組成物の成分（Ａ）の定義に従う）を表す）：
石油（代替名）（６２８）＋ＴＸから構成される物質群から選択される補助剤、
１，１－ビス（４－クロロフェニル）－２－エトキシエタノール（ＩＵＰＡＣ名）（９１
０）＋ＴＸ、２，４－ジクロロフェニルベンゼンスルホネート（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０５９）＋ＴＸ、２－フルオロ－Ｎ－メチル－Ｎ－
１－ナフチルアセタミド（ＩＵＰＡＣ名）（１２９５）＋ＴＸ、４－クロロフェニルフェ
ニルスルホン（ＩＵＰＡＣ名）（９８１）＋ＴＸ、アバメクチン（１）＋ＴＸ、アセキノ
シル（３）＋ＴＸ、アセトプロール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、アクリナトリン（９）＋ＴＸ、ア
ルジカルブ（１６）＋ＴＸ、アルドキシカルブ（８６３）＋ＴＸ、α－シペルメトリン（
２０２）＋ＴＸ、アミジチオン（８７０）＋ＴＸ、アミドフルメト［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ア
ミドチオエート（８７２）＋ＴＸ、アミトン（８７５）＋ＴＸ、シュウ酸水素アミトン（
８７５）＋ＴＸ、アミトラズ（２４）＋ＴＸ、アラマイト（８８１）＋ＴＸ、三酸化ヒ素
（８８２）＋ＴＸ、ＡＶＩ３８２（化合物コード）＋ＴＸ、ＡＺ６０５４１（化合物コー
ド）＋ＴＸ、アジンホスエチル（４４）＋ＴＸ、アジンホスメチル（４５）＋ＴＸ、アゾ
ベンゼン（ＩＵＰＡＣ名）（８８８）＋ＴＸ、アゾシクロチン（４６）＋ＴＸ、アゾトエ
ート（８８９）＋ＴＸ、ベノミル（６２）＋ＴＸ、ベノキサホス（代替名）［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、ベンゾキメート（７１）＋ＴＸ、ベンジル安息香酸塩（ＩＵＰＡＣ名）［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、ビフェナゼート（７４）＋ＴＸ、ビフェントリン（７６）＋ＴＸ、ビナパクリル
（９０７）＋ＴＸ、ブロフェンバレレート（代替名）＋ＴＸ、ブロモシクレン（９１８）
＋ＴＸ、ブロモホス（９２０）＋ＴＸ、ブロモホスエチル（９２１）＋ＴＸ、ブロモプロ
ピレート（９４）＋ＴＸ、ブプロフェジン（９９）＋ＴＸ、ブトカルボキシム（１０３）
＋ＴＸ、ブトキシカルボキシム（１０４）＋ＴＸ、ブチルピリダベン（代替名）＋ＴＸ、
多硫酸カルシウム（ＩＵＰＡＣ名）（１１１）＋ＴＸ、カンフェクロール（９４１）＋Ｔ
Ｘ、カルバノレート（９４３）＋ＴＸ、カルバリル（１１５）＋ＴＸ、カルボフラン（１
１８）＋ＴＸ、カルボフェノチオン（９４７）＋ＴＸ、ＣＧＡ５０’４３９（開発コード
）（１２５）＋ＴＸ、チノメチオナート（１２６）＋ＴＸ、クロルベンシド（９５９）＋
ＴＸ、クロルジメホルム（９６４）＋ＴＸ、クロルジメホルムヒドロクロリド（９６４）
＋ＴＸ、クロルフェナピル（１３０）＋ＴＸ、クロルフェネトール（９６８）＋ＴＸ、ク
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ロルフェンソン（９７０）＋ＴＸ、クロルフェンスルフィド（９７１）＋ＴＸ、クロルフ
ェンビンホス（１３１）＋ＴＸ、クロロベンジラート（９７５）＋ＴＸ、クロロメブホル
ム（９７７）＋ＴＸ、クロロメチウロン（９７８）＋ＴＸ、クロロプロピレート（９８３
）＋ＴＸ、クロルピリホス（１４５）＋ＴＸ、クロルピリホスメチル（１４６）＋ＴＸ、
クロルチオホス（９９４）＋ＴＸ、シネリンＩ（６９６）＋ＴＸ、シネリンＩＩ（６９６
）＋ＴＸ、シネリンス（６９６）＋ＴＸ、クロフェンテジン（１５８）＋ＴＸ、クロサン
テル（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クマホス（１７４）＋ＴＸ、クロタミトン（代替名）
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロトキシホス（１０１０）＋ＴＸ、クフラエブ（１０１３）＋ＴＸ
、シアントエート（１０２０）＋ＴＸ、シフルメトフェン（ＣＡＳ登録番号：４００８８
２－０７－７）＋ＴＸ、シハロトリン（１９６）＋ＴＸ、シヘキサチン（１９９）＋ＴＸ
、シペルメトリン（２０１）＋ＴＸ、ＤＣＰＭ（１０３２）＋ＴＸ、ＤＤＴ（２１９）＋
ＴＸ、デメフィオン（１０３７）＋ＴＸ、デメフィオン－Ｏ（１０３７）＋ＴＸ、デメフ
ィオン－Ｓ（１０３７）＋ＴＸ、デメトン（１０３８）＋ＴＸ、デメトンメチル（２２４
）＋ＴＸ、
デメトン－Ｏ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｏ－メチル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－
Ｓ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチル
スルホン（１０３９）＋ＴＸ、ジアフェンチウロン（２２６）＋ＴＸ、ジアリホス（１０
４２）＋ＴＸ、ダイアジノン（２２７）＋ＴＸ、ジクロフルアニド（２３０）＋ＴＸ、ジ
クロルボス（２３６）＋ＴＸ、ジクリホス（代替名）＋ＴＸ、ジコホール（２４２）＋Ｔ
Ｘ、ジクロトホス（２４３）＋ＴＸ、ジエノクロル（１０７１）＋ＴＸ、ジメホクス（１
０８１）＋ＴＸ、ジメトエート（２６２）＋ＴＸ、ジナクチン（代替名）（６５３）＋Ｔ
Ｘ、ジネクス（１０８９）＋ＴＸ、ジネクスジクレキシン（１０８９）＋ＴＸ、ジノブト
ン（２６９）＋ＴＸ、ジノカップ（２７０）＋ＴＸ、ジノカップ－４［ＣＣＮ］＋ＴＸ、
ジノカップ－６［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジノクトン（１０９０）＋ＴＸ、ジノペントン（１０
９２）＋ＴＸ、ジノスルホン（１０９７）＋ＴＸ、ジノテルボン（１０９８）＋ＴＸ、ジ
オキサチオン（１１０２）＋ＴＸ、ジフェニルスルホン（ＩＵＰＡＣ名）（１１０３）＋
ＴＸ、ジスルフィラム（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジスルホトン（２７８）＋ＴＸ、Ｄ
ＮＯＣ（２８２）＋ＴＸ、ドフェナピン（１１１３）＋ＴＸ、ドラメクチン（代替名）［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、エンドスルファン（２９４）＋ＴＸ、エンドチオン（１１２１）＋ＴＸ
、ＥＰＮ（２９７）＋ＴＸ、エピリノメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エチオン（
３０９）＋ＴＸ、エトエートメチル（１１３４）＋ＴＸ、エトキサゾール（３２０）＋Ｔ
Ｘ、エトリムホス（１１４２）＋ＴＸ、フェナザフロル（１１４７）＋ＴＸ、フェナザキ
ン（３２８）＋ＴＸ、酸化フェンブタスズ（３３０）＋ＴＸ、フェノチオカルブ（３３７
）＋ＴＸ、フェンプロパトリン（３４２）＋ＴＸ、フェンピラド（代替名）＋ＴＸ、フェ
ンピロキシメート（３４５）＋ＴＸ、フェンソン（１１５７）＋ＴＸ、フェントリファニ
ル（１１６１）＋ＴＸ、フェンバレレート（３４９）＋ＴＸ、フィプロニル（３５４）＋
ＴＸ、フルアクリピリム（３６０）＋ＴＸ、フルアズロン（１１６６）＋ＴＸ、フルベン
ジミン（１１６７）＋ＴＸ、フルシクロクスロン（３６６）＋ＴＸ、フルシトリネート（
３６７）＋ＴＸ、フルエネチル（１１６９）＋ＴＸ、フルフェノクスロン（３７０）＋Ｔ
Ｘ、フルメトリン（３７２）＋ＴＸ、フルオルベンシド（１１７４）＋ＴＸ、フルバリネ
ート（１１８４）＋ＴＸ、ＦＭＣ１１３７（開発コード）（１１８５）＋ＴＸ、ホルメタ
ネート（４０５）＋ＴＸ、ホルメタネートヒドロクロリド（４０５）＋ＴＸ、ホルモチオ
ン（１１９２）＋ＴＸ、ホルムパラネート（１１９３）＋ＴＸ、γ－ＨＣＨ（４３０）＋
ＴＸ、グリオジン（１２０５）＋ＴＸ、ハルフェンプロクス（４２４）＋ＴＸ、ヘプテノ
ホス（４３２）＋ＴＸ、ヘキサデシルシクロプロパンカルボキシレート（ＩＵＰＡＣ／Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１２１６）＋ＴＸ、ヘキシチアゾクス（４４
１）＋ＴＸ、ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、イソカルボホス（代替名
）（４７３）＋ＴＸ、イソプロピルＯ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチレート
（ＩＵＰＡＣ名）（４７３）＋ＴＸ、イベルメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジャ
スモリンＩ（６９６）＋ＴＸ、ジャスモリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、ジョドフェンホス（
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１２４８）＋ＴＸ、リンダン（４３０）＋ＴＸ、ルフェヌロン（４９０）＋ＴＸ、マラチ
オン（４９２）＋ＴＸ、マロノベン（１２５４）＋ＴＸ、メカルバム（５０２）＋ＴＸ、
メホスフォラン（１２６１）＋ＴＸ、メスルフェン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メタク
リホス（１２６６）＋ＴＸ、メタミドホス（５２７）＋ＴＸ、メチダチオン（５２９）＋
ＴＸ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、メソミル（５３１）＋ＴＸ、臭化メチル（５３７
）＋ＴＸ、メトルカルブ（５５０）＋ＴＸ、メビンホス（５５６）＋ＴＸ、メキサカルベ
ート（１２９０）＋ＴＸ、ミルベメクチン（５５７）＋ＴＸ、ミルベマイシンオキシム（
代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ミパホクス（１２９３）＋ＴＸ、モノクロトホス（５６１）
＋ＴＸ、モルホチオン（１３００）＋ＴＸ、モキシデクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ
、ナレド（５６７）＋ＴＸ、ＮＣ－１８４（化合物コード）＋ＴＸ、ＮＣ－５１２（化合
物コード）＋ＴＸ、ニフルリジド（１３０９）＋ＴＸ、ニッコマイシン（代替名）［ＣＣ
Ｎ］＋ＴＸ、ニトリラカルブ（１３１３）＋ＴＸ、ニトリラカルブ１：１塩化亜鉛錯体（
１３１３）＋ＴＸ、ＮＮＩ－０１０１（化合物コード）＋ＴＸ、ＮＮＩ－０２５０（化合
物コード）＋ＴＸ、オメトエート（５９４）＋ＴＸ、オキサミル（６０２）＋ＴＸ、
オキシデプロホス（１３２４）＋ＴＸ、オキシジスルホトン（１３２５）＋ＴＸ、ｐｐ’
－ＤＤＴ（２１９）＋ＴＸ、パラチオン（６１５）＋ＴＸ、ペルメトリン（６２６）＋Ｔ
Ｘ、石油（代替名）（６２８）＋ＴＸ、フェンカプトン（１３３０）＋ＴＸ、フェントエ
ート（６３１）＋ＴＸ、ホレート（６３６）＋ＴＸ、ホサロン（６３７）＋ＴＸ、ホスホ
ラン（１３３８）＋ＴＸ、ホスメット（６３８）＋ＴＸ、ホスファミドン（６３９）＋Ｔ
Ｘ、ホキシム（６４２）＋ＴＸ、ピリミホスメチル（６５２）＋ＴＸ、ポリクロロテルペ
ン（慣習名）（１３４７）＋ＴＸ、ポリナクチン（代替名）（６５３）＋ＴＸ、プロクロ
ノール（１３５０）＋ＴＸ、プロフェノホス（６６２）＋ＴＸ、プロマシル（１３５４）
＋ＴＸ、プロパルギット（６７１）＋ＴＸ、プロペタムホス（６７３）＋ＴＸ、プロポキ
スル（６７８）＋ＴＸ、プロチダチオン（１３６０）＋ＴＸ、プロトエート（１３６２）
＋ＴＸ、ピレトリンＩ（６９６）＋ＴＸ、ピレトリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、ピレトリン
（６９６）＋ＴＸ、ピリダベン（６９９）＋ＴＸ、ピリダフェンチオン（７０１）＋ＴＸ
、ピリミジフェン（７０６）＋ＴＸ、ピリミテート（１３７０）＋ＴＸ、キナルホス（７
１１）＋ＴＸ、キンチオホス（１３８１）＋ＴＸ、Ｒ－１４９２（開発コード）（１３８
２）＋ＴＸ、ＲＡ－１７（開発コード）（１３８３）＋ＴＸ、ロテノン（７２２）＋ＴＸ
、シュラダン（１３８９）＋ＴＸ、セブホス（代替名）＋ＴＸ、セラメクチン（代替名）
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＳＩ－０００９（化合物コード）＋ＴＸ、ソファミド（１４０２）＋
ＴＸ、スピロジクロフェン（７３８）＋ＴＸ、スピロメシフェン（７３９）＋ＴＸ、ＳＳ
Ｉ－１２１（開発コード）（１４０４）＋ＴＸ、スルフィラム（代替名）［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、スルフラミド（７５０）＋ＴＸ、スルホテプ（７５３）＋ＴＸ、スルフル（７５４）
＋ＴＸ、ＳＺＩ－１２１（開発コード）（７５７）＋ＴＸ、τ－フルバリネート（３９８
）＋ＴＸ、テブフェンピラド（７６３）＋ＴＸ、ＴＥＰＰ（１４１７）＋ＴＸ、テルバム
（代替名）＋ＴＸ、テトラクロルビンホス（７７７）＋ＴＸ、テトラジホン（７８６）＋
ＴＸ、テトラナクチン（代替名）（６５３）＋ＴＸ、テトラスル（１４２５）＋ＴＸ、チ
アフェノクス（代替名）＋ＴＸ、チオカルボキシム（１４３１）＋ＴＸ、チオファノック
ス（８００）＋ＴＸ、チオメトン（８０１）＋ＴＸ、チオキノックス（１４３６）＋ＴＸ
、ツリンギエンシン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トリアミホス（１４４１）＋ＴＸ、ト
リアラテン（１４４３）＋ＴＸ、トリアゾホス（８２０）＋ＴＸ、トリアズロン（代替名
）＋ＴＸ、トリクロルホン（８２４）＋ＴＸ、トリフェノホス（１４５５）＋ＴＸ、トリ
ナクチン（代替名）（６５３）＋ＴＸ、バミドチオン（８４７）＋ＴＸ、バニリプロール
［ＣＣＮ］およびＹＩ－５３０２（化合物コード）＋ＴＸから構成される物質群から選択
される殺ダニ剤、
ベトキサジン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ニオクタノン酸銅（ＩＵＰＡＣ名）（１７０）＋ＴＸ、
硫酸銅（１７２）＋ＴＸ、シブトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジクロン（１０５２）＋ＴＸ、
ジクロロフェン（２３２）＋ＴＸ、エンドタール（２９５）＋ＴＸ、フェンチン（３４７
）＋ＴＸ、消石灰［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ナバム（５６６）＋ＴＸ、キノクラミン（７１４）
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＋ＴＸ、キノンアミド（１３７９）＋ＴＸ、シマジン（７３０）＋ＴＸ、酢酸トリフェニ
ルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（３４７）および水酸化トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（３
４７）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺藻剤、
アバメクチン（１）＋ＴＸ、クルホメート（１０１１）＋ＴＸ、ドラメクチン（代替名）
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エマメクチン（２９１）＋ＴＸ、エマメクチン安息香酸塩（２９１）
＋ＴＸ、エピリノメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、イベルメクチン（代替名）［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ミルベマイシンオキシム（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、モキシデクチン（
代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピペラジン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、セラメクチン（代替名）［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、スピノサド（７３７）およびチオファネート（１４３５）＋ＴＸから構成
される物質群から選択される駆虫薬、
クロラロース（１２７）＋ＴＸ、エンドリン（１１２２）＋ＴＸ、フェンチオン（３４６
）＋ＴＸ、ピリジン－４－アミン（ＩＵＰＡＣ名）（２３）およびストリキニン（７４５
）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺鳥剤、
１－ヒドロキシ－１Ｈ－ピリジン－２－チオン（ＩＵＰＡＣ名）（１２２２）＋ＴＸ、４
－（キノキサリン－２－イルアミノ）ベンゼンスルホンアミド（ＩＵＰＡＣ名）（７４８
）＋ＴＸ、８－硫酸ヒドロキシキノリン（４４６）＋ＴＸ、ブロノポール（９７）＋ＴＸ
、ニオクタノン酸銅（ＩＵＰＡＣ名）（１７０）＋ＴＸ、水酸化銅（ＩＵＰＡＣ名）（１
６９）＋ＴＸ、クレゾール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジクロロフェン（２３２）＋ＴＸ、ジピリ
チオン（１１０５）＋ＴＸ、ドジチン（１１１２）＋ＴＸ、フェナミノスルフ（１１４４
）＋ＴＸ、ホルムアルデヒド（４０４）＋ＴＸ、ヒドラルガフェン（代替名）［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、カスガマイシン（４８３）＋ＴＸ、カスガマイシンヒドロクロリド水和物（４８
３）＋ＴＸ、ニッケルビス（ジメチルジチオカルバメート）（ＩＵＰＡＣ名）（１３０８
）＋ＴＸ、ニトラピリン（５８０）＋ＴＸ、オクチリノン（５９０）＋ＴＸ、オキソリン
酸（６０６）＋ＴＸ、オキシテトラサイクリン（６１１）＋ＴＸ、硫酸ヒドロキシキノリ
ンカリウム（４４６）＋ＴＸ、プロベナゾール（６５８）＋ＴＸ、ストレプトマイシン（
７４４）＋ＴＸ、ストレプトマイシンセスキスルフェート（７４４）＋ＴＸ、テクロフタ
ラム（７６６）＋ＴＸ、およびチオメルサール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成され
る物質群から選択される殺バクテリア剤、
リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）ＧＶ（代替名）（１２）
＋ＴＸ、アグロバクテリウムラジオバクター（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｒａｄｉｏ
ｂａｃｔｅｒ）（代替名）（１３）＋ＴＸ、　　　　アムブリセイウス属の一種（Ａｍｂ
ｌｙｓｅｉｕｓ　ｓｐｐ．）（代替名）（１９）＋ＴＸ、アナグラファファルシフェラ（
Ａｎａｇｒａｐｈａ　ｆａｌｃｉｆｅｒａ）ＮＰＶ（代替名）（２８）＋ＴＸ、アングル
スアトムス（Ａｎａｇｒｕｓ　ａｔｏｍｕｓ）（代替名）（２９）＋ＴＸ、アブラコバチ
（Ａｐｈｅｌｉｎｕｓ　ａｂｄｏｍｉｎａｌｉｓ）（代替名）（３３）＋ＴＸ、コレマン
アブラバチ（Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｃｏｌｅｍａｎｉ）（代替名）（３４）＋ＴＸ、ショク
ガタマバエ（Ａｐｈｉｄｏｌｅｔｅｓ　ａｐｈｉｄｉｍｙｚａ）（代替名）（３５）＋Ｔ
Ｘ、オートグラファカリホルニカ（Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ　Ｎ
ＰＶ）（代替名）（３８）＋ＴＸ、バシラスフィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕ
ｓ）（代替名）（４８）＋ＴＸ、バシラススファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａ
ｅｒｉｃｕｓ　Ｎｅｉｄｅ）（学名）（４９）＋ＴＸ、バシラスチューリンゲンシス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　Ｂｅｒｌｉｎｅｒ）（学名）（５１）＋
ＴＸ、バシラスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　
ｓｕｂｓｐ．ａｉｚａｗａｉ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バシラスチューリンゲンシス（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ
）（学名）（５１）＋ＴＸ、バシラスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｊａｐｏｎｅｎｓｉｓ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バ
シラスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓ
ｐ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バシラスチューリンゲンシス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）（学
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名）（５１）＋ＴＸ、ベアウベリアバッシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ
）（代替名）（５３）＋ＴＸ、ベアウベリアブロングニアルチイ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　
ｂｒｏｎｇｎｉａｒｔｉｉ）（代替名）（５４）＋ＴＸ、ヤマトクサカゲロウ（Ｃｈｒｙ
ｓｏｐｅｒｌａ　ｃａｒｎｅａ）（代替名）（１５１）＋ＴＸ、ツマアカオオヒメテント
ウ（Ｃｒｙｐｔｏｌａｅｍｕｓ　ｍｏｎｔｒｏｕｚｉｅｒｉ）（代替名）（１７８）＋Ｔ
Ｘ、コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）ＧＶ（代替名）（１９１）＋ＴＸ、
ハモグリコマユバチ（Ｄａｃｎｕｓａ　ｓｉｂｉｒｉｃａ）（代替名）（２１２）＋ＴＸ
、イサエアヒメコバチ（Ｄｉｇｌｙｐｈｕｓ　ｉｓａｅａ）（代替名）（２５４）＋ＴＸ
、オンシツツヤコバチ（Ｅｎｃａｒｓｉａ　ｆｏｒｍｏｓａ）（学名）（２９３）＋ＴＸ
、サバクツヤコバチ（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕｓ　ｅｒｅｍｉｃｕｓ）（代替名）（３００
）＋ＴＸ、アメリカタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）ＮＰＶ（代替名）（４
３１）＋ＴＸ、ヘテロルハブジチスバクテリオホラ（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　
ｂａｃｔｅｒｉｏｐｈｏｒａ）およびＨ．メギジス（Ｈ．ｍｅｇｉｄｉｓ）（代替名）（
４３３）＋ＴＸ、
ヒポダミアコンベルゲンス（Ｈｉｐｐｏｄａｍｉａ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｓ）（代替名）
（４４２）＋ＴＸ、フジコナヒゲナガトビコバチ（Ｌｅｐｔｏｍａｓｔｉｘ　ｄａｃｔｙ
ｌｏｐｉｉ）（代替名）（４８８）＋ＴＸ、マクロロフスカリジノサス（Ｍａｃｒｏｌｏ
ｐｈｕｓ　ｃａｌｉｇｉｎｏｓｕｓ）（代替名）（４９１）＋ＴＸ、ヨトウガ（Ｍａｍｅ
ｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）ＮＰＶ（代替名）（４９４）＋ＴＸ、メタフィクスヘル
ボルス（Ｍｅｔａｐｈｙｃｕｓ　ｈｅｌｖｏｌｕｓ）（代替名）（５２２）＋ＴＸ、メタ
リジウムアニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　ｖａｒ．ａ
ｃｒｉｄｕｍ）（学名）（５２３）＋ＴＸ、メタリジウムアニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈ
ｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　ｖａｒ．ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）（学名）（５２３
）＋ＴＸ、マツノキハバチ（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｅｒｔｉｆｅｒ　ＮＰＶ）および
Ｎ．レコンテイ（Ｎ．ｌｅｃｏｎｔｅｉ　ＮＰＶ）（代替名）（５７５）＋ＴＸ、ヒメハ
ナカメムシ属の一種（Ｏｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）（代替名）（５９６）＋ＴＸ、パエシロマ
イセスフモソロセウス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅｕｓ）（代替
名）（６１３）＋ＴＸ、チリカブリダニ（Ｐｈｙｔｏｓｅｉｕｌｕｓ　ｐｅｒｓｉｍｉｌ
ｉｓ）（代替名）（６４４）＋ＴＸ、シロイチモジヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘ
ｉｇｕａ）マルチカプシド核多角体ウイルス（学名）（７４１）＋ＴＸ、ステイネルネマ
ビビオニス（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｂｉｂｉｏｎｉｓ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ
、ステイネルネマカルポカプサエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｃａｒｐｏｃａｐｓａｅ）
（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマフェルチアエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　
ｆｅｌｔｉａｅ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマグラセリ（Ｓｔｅｉｎｅ
ｒｎｅｍａ　ｇｌａｓｅｒｉ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマリオブラエ
ｂ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｅ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイ
ネルネマリオブラビス（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｉｓ）（代替名）（７
４２）＋ＴＸ、ステイネルネマスカプテリスキ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｃａｐｔｅ
ｒｉｓｃｉ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマ属の一種（Ｓｔｅｉｎｅｒｎ
ｅｍａ　ｓｐｐ．）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、トリコグラマ属の一種（Ｔｒｉｃｈｏ
ｇｒａｍｍａ　ｓｐｐ．）（代替名）（８２６）＋ＴＸ、チフロドロムスオクシデンタリ
ス（Ｔｙｐｈｌｏｄｒｏｍｕｓ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）（代替名）（８４４）およ
びベルチシリウムレカニイ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）（代替名）（
８４８）＋ＴＸから構成される物質群から選択される生物剤、
バシラス・サブチリス（ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）ｖａｒ．アミロリクエフ
ァシエンス（ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）株ＦＺＢ２４（Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ
　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌｓ　Ｉｎｃ．，５４００　Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ　Ｃｉｒｃｌｅ，
Ｓａｌｅｍ，ＶＡ　２４１５３，Ｕ．Ｓ．Ａ．から入手可能であり、Ｔａｅｇｒｏ（登録
商標）の商品名で知られている）＋ＴＸ、
ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）および臭化メチル（５３７）＋ＴＸから構成さ



(76) JP 2020-515601 A 2020.5.28

10

20

30

40

50

れる物質群から選択される土壌不毛剤、
アホレート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ビサジル（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ブスルファン（代
替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジフルベンズロン（２５０）＋ＴＸ、ジマチフ（代替名）［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ヘメル［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヘムパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メテパ［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、メチオテパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メチルアホレート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、モルジド［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ペンフルロン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、テパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、チオ
ヘムパ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、チオテパ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トレタミン
（代替名）［ＣＣＮ］およびウレデパ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成される物質群
から選択される不妊化剤、
（Ｅ）－デカ－５－エン－１－イルアセテートを伴う（Ｅ）－デカ－５－エン－１－オー
ル（ＩＵＰＡＣ名）（２２２）＋ＴＸ、（Ｅ）－トリデカ－４－エン－１－イルアセテー
ト（ＩＵＰＡＣ名）（８２９）＋ＴＸ、（Ｅ）－６－メチルヘプタ－２－エン－４－オー
ル（ＩＵＰＡＣ名）（５４１）＋ＴＸ、（Ｅ，Ｚ）－テトラデカ－４，１０－ジエン－１
－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７７９）＋ＴＸ、（Ｚ）－ドデカ－７－エン－１－
イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８５）＋ＴＸ、（Ｚ）－ヘキサデカ－１１－エナル
（ＩＵＰＡＣ名）（４３６）＋ＴＸ、（Ｚ）－ヘキサデカ－１１－エン－１－イルアセテ
ート（ＩＵＰＡＣ名）（４３７）＋ＴＸ、（Ｚ）－ヘキサデカ－１３－エン－１１－イン
－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（４３８）＋ＴＸ、（Ｚ）－イコス－１３－エン
－１０－オン（ＩＵＰＡＣ名）（４４８）＋ＴＸ、（Ｚ）－テトラデカ－７－エン－１－
アル（ＩＵＰＡＣ名）（７８２）＋ＴＸ、（Ｚ）－テトラデカ－９－エン－１－オール（
ＩＵＰＡＣ名）（７８３）＋ＴＸ、（Ｚ）－テトラデカ－９－エン－１－イルアセテート
（ＩＵＰＡＣ名）（７８４）＋ＴＸ、（７Ｅ，９Ｚ）－ドデカ－７，９－ジエン－１－イ
ルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８３）＋ＴＸ、（９Ｚ，１１Ｅ）－テトラデカ－９，
１１－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７８０）＋ＴＸ、（９Ｚ，１２Ｅ
）－テトラデカ－９，１２－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７８１）＋
ＴＸ、１４－メチルオクタデカ－１－エン（ＩＵＰＡＣ名）（５４５）＋ＴＸ、４－メチ
ルノナン－５－オールを伴う４－メチルノナン－５－オン（ＩＵＰＡＣ名）（５４４）＋
ＴＸ、α－ムルチストリアチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ブレビコミン（代替名）［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、コドレルレ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、コドレモン（代替名）（１６
７）＋ＴＸ、クエルレ（代替名）（１７９）＋ＴＸ、ジスパールア（２７７）＋ＴＸ、ド
デカ－８－エン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８６）＋ＴＸ、ドデカ－９－
エン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８７）＋ＴＸ、ドデカ－８＋ＴＸ、１０
－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８４）＋ＴＸ、ドミニカルア（代替
名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エチル４－メチルオクタノエート（ＩＵＰＡＣ名）（３１７）＋
ＴＸ、オイゲノール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、フロンタリン（代替名）［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、ゴシップルア（代替名）（４２０）＋ＴＸ、グランドルア（４２１）＋ＴＸ、グラ
ンドルアＩ（代替名）（４２１）＋ＴＸ、グランドルアＩＩ（代替名）（４２１）＋ＴＸ
、グランドルアＩＩＩ（代替名）（４２１）＋ＴＸ、グランドルアＩＶ（代替名）（４２
１）＋ＴＸ、ヘキサルア［ＣＣＮ］＋ＴＸ、イプスジエノール（代替名）［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、イプセノール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジャポニルア（代替名）（４８１）＋Ｔ
Ｘ、リネアチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、リトルア（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ル
ープルア（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メドルア［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メガトモ酸（代替名
）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メチルオイゲノール（代替名）（５４０）＋ＴＸ、ムスカルア（５
６３）＋ＴＸ、オクタデカ－２，１３－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（
５８８）＋ＴＸ、オクタデカ－３，１３－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）
（５８９）＋ＴＸ、オルフラルア（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、オリクタルア（代替名）
（３１７）＋ＴＸ、オストラモン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シグルア［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、ソルジジン（代替名）（７３６）＋ＴＸ、スルカトール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ
、テトラデカ－１１－エン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７８５）＋ＴＸ、ト
リメドルア（８３９）＋ＴＸ、トリメドルアＡ（代替名）（８３９）＋ＴＸ、トリメドル
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アＢ1（代替名）（８３９）＋ＴＸ、トリメドルアＢ2（代替名）（８３９）＋ＴＸ、トリ
メドルアＣ（代替名）（８３９）およびトランクコール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸから
構成される物質群から選択される昆虫フェロモン、
２－（オクチルチオ）－エタノール（ＩＵＰＡＣ名）（５９１）＋ＴＸ、ブトピロノキシ
ル（９３３）＋ＴＸ、ブトキシ（ポリプロピレングリコール）（９３６）＋ＴＸ、ジブチ
ルアジペート（ＩＵＰＡＣ名）（１０４６）＋ＴＸ、フタル酸ジブチル（１０４７）＋Ｔ
Ｘ、ジブチルコハク酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（１０４８）＋ＴＸ、ジエチルトルアミド［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ジメチルカルベート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジメチルフタレート［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、エチルヘキサンジオール（１１３７）＋ＴＸ、ヘキサミド［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メト
キンブチル（１２７６）＋ＴＸ、メチルネオデカンアミド［ＣＣＮ］＋ＴＸ、オキサメー
ト［ＣＣＮ］およびピカリジン［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成される物質群から選択される昆
虫忌避剤、
１－ジクロロ－１－ニトロエタン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ
名）（１０５８）＋ＴＸ、１，１－ジクロロ－２，２－ビス（４－エチルフェニル）－エ
タン（ＩＵＰＡＣ名）（１０５６）、＋ＴＸ、１，２－ジクロロプロパン（ＩＵＰＡＣ／
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０６２）＋ＴＸ、１，２－ジクロロプロ
パンを伴う１，３－ジクロロプロペン（ＩＵＰＡＣ名）（１０６３）＋ＴＸ、１－ブロモ
－２－クロロエタン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（９１６
）＋ＴＸ、２，２，２－トリクロロ－１－（３，４－ジクロロフェニル）酢酸エチル（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（１４５１）＋ＴＸ、２，２－ジクロロビニル２－エチルスルフィニルエチ
ルメチルリン酸（ＩＵＰＡＣ名）（１０６６）＋ＴＸ、２－（１，３－ジチオラン－２－
イル）フェニルジメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃ
ｔｓ名）（１１０９）＋ＴＸ、２－（２－ブトキシエトキシ）エチルチオシアネート（Ｉ
ＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（９３５）＋ＴＸ、２－（４，５
－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－イル）フェニルメチルカルバメート（ＩＵＰＡ
Ｃ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０８４）＋ＴＸ、２－（４－クロロ
－３，５－キシリルオキシ）エタノール（ＩＵＰＡＣ名）（９８６）＋ＴＸ、２－クロロ
ビニルジエチルリン酸（ＩＵＰＡＣ名）（９８４）＋ＴＸ、２－イミダゾリドン（ＩＵＰ
ＡＣ名）（１２２５）＋ＴＸ、２－イソバレリルインダン－１，３－ジオン（ＩＵＰＡＣ
名）（１２４６）＋ＴＸ、２－メチル（プロプ－２－イニル）アミノフェニルメチルカル
バメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８４）＋ＴＸ、２－チオシアナトエチルラウレート（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（１４３３）＋ＴＸ、３－ブロモ－１－クロロプロプ－１－エン（ＩＵＰＡ
Ｃ名）（９１７）＋ＴＸ、３－メチル－１－フェニルピラゾール－５－イルジメチルカル
バメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８３）＋ＴＸ、４－メチル（プロプ－２－イニル）アミ
ノ－３，５－キシリルメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８５）＋ＴＸ、５，５
－ジメチル－３－オキソシクロヘキサ－１－エニルジメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ名
）（１０８５）＋ＴＸ、アバメクチン（１）＋ＴＸ、アセフェート（２）＋ＴＸ、アセタ
ミプリド（４）＋ＴＸ、アセチオン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、アセトプロール［ＣＣ
Ｎ］＋ＴＸ、アクリナトリン（９）＋ＴＸ、アクリロニトリル（ＩＵＰＡＣ名）（８６１
）＋ＴＸ、アラニカルブ（１５）＋ＴＸ、アルジカルブ（１６）＋ＴＸ、アルドキシカル
ブ（８６３）＋ＴＸ、アルドリン（８６４）＋ＴＸ、アレトリン（１７）＋ＴＸ、アロサ
ミジン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、アリキシカルブ（８６６）＋ＴＸ、α－シペルメト
リン（２０２）＋ＴＸ、α－エクジソン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、リン化アルミニウ
ム（６４０）＋ＴＸ、アミジチオン（８７０）＋ＴＸ、アミドチオエート（８７２）＋Ｔ
Ｘ、アミノカルブ（８７３）＋ＴＸ、アミトン（８７５）＋ＴＸ、シュウ酸水素アミトン
（８７５）＋ＴＸ、アミトラズ（２４）＋ＴＸ、アナバシン（８７７）＋ＴＸ、アチダチ
オン（８８３）＋ＴＸ、ＡＶＩ３８２（化合物コード）＋ＴＸ、ＡＺ６０５４１（化合物
コード）＋ＴＸ、アザジラクチン（代替名）（４１）＋ＴＸ、アザメチホス（４２）＋Ｔ
Ｘ、アジンホスエチル（４４）＋ＴＸ、アジンホスメチル（４５）＋ＴＸ、アゾトエート
（８８９）＋ＴＸ、バシラスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉ
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ｅｎｓｉｓ）δエンドトキシン（代替名）（５２）＋ＴＸ、バリウムヘキサフルオロシリ
ケート（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、バリウムポリスルフィド（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（８９２）＋ＴＸ、バルトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、バイ
エル２２／１９０（開発コード）（８９３）＋ＴＸ、バイエル２２４０８（開発コード）
（８９４）＋ＴＸ、ベンジオカルブ（５８）＋ＴＸ、ベンフラカルブ（６０）＋ＴＸ、ベ
ンサルタップ（６６）＋ＴＸ、β－シフルトリン（１９４）＋ＴＸ、β－シペルメトリン
（２０３）＋ＴＸ、ビフェントリン（７６）＋ＴＸ、ビオアレトリン（７８）＋ＴＸ、ビ
オアレトリンＳ－シクロペンテニル異性体（代替名）（７９）＋ＴＸ、バイオエタノメト
リン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ビオパーメトリン（９０８）＋ＴＸ、ビオレスメトリン（８０）
＋ＴＸ、ビス（２－クロロエチル）エーテル（ＩＵＰＡＣ名）（９０９）＋ＴＸ、ビスト
リフルロン（８３）＋ＴＸ、ホウ酸ナトリウム（８６）＋ＴＸ、ブロフェンバレレート（
代替名）＋ＴＸ、ブロムフェンビンホス（９１４）＋ＴＸ、ブロモシクレン（９１８）＋
ＴＸ、ブロモ－ＤＤＴ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ブロモホス（９２０）＋ＴＸ、ブロ
モホスエチル（９２１）＋ＴＸ、
ブフェンカルブ（９２４）＋ＴＸ、ブプロフェジン（９９）＋ＴＸ、ブタカルブ（９２６
）＋ＴＸ、ブタチオホス（９２７）＋ＴＸ、ブトカルボキシム（１０３）＋ＴＸ、ブトネ
ート（９３２）＋ＴＸ、ブトキシカルボキシム（１０４）＋ＴＸ、ブチルピリダベン（代
替名）＋ＴＸ、カズサホス（１０９）＋ＴＸ、ヒ酸カルシウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シアン
化カルシウム（４４４）＋ＴＸ、多硫酸カルシウム（ＩＵＰＡＣ名）（１１１）＋ＴＸ、
カンフェクロール（９４１）＋ＴＸ、カルバノレート（９４３）＋ＴＸ、カルバリル（１
１５）＋ＴＸ、カルボフラン（１１８）＋ＴＸ、二硫化炭素（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（９４５）＋ＴＸ、四塩化炭素（ＩＵＰＡＣ名）（９４６
）＋ＴＸ、カルボフェノチオン（９４７）＋ＴＸ、カルボスルファン（１１９）＋ＴＸ、
カルタップ（１２３）＋ＴＸ、カルタップヒドロクロリド（１２３）＋ＴＸ、セバジン（
代替名）（７２５）＋ＴＸ、クロルビシクレン（９６０）＋ＴＸ、クロルダン（１２８）
＋ＴＸ、クロルデコン（９６３）＋ＴＸ、クロルジメホルム（９６４）＋ＴＸ、クロルジ
メホルムヒドロクロリド（９６４）＋ＴＸ、クロルエトキシホス（１２９）＋ＴＸ、クロ
ルフェナピル（１３０）＋ＴＸ、クロルフェンビンホス（１３１）＋ＴＸ、クロルフルア
ズロン（１３２）＋ＴＸ、クロルメホス（１３６）＋ＴＸ、クロロホルム［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、クロルピクリン（１４１）＋ＴＸ、クロルホキシム（９８９）＋ＴＸ、クロルプラゾ
ホス（９９０）＋ＴＸ、クロルピリホス（１４５）＋ＴＸ、クロルピリホスメチル（１４
６）＋ＴＸ、クロルチオホス（９９４）＋ＴＸ、クロマフェノジド（１５０）＋ＴＸ、シ
ネリンＩ（６９６）＋ＴＸ、シネリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、シネリンス（６９６）＋Ｔ
Ｘ、ｃｉｓ－レスメスリン（代替名）＋ＴＸ、シスメトリン（８０）＋ＴＸ、クロシトリ
ン（代替名）＋ＴＸ、クロエトカルブ（９９９）＋ＴＸ、クロサンテル（代替名）［ＣＣ
Ｎ］＋ＴＸ、クロチアニジン（１６５）＋ＴＸ、アセト亜ヒ酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヒ酸
銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、オレイン酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クマホス（１７４）＋ＴＸ、クミ
トエート（１００６）＋ＴＸ、クロタミトン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロトキシホ
ス（１０１０）＋ＴＸ、クルホメート（１０１１）＋ＴＸ、氷晶石（代替名）（１７７）
＋ＴＸ、ＣＳ７０８（開発コード）（１０１２）＋ＴＸ、シアノフェンホス（１０１９）
＋ＴＸ、シアノホス（１８４）＋ＴＸ、シアントエート（１０２０）＋ＴＸ、シクレトリ
ン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シクロプロトリン（１８８）＋ＴＸ、シフルトリン（１９３）＋Ｔ
Ｘ、シハロトリン（１９６）＋ＴＸ、シペルメトリン（２０１）＋ＴＸ、シフェノトリン
（２０６）＋ＴＸ、シロマジン（２０９）＋ＴＸ、シチオエート（代替名）［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、ｄ－リモネン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ｄ－テトラメトリン（代替名）（７８
８）＋ＴＸ、ＤＡＥＰ（１０３１）＋ＴＸ、ダゾメット（２１６）＋ＴＸ、ＤＤＴ（２１
９）＋ＴＸ、デカルボフラン（１０３４）＋ＴＸ、デルタメトリン（２２３）＋ＴＸ、デ
メフィオン（１０３７）＋ＴＸ、デメフィオン－Ｏ（１０３７）＋ＴＸ、デメフィオン－
Ｓ（１０３７）＋ＴＸ、デメトン（１０３８）＋ＴＸ、デメトンメチル（２２４）＋ＴＸ
、デメトン－Ｏ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｏ－メチル（２２４）＋ＴＸ、デメトン



(79) JP 2020-515601 A 2020.5.28

10

20

30

40

50

－Ｓ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチ
ルスルホン（１０３９）＋ＴＸ、ジアフェンチウロン（２２６）＋ＴＸ、ジアリホス（１
０４２）＋ＴＸ、ジアミダホス（１０４４）＋ＴＸ、ダイアジノン（２２７）＋ＴＸ、ジ
カプトン（１０５０）＋ＴＸ、ジクロロフェンチオン（１０５１）＋ＴＸ、ジクロルボス
（２３６）＋ＴＸ、ジクリホス（代替名）＋ＴＸ、ジクレシル（代替名）［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、ジクロトホス（２４３）＋ＴＸ、ジシクラニル（２４４）＋ＴＸ、ディルドリン（１
０７０）＋ＴＸ、ジエチル５－メチルピラゾール－３－イルリン酸（ＩＵＰＡＣ名）（１
０７６）＋ＴＸ、ジフルベンズロン（２５０）＋ＴＸ、ジロール（代替名）［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、ジメフルトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジメホクス（１０８１）＋ＴＸ、ジメタン（１
０８５）＋ＴＸ、ジメトエート（２６２）＋ＴＸ、ジメトリン（１０８３）＋ＴＸ、ジメ
チルビンホス（２６５）＋ＴＸ、ジメチラン（１０８６）＋ＴＸ、ジネクス（１０８９）
＋ＴＸ、ジネクスジクレキシン（１０８９）＋ＴＸ、ジノプロプ（１０９３）＋ＴＸ、ジ
ノサム（１０９４）＋ＴＸ、ジノセブ（１０９５）＋ＴＸ、ジノテフラン（２７１）＋Ｔ
Ｘ、ジオフェノラン（１０９９）＋ＴＸ、ジオキサベンゾホス（１１００）＋ＴＸ、
ジオキサカルブ（１１０１）＋ＴＸ、ジオキサチオン（１１０２）＋ＴＸ、ジスルホトン
（２７８）＋ＴＸ、ジチクロホス（１１０８）＋ＴＸ、ＤＮＯＣ（２８２）＋ＴＸ、ドラ
メクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＤＳＰ（１１１５）＋ＴＸ、エクジステロン（代
替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＥＩ１６４２（開発コード）（１１１８）＋ＴＸ、エマメクチ
ン（２９１）＋ＴＸ、エマメクチン安息香酸塩（２９１）＋ＴＸ、ＥＭＰＣ（１１２０）
＋ＴＸ、エムペントリン（２９２）＋ＴＸ、エンドスルファン（２９４）＋ＴＸ、エンド
チオン（１１２１）＋ＴＸ、エンドリン（１１２２）＋ＴＸ、ＥＰＢＰ（１１２３）＋Ｔ
Ｘ、ＥＰＮ（２９７）＋ＴＸ、エポフェノナン（１１２４）＋ＴＸ、エピリノメクチン（
代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エスフェンバレレート（３０２）＋ＴＸ、エタホス（代替名
）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エチオフェンカルブ（３０８）＋ＴＸ、エチオン（３０９）＋ＴＸ
、エチプロル（３１０）＋ＴＸ、エトエートメチル（１１３４）＋ＴＸ、エトプロホス（
３１２）＋ＴＸ、ギ酸エチル（ＩＵＰＡＣ名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エチル－ＤＤＤ（代替
名）（１０５６）＋ＴＸ、エチレンジブロミド（３１６）＋ＴＸ、ジクロロエタン（化学
名）（１１３６）＋ＴＸ、エチレンオキシド［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エトフェンプロックス（
３１９）＋ＴＸ、エトリムホス（１１４２）＋ＴＸ、ＥＸＤ（１１４３）＋ＴＸ、ファン
ファー（３２３）＋ＴＸ、フェナミホス（３２６）＋ＴＸ、フェナザフロル（１１４７）
＋ＴＸ、フェンクロルホス（１１４８）＋ＴＸ、フェネタカルブ（１１４９）＋ＴＸ、フ
ェンフルトリン（１１５０）＋ＴＸ、フェニトロチオン（３３５）＋ＴＸ、フェノブカル
ブ（３３６）＋ＴＸ、フェノキサクリム（１１５３）＋ＴＸ、フェノキシカルブ（３４０
）＋ＴＸ、フェンピリトリン（１１５５）＋ＴＸ、フェンプロパトリン（３４２）＋ＴＸ
、フェンピラド（代替名）＋ＴＸ、フェンスルホチオン（１１５８）＋ＴＸ、フェンチオ
ン（３４６）＋ＴＸ、フェンチオンエチル［ＣＣＮ］＋ＴＸ、フェンバレレート（３４９
）＋ＴＸ、フィプロニル（３５４）＋ＴＸ、フロニカミド（３５８）＋ＴＸ、フルベンジ
アミド（ＣＡＳ登録番号：２７２４５１－６５－７）＋ＴＸ、フルコフロン（１１６８）
＋ＴＸ、フルシクロクスロン（３６６）＋ＴＸ、フルシトリネート（３６７）＋ＴＸ、フ
ルエネチル（１１６９）＋ＴＸ、フルフェネリム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、フルフェノクスロン
（３７０）＋ＴＸ、フルフェンプロックス（１１７１）＋ＴＸ、フルメトリン（３７２）
＋ＴＸ、フルバリネート（１１８４）＋ＴＸ、ＦＭＣ１１３７（開発コード）（１１８５
）＋ＴＸ、ホノホス（１１９１）＋ＴＸ、ホルメタネート（４０５）＋ＴＸ、ホルメタネ
ートヒドロクロリド（４０５）＋ＴＸ、ホルモチオン（１１９２）＋ＴＸ、ホルムパラネ
ート（１１９３）＋ＴＸ、ホスメチラン（１１９４）＋ＴＸ、ホスピレート（１１９５）
＋ＴＸ、ホスチアゼート（４０８）＋ＴＸ、ホスチエタン（１１９６）＋ＴＸ、フラチオ
カルブ（４１２）＋ＴＸ、フレトリン（１２００）＋ＴＸ、γ－シハロトリン（１９７）
＋ＴＸ、γ－ＨＣＨ（４３０）＋ＴＸ、グアザチン（４２２）＋ＴＸ、グアザチン酢酸塩
（４２２）＋ＴＸ、ＧＹ－８１（開発コード）（４２３）＋ＴＸ、ハルフェンプロクス（
４２４）＋ＴＸ、ハロフェノジド（４２５）＋ＴＸ、ＨＣＨ（４３０）＋ＴＸ、ＨＥＯＤ
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（１０７０）＋ＴＸ、ヘプタクロル（１２１１）＋ＴＸ、ヘプテノホス（４３２）＋ＴＸ
、ヘテロホス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヘキサフルムロン（４３９）＋ＴＸ、ＨＨＤＮ（８６４
）＋ＴＸ、ヒドラメチルノン（４４３）＋ＴＸ、シアン化水素（４４４）＋ＴＸ、ヒドロ
プレン（４４５）＋ＴＸ、ヒキンカルブ（１２２３）＋ＴＸ、イミダクロプリド（４５８
）＋ＴＸ、イミプロトリン（４６０）＋ＴＸ、インドキサカルブ（４６５）＋ＴＸ、ヨー
ドメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、ＩＰＳＰ（１２２９）＋ＴＸ、イサゾホス
（１２３１）＋ＴＸ、イソベンザン（１２３２）＋ＴＸ、イソカルボホス（代替名）（４
７３）＋ＴＸ、イソドリン（１２３５）＋ＴＸ、イソフェンホス（１２３６）＋ＴＸ、イ
ソラン（１２３７）＋ＴＸ、イソプロカルブ（４７２）＋ＴＸ、イソプロピルＯ－（メト
キシアミノチオホスホリル）サリチレート（ＩＵＰＡＣ名）（４７３）＋ＴＸ、イソプロ
チオラン（４７４）＋ＴＸ、イソチオエート（１２４４）＋ＴＸ、イソキサチオン（４８
０）＋ＴＸ、イベルメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジャスモリンＩ（６９６）＋
ＴＸ、ジャスモリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、ジョドフェンホス（１２４８）＋ＴＸ、幼虫
ホルモンＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、幼虫ホルモンＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ
、
幼虫ホルモンＩＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ケレバン（１２４９）＋ＴＸ、キノプ
レン（４８４）＋ＴＸ、λ－シハロトリン（１９８）＋ＴＸ、砒酸鉛［ＣＣＮ］＋ＴＸ、
レピメクチン（ＣＣＮ）＋ＴＸ、レプトホス（１２５０）＋ＴＸ、リンダン（４３０）＋
ＴＸ、リリムホス（１２５１）＋ＴＸ、ルフェヌロン（４９０）＋ＴＸ、リチダチオン（
１２５３）＋ＴＸ、ｍ－クメニルメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ名）（１０１４）＋Ｔ
Ｘ、リン化マグネシウム（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、マラチオン（４９２）＋Ｔ
Ｘ、マロノベン（１２５４）＋ＴＸ、マジドクス（１２５５）＋ＴＸ、メカルバム（５０
２）＋ＴＸ、メカルホン（１２５８）＋ＴＸ、メナゾン（１２６０）＋ＴＸ、メホスフォ
ラン（１２６１）＋ＴＸ、塩化第一水銀（５１３）＋ＴＸ、メスルフェンホス（１２６３
）＋ＴＸ、メタフルミゾン（ＣＣＮ）＋ＴＸ、メタム（５１９）＋ＴＸ、メタムカリウム
（代替名）（５１９）＋ＴＸ、メタムナトリウム（５１９）＋ＴＸ、メタクリホス（１２
６６）＋ＴＸ、メタミドホス（５２７）＋ＴＸ、ノルニコチン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１２６８）＋ＴＸ、メチダチオン（５２９）＋ＴＸ、
メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、メトクロトホス（１２７３）＋ＴＸ、メソミル（５３１
）＋ＴＸ、メトプレン（５３２）＋ＴＸ、メトキンブチル（１２７６）＋ＴＸ、メトトリ
ン（代替名）（５３３）＋ＴＸ、メトキシクロル（５３４）＋ＴＸ、メトキシフェノジド
（５３５）＋ＴＸ、臭化メチル（５３７）＋ＴＸ、メチルイソチオシアネート（５４３）
＋ＴＸ、メチルクロロホルム（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、塩化メチレン［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、メトフルトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メトルカルブ（５５０）＋ＴＸ、メトキサジアゾ
ン（１２８８）＋ＴＸ、メビンホス（５５６）＋ＴＸ、メキサカルベート（１２９０）＋
ＴＸ、ミルベメクチン（５５７）＋ＴＸ、ミルベマイシンオキシム（代替名）［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、ミパホクス（１２９３）＋ＴＸ、ミレックス（１２９４）＋ＴＸ、モノクロトホ
ス（５６１）＋ＴＸ、モルホチオン（１３００）＋ＴＸ、モキシデクチン（代替名）［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ナフタロホス（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ナレド（５６７）＋ＴＸ、ナ
フタレン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１３０３）＋ＴＸ
、ＮＣ－１７０（開発コード）（１３０６）＋ＴＸ、ＮＣ－１８４（化合物コード）＋Ｔ
Ｘ、ニコチン（５７８）＋ＴＸ、ニコチンスルフェート（５７８）＋ＴＸ、ニフルリジド
（１３０９）＋ＴＸ、ニテンピラム（５７９）＋ＴＸ、ニチアジン（１３１１）＋ＴＸ、
ニトリラカルブ（１３１３）＋ＴＸ、ニトリラカルブ１：１塩化亜鉛錯体（１３１３）＋
ＴＸ、ＮＮＩ－０１０１（化合物コード）＋ＴＸ、ＮＮＩ－０２５０（化合物コード）＋
ＴＸ、ノルニコチン（慣習名）（１３１９）＋ＴＸ、ノバルロン（５８５）＋ＴＸ、ノビ
フルムロン（５８６）＋ＴＸ、Ｏ－５－ジクロロ－４－ヨードフェニルＯ－エチルエチル
ホスホノチオエート（ＩＵＰＡＣ名）（１０５７）＋ＴＸ、Ｏ，Ｏ－ジエチルＯ－４－メ
チル－２－オキソ－２Ｈ－クロメン－７－イルホスホロチオネート（ＩＵＰＡＣ名）（１
０７４）＋ＴＸ、Ｏ，Ｏ－ジエチルＯ－６－メチル－２－プロピルピリミジン－４－イル
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ホスホロチオネート（ＩＵＰＡＣ名）（１０７５）＋ＴＸ、Ｏ，Ｏ，Ｏ’，Ｏ’－テトラ
プロピルジチオピロホスフェート（ＩＵＰＡＣ名）（１４２４）＋ＴＸ、オレイン酸（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（５９３）＋ＴＸ、オメトエート（５９４）＋ＴＸ、オキサミル（６０２）
＋ＴＸ、オキシデメトンメチル（６０９）＋ＴＸ、オキシデプロホス（１３２４）＋ＴＸ
、オキシジスルホトン（１３２５）＋ＴＸ、ｐｐ’－ＤＤＴ（２１９）＋ＴＸ、パラ－ジ
クロロベンゼン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、パラチオン（６１５）＋ＴＸ、パラチオンメチル（６
１６）＋ＴＸ、ペンフルロン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ペンタクロロフェノール（６
２３）＋ＴＸ、ラウリン酸ペンタクロロフェニル（ＩＵＰＡＣ名）（６２３）＋ＴＸ、ペ
ルメトリン（６２６）＋ＴＸ、石油（代替名）（６２８）＋ＴＸ、ＰＨ６０－３８（開発
コード）（１３２８）＋ＴＸ、フェンカプトン（１３３０）＋ＴＸ、フェノトリン（６３
０）＋ＴＸ、フェントエート（６３１）＋ＴＸ、ホレート（６３６）＋ＴＸ、ホサロン（
６３７）＋ＴＸ、ホスホラン（１３３８）＋ＴＸ、ホスメット（６３８）＋ＴＸ、ホスニ
クロル（１３３９）＋ＴＸ、ホスファミドン（６３９）＋ＴＸ、ホスフィン（ＩＵＰＡＣ
名）（６４０）＋ＴＸ、ホキシム（６４２）＋ＴＸ、ホキシムメチル（１３４０）＋ＴＸ
、
ピリメタホス（１３４４）＋ＴＸ、ピリミカーブ（６５１）＋ＴＸ、ピリミホスエチル（
１３４５）＋ＴＸ、ピリミホスメチル（６５２）＋ＴＸ、ポリクロロジシクロペンタジエ
ン異性体（ＩＵＰＡＣ名）（１３４６）＋ＴＸ、ポリクロロテルペン（慣習名）（１３４
７）＋ＴＸ、亜ヒ酸カリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、カリウムチオシアネート［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、プラレトリン（６５５）＋ＴＸ、プレコセンＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プレコ
センＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プレコセンＩＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、
プリミドホス（１３４９）＋ＴＸ、プロフェノホス（６６２）＋ＴＸ、プロフルトリン［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、プロマシル（１３５４）＋ＴＸ、プロメカルブ（１３５５）＋ＴＸ、プ
ロパホス（１３５６）＋ＴＸ、プロペタムホス（６７３）＋ＴＸ、プロポキスル（６７８
）＋ＴＸ、プロチダチオン（１３６０）＋ＴＸ、プロチオホス（６８６）＋ＴＸ、プロト
エート（１３６２）＋ＴＸ、プロトリフェンブト［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピメトロジン（６８
８）＋ＴＸ、ピラクロホス（６８９）＋ＴＸ、ピラゾホス（６９３）＋ＴＸ、ピレスメト
リン（１３６７）＋ＴＸ、ピレトリンＩ（６９６）＋ＴＸ、ピレトリンＩＩ（６９６）＋
ＴＸ、ピレトリン（６９６）＋ＴＸ、ピリダベン（６９９）＋ＴＸ、ピリダリル（７００
）＋ＴＸ、ピリダフェンチオン（７０１）＋ＴＸ、ピリミジフェン（７０６）＋ＴＸ、ピ
リミテート（１３７０）＋ＴＸ、ピリプロキシフェン（７０８）＋ＴＸ、カッシア（代替
名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、キナルホス（７１１）＋ＴＸ、キナルホスメチル（１３７６）＋
ＴＸ、キノチオン（１３８０）＋ＴＸ、キンチオホス（１３８１）＋ＴＸ、Ｒ－１４９２
（開発コード）（１３８２）＋ＴＸ、ラホキサニド（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、レスメ
スリン（７１９）＋ＴＸ、ロテノン（７２２）＋ＴＸ、ＲＵ１５５２５（開発コード）（
７２３）＋ＴＸ、ＲＵ２５４７５（開発コード）（１３８６）＋ＴＸ、リアニア（代替名
）（１３８７）＋ＴＸ、リアノジン（慣習名）（１３８７）＋ＴＸ、サバジラ（代替名）
（７２５）＋ＴＸ、シュラダン（１３８９）＋ＴＸ、セブホス（代替名）＋ＴＸ、セラメ
クチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＳＩ－０００９（化合物コード）＋ＴＸ、ＳＩ－０
２０５（化合物コード）＋ＴＸ、ＳＩ－０４０４（化合物コード）＋ＴＸ、ＳＩ－０４０
５（化合物コード）＋ＴＸ、シラフルオフェン（７２８）＋ＴＸ、ＳＮ７２１２９（開発
コード）（１３９７）＋ＴＸ、亜ヒ酸ナトリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シアン化ナトリウム
（４４４）＋ＴＸ、ナトリウムフッ化物（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａ
ｃｔｓ名）（１３９９）＋ＴＸ、ヘキサフルオロケイ酸ナトリウム（１４００）＋ＴＸ、
ペンタクロロフェノキシドナトリウム塩（６２３）＋ＴＸ、セレン酸ナトリウム（ＩＵＰ
ＡＣ名）（１４０１）＋ＴＸ、チオシアン酸ナトリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ソファミド（
１４０２）＋ＴＸ、スピノサド（７３７）＋ＴＸ、スピロメシフェン（７３９）＋ＴＸ、
スピロテトラマト（ＣＣＮ）＋ＴＸ、スルコフロン（７４６）＋ＴＸ、スルコフロンナト
リウム（７４６）＋ＴＸ、スルフラミド（７５０）＋ＴＸ、スルホテプ（７５３）＋ＴＸ
、スルフリルフッ化物（７５６）＋ＴＸ、スルプロホス（１４０８）＋ＴＸ、タール油（
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代替名）（７５８）＋ＴＸ、τ－フルバリネート（３９８）＋ＴＸ、チオナジン（１４１
２）＋ＴＸ、ＴＤＥ（１４１４）＋ＴＸ、テブフェノジド（７６２）＋ＴＸ、テブフェン
ピラド（７６３）＋ＴＸ、テブピリムホス（７６４）＋ＴＸ、テフルベンズロン（７６８
）＋ＴＸ、テフルトリン（７６９）＋ＴＸ、テメホス（７７０）＋ＴＸ、ＴＥＰＰ（１４
１７）＋ＴＸ、テラレスリン（１４１８）＋ＴＸ、テルバム（代替名）＋ＴＸ、テルブホ
ス（７７３）＋ＴＸ、テトラクロロエタン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、テトラクロルビンホス（７
７７）＋ＴＸ、テトラメトリン（７８７）＋ＴＸ、θ－シペルメトリン（２０４）＋ＴＸ
、チアクロプリド（７９１）＋ＴＸ、チアフェノクス（代替名）＋ＴＸ、チアメトキサム
（７９２）＋ＴＸ、チクロホス（１４２８）＋ＴＸ、チオカルボキシム（１４３１）＋Ｔ
Ｘ、チオシクラム（７９８）＋ＴＸ、チオシクラム水素オキサレート（７９８）＋ＴＸ、
チオジカルブ（７９９）＋ＴＸ、チオファノックス（８００）＋ＴＸ、チオメトン（８０
１）＋ＴＸ、チオナジン（１４３４）＋ＴＸ、チオスルタップ（８０３）＋ＴＸ、チオス
ルタップナトリウム（８０３）＋ＴＸ、ツリンギエンシン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、
トルフェンピラド（８０９）＋ＴＸ、
トラロメトリン（８１２）＋ＴＸ、トランスフルトリン（８１３）＋ＴＸ、トランスパー
メトリン（１４４０）＋ＴＸ、トリアミホス（１４４１）＋ＴＸ、トリアザメート（８１
８）＋ＴＸ、トリアゾホス（８２０）＋ＴＸ、トリアズロン（代替名）＋ＴＸ、トリクロ
ルホン（８２４）＋ＴＸ、トリクロルメタホス－３（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トリク
ロロナト（１４５２）＋ＴＸ、トリフェノホス（１４５５）＋ＴＸ、トリフルムロン（８
３５）＋ＴＸ、トリメタカルブ（８４０）＋ＴＸ、トリプレン（１４５９）＋ＴＸ、バミ
ドチオン（８４７）＋ＴＸ、バニリプロール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ベラトリジン（代替名）
（７２５）＋ＴＸ、ベラトリン（代替名）（７２５）＋ＴＸ、ＸＭＣ（８５３）＋ＴＸ、
キシリルカルブ（８５４）＋ＴＸ、ＹＩ－５３０２（化合物コード）＋ＴＸ、ζ－シペル
メトリン（２０５）＋ＴＸ、ζメトリン（代替名）＋ＴＸ、亜鉛ホスフィド（６４０）＋
ＴＸ、ゾラプロホス（１４６９）およびＺＸＩ８９０１（開発コード）（８５８）＋ＴＸ
、シアントラニリプロール［７３６９９４－６３－１９＋ＴＸ、クロラントラニリプロー
ル［５００００８－４５－７］＋ＴＸ、シエノピラフェン［５６０１２１－５２－０］＋
ＴＸ、シフルメトフェン［４００８８２－０７－７］＋ＴＸ、ピリフルキナゾン［３３７
４５８－２７－２］＋ＴＸ、スピネトラム［１８７１６６－４０－１＋１８７１６６－１
５－０］＋ＴＸ、スピロテトラマト［２０３３１３－２５－１］＋ＴＸ、スルホキサフロ
ル［９４６５７８－００－３］＋ＴＸ、フルフィプロール［７０４８８６－１８－０］＋
ＴＸ、メペルフルトリン［９１５２８８－１３－０］＋ＴＸ、テトラメチルフルトリン［
８４９３７－８８－２］＋ＴＸ、トリフルメゾピリム（国際公開第２０１２／０９２１１
５号に開示されている）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺虫剤、
ビス（トリブチルスズ）オキシド（ＩＵＰＡＣ名）（９１３）＋ＴＸ、ブロモアセタミド
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヒ酸カルシウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロエトカルブ（９９９）＋ＴＸ
、アセト亜ヒ酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、硫酸銅（１７２）＋ＴＸ、フェンチン（３４７）＋
ＴＸ、第二鉄リン酸（ＩＵＰＡＣ名）（３５２）＋ＴＸ、メタアルデヒド（５１８）＋Ｔ
Ｘ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、ニクロスアミド（５７６）＋ＴＸ、ニクロスアミド
オラミン（５７６）＋ＴＸ、ペンタクロロフェノール（６２３）＋ＴＸ、ペンタクロロフ
ェノキシドナトリウム塩（６２３）＋ＴＸ、チオナジン（１４１２）＋ＴＸ、チオジカル
ブ（７９９）＋ＴＸ、酸化トリブチルスズ（９１３）＋ＴＸ、トリフェンモルフ（１４５
４）＋ＴＸ、トリメタカルブ（８４０）＋ＴＸ、酢酸トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）
（３４７）および水酸化トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（３４７）＋ＴＸ、ピリプロ
ール［３９４７３０－７１－３］＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺軟体動物
剤、
ＡＫＤ－３０８８（化合物コード）＋ＴＸ、１，２－ジブロモ－３－クロロプロパン（Ｉ
ＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０４５）＋ＴＸ、１，２－ジ
クロロプロパン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０６２）
＋ＴＸ、１，２－ジクロロプロパンを伴う１，３－ジクロロプロペン（ＩＵＰＡＣ名）（
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１０６３）＋ＴＸ、１，３－ジクロロプロペン（２３３）＋ＴＸ、３，４－ジクロロテト
ラヒドロチオフェン１，１－ジオキシド（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａ
ｃｔｓ名）（１０６５）＋ＴＸ、３－（４－クロロフェニル）－５－メチルロダニン（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（９８０）＋ＴＸ、５－メチル－６－チオキソ－１，３，５－チアジアジナ
ン－３－イル酢酸（ＩＵＰＡＣ名）（１２８６）＋ＴＸ、６－イソペンテニルアミノプリ
ン（代替名）（２１０）＋ＴＸ、アバメクチン（１）＋ＴＸ、アセトプロール［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、アラニカルブ（１５）＋ＴＸ、アルジカルブ（１６）＋ＴＸ、アルドキシカルブ
（８６３）＋ＴＸ、ＡＺ６０５４１（化合物コード）＋ＴＸ、ベンクロチアズ［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、ベノミル（６２）＋ＴＸ、ブチルピリダベン（代替名）＋ＴＸ、カズサホス（１
０９）＋ＴＸ、カルボフラン（１１８）＋ＴＸ、二硫化炭素（９４５）＋ＴＸ、カルボス
ルファン（１１９）＋ＴＸ、クロルピクリン（１４１）＋ＴＸ、クロルピリホス（１４５
）＋ＴＸ、クロエトカルブ（９９９）＋ＴＸ、サイトカイニン（代替名）（２１０）＋Ｔ
Ｘ、ダゾメット（２１６）＋ＴＸ、ＤＢＣＰ（１０４５）＋ＴＸ、ＤＣＩＰ（２１８）＋
ＴＸ、ジアミダホス（１０４４）＋ＴＸ、ジクロロフェンチオン（１０５１）＋ＴＸ、ジ
クリホス（代替名）＋ＴＸ、ジメトエート（２６２）＋ＴＸ、ドラメクチン（代替名）［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、エマメクチン（２９１）＋ＴＸ、エマメクチン安息香酸塩（２９１）＋
ＴＸ、エピリノメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エトプロホス（３１２）＋ＴＸ、
エチレンジブロミド（３１６）＋ＴＸ、フェナミホス（３２６）＋ＴＸ、フェンピラド（
代替名）＋ＴＸ、フェンスルホチオン（１１５８）＋ＴＸ、ホスチアゼート（４０８）＋
ＴＸ、ホスチエタン（１１９６）＋ＴＸ、ルフラール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＧＹ
－８１（開発コード）（４２３）＋ＴＸ、ヘテロホス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヨードメタン（
ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、イサミドホス（１２３０）＋ＴＸ、イサゾホス（１２
３１）＋ＴＸ、イベルメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、カイネチン（代替名）（２
１０）＋ＴＸ、メカルホン（１２５８）＋ＴＸ、メタム（５１９）＋ＴＸ、メタムカリウ
ム（代替名）（５１９）＋ＴＸ、メタムナトリウム（５１９）＋ＴＸ、臭化メチル（５３
７）＋ＴＸ、メチルイソチオシアネート（５４３）＋ＴＸ、ミルベマイシンオキシム（代
替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、モキシデクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ミロテシウムベ
ルカリア（Ｍｙｒｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｖｅｒｒｕｃａｒｉａ）組成物（代替名）（５６５
）＋ＴＸ、ＮＣ－１８４（化合物コード）＋ＴＸ、オキサミル（６０２）＋ＴＸ、ホレー
ト（６３６）＋ＴＸ、ホスファミドン（６３９）＋ＴＸ、ホスホカルブ［ＣＣＮ］＋ＴＸ
、セブホス（代替名）＋ＴＸ、セラメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、スピノサド（
７３７）＋ＴＸ、テルバム（代替名）＋ＴＸ、テルブホス（７７３）＋ＴＸ、テトラクロ
ロチオフェン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１４２２）＋
ＴＸ、チアフェノクス（代替名）＋ＴＸ、チオナジン（１４３４）＋ＴＸ、トリアゾホス
（８２０）＋ＴＸ、トリアズロン（代替名）＋ＴＸ、キシレノルス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、Ｙ
Ｉ－５３０２（化合物コード）およびゼアチン（代替名）（２１０）＋ＴＸ、フルエンス
ルホン［３１８２９０－９８－１］＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺線虫剤
、
エチルキサントゲン酸カリウム［ＣＣＮ］およびニトラピリン（５８０）＋ＴＸから構成
される物質群から選択される硝化抑制剤、
アシベンゾラル（６）＋ＴＸ、アシベンゾラル－Ｓ－メチル（６）＋ＴＸ、プロベナゾー
ル（６５８）およびオオイタドリ（Ｒｅｙｎｏｕｔｒｉａ　ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓｉｓ
）抽出物（代替名）（７２０）＋ＴＸから構成される物質群から選択される植物活性化剤
、
２－イソバレリルインダン－１，３－ジオン（ＩＵＰＡＣ名）（１２４６）＋ＴＸ、４－
（キノキサリン－２－イルアミノ）ベンゼンスルホンアミド（ＩＵＰＡＣ名）（７４８）
＋ＴＸ、α－クロロヒドリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、リン化アルミニウム（６４０）＋ＴＸ、
アンツ（８８０）＋ＴＸ、三酸化ヒ素（８８２）＋ＴＸ、炭酸バリウム（８９１）＋ＴＸ
、ビスチオセミ（９１２）＋ＴＸ、ブロジファクム（８９）＋ＴＸ、ブロマジオロン（９
１）＋ＴＸ、ブロメタリン（９２）＋ＴＸ、シアン化カルシウム（４４４）＋ＴＸ、クロ
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ラロース（１２７）＋ＴＸ、クロロファシノン（１４０）＋ＴＸ、コレカルシフェロール
（代替名）（８５０）＋ＴＸ、クマクロル（１００４）＋ＴＸ、クマフリル（１００５）
＋ＴＸ、クマテトラリル（１７５）＋ＴＸ、クリミジン（１００９）＋ＴＸ、ジフェナク
ム（２４６）＋ＴＸ、ジフェチアロン（２４９）＋ＴＸ、ジファシノン（２７３）＋ＴＸ
、エルゴカルシフェロール（３０１）＋ＴＸ、フロクマフェン（３５７）＋ＴＸ、フルオ
ロアセタミド（３７９）＋ＴＸ、フルプロパジン（１１８３）＋ＴＸ、フルプロパジンヒ
ドロクロリド（１１８３）＋ＴＸ、γ－ＨＣＨ（４３０）＋ＴＸ、ＨＣＨ（４３０）＋Ｔ
Ｘ、シアン化水素（４４４）＋ＴＸ、ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、
リンダン（４３０）＋ＴＸ、リン化マグネシウム（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、臭
化メチル（５３７）＋ＴＸ、ノルボルミド（１３１８）＋ＴＸ、ホスアセチム（１３３６
）＋ＴＸ、ホスフィン（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、リン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピン
ドン（１３４１）＋ＴＸ、亜ヒ酸カリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピリヌロン（１３７１）＋
ＴＸ、シリロシド（１３９０）＋ＴＸ、亜ヒ酸ナトリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シアン化ナ
トリウム（４４４）＋ＴＸ、フルオロ酢酸ナトリウム（７３５）＋ＴＸ、ストリキニン（
７４５）＋ＴＸ、硫酸タリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ワルファリン（８５１）および亜鉛ホ
スフィド（６４０）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺鼠剤、
２－（２－ブトキシエトキシ）－エチルピペロニレート（ＩＵＰＡＣ名）（９３４）＋Ｔ
Ｘ、５－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－３－ヘキシルシクロヘキサ－２－
エノン（ＩＵＰＡＣ名）（９０３）＋ＴＸ、ファルネソールを伴うネロリドール（代替名
）（３２４）＋ＴＸ、ＭＢ－５９９（開発コード）（４９８）＋ＴＸ、ＭＧＫ２６４（開
発コード）（２９６）＋ＴＸ、ピペロニルブトキシド（６４９）＋ＴＸ、ピプロタール（
１３４３）＋ＴＸ、プロピル異性体（１３５８）＋ＴＸ、Ｓ４２１（開発コード）（７２
４）＋ＴＸ、セサメックス（１３９３）＋ＴＸ、セサスモリン（１３９４）およびスルホ
キシド（１４０６）＋ＴＸから構成される物質群から選択される共力剤、
アントラキノン（３２）＋ＴＸ、クロラロース（１２７）＋ＴＸ、ナフテン酸銅［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、オキシ塩化銅（１７１）＋ＴＸ、ダイアジノン（２２７）＋ＴＸ、ジシクロペ
ンタジエン（化学名）（１０６９）＋ＴＸ、グアザチン（４２２）＋ＴＸ、グアザチン酢
酸塩（４２２）＋ＴＸ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、ピリジン－４－アミン（ＩＵＰ
ＡＣ名）（２３）＋ＴＸ、チラム（８０４）＋ＴＸ、トリメタカルブ（８４０）＋ＴＸ、
ナフテン酸亜鉛［ＣＣＮ］およびジラム（８５６）＋ＴＸから構成される物質群から選択
される動物忌避剤、
イマニン（代替名）［ＣＣＮ］およびリバビリン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成さ
れる物質群から選択される抗ウイルス剤、
酸化水銀（ＩＩ）（５１２）＋ＴＸ、オクチリノン（５９０）およびチオファネートメチ
ル（８０２）＋ＴＸから構成される物質群から選択される創傷保護剤、
ならびに、アメトクトラジン［８６５３１８－９７－４］＋ＴＸ、アミスルブロム［３４
８６３５－８７－０］＋ＴＸ、アザコナゾール［６０２０７－３１－０］＋ＴＸ、ベンゾ
ビンジフルピル［１０７２９５７－７１－１］＋ＴＸ、ビテルタノール［７０５８５－３
６－３］＋ＴＸ、ビキサフェン［５８１８０９－４６－３］＋ＴＸ、ブロムコナゾール［
１１６２５５－４８－２］＋ＴＸ、クモキシストロビン［８５０８８１－７０－８］＋Ｔ
Ｘ、シプロコナゾール［９４３６１－０６－５］＋ＴＸ、ジフェノコナゾール［１１９４
４６－６８－３］＋ＴＸ、ジニコナゾール［８３６５７－２４－３］＋ＴＸ、エノキサス
トロビン［２３８４１０－１１－２］＋ＴＸ、エポキシコナゾール［１０６３２５－０８
－０］＋ＴＸ、フェンブコナゾール［１１４３６９－４３－６］＋ＴＸ、フェンピラザミ
ン［４７３７９８－５９－３］＋ＴＸ、フルキンコナゾール［１３６４２６－５４－５］
＋ＴＸ、フルシラゾール［８５５０９－１９－９］＋ＴＸ、フルトリアホール［７６６７
４－２１－０］＋ＴＸ、フルキサピロキサド［９０７２０４－３１－３］＋ＴＸ、フルオ
ピラム［６５８０６６－３５－４］＋ＴＸ、フェナミンストロビン［３６６８１５－３９
－６］＋ＴＸ、イソフェタミド［８７５９１５－７８－９］＋ＴＸ、ヘキサコナゾール［
７９９８３－７１－４］＋ＴＸ、イマザリル［３５５５４－４４－０］＋ＴＸ、イミベン
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コナゾール［８６５９８－９２－７］＋ＴＸ、イプコナゾール［１２５２２５－２８－７
］＋ＴＸ、イプフェントリフルコナゾール［１４１７７８２－０８－１］＋ＴＸ、インピ
ルフルキサム［１３５２９９４－６７－２］＋ＴＸ、イソチアニル［２２４０４９－０４
－１］＋ＴＸ、マンデストロビン［１７３６６２－９７－０］（国際公開第２０１０／０
９３０５９号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、メフェントリフルコナゾール［１
４１７７８２－０３－６］＋ＴＸ、メトコナゾール［１２５１１６－２３－６］＋ＴＸ、
ミクロブタニル［８８６７１－８９－０］＋ＴＸ、パクロブトラゾール［７６７３８－６
２－０］＋ＴＸ、ペフラゾエート［１０１９０３－３０－４］＋ＴＸ、ペンフルフェン［
４９４７９３－６７－８］＋ＴＸ、ペンコナゾール［６６２４６－８８－６］＋ＴＸ、プ
ロチオコナゾール［１７８９２８－７０－６］＋ＴＸ、ピリフェノックス［８８２８３－
４１－４］＋ＴＸ、プロクロラズ［６７７４７－０９－５］＋ＴＸ、プロピコナゾール［
６０２０７－９０－１］＋ＴＸ、シメコナゾール［１４９５０８－９０－７］＋ＴＸ、テ
ブコナゾール［１０７５３４－９６－３］＋ＴＸ、テトラコナゾール［１１２２８１－７
７－３］＋ＴＸ、トリアジメホン［４３１２１－４３－３］＋ＴＸ、トリアジメノール［
５５２１９－６５－３］＋ＴＸ、トリフルミゾール［９９３８７－８９－０］＋ＴＸ、ト
リチコナゾール［１３１９８３－７２－７］＋ＴＸ、アンシミドール［１２７７１－６８
－５］＋ＴＸ、フェナリモル［６０１６８－８８－９］＋ＴＸ、ヌアリモール［６３２８
４－７１－９］＋ＴＸ、ブピリメート［４１４８３－４３－６］＋ＴＸ、ジメチリモール
［５２２１－５３－４］＋ＴＸ、エチリモール［２３９４７－６０－６］＋ＴＸ、ドデモ
ルフ［１５９３－７７－７］＋ＴＸ、フェンプロピジン［６７３０６－００－７］＋ＴＸ
、フェンプロピモルフ［６７５６４－９１－４］＋ＴＸ、スピロキサミン［１１８１３４
－３０－８］＋ＴＸ、トリデモルフ［８１４１２－４３－３］＋ＴＸ、シプロジニル［１
２１５５２－６１－２］＋ＴＸ、メパニピリム［１１０２３５－４７－７］＋ＴＸ、ピリ
メタニル［５３１１２－２８－０］＋ＴＸ、フェンピクロニル［７４７３８－１７－３］
＋ＴＸ、フルジオキソニル［１３１３４１－８６－１］＋ＴＸ、フルインダピル［１３８
３８０９－８７－７］＋ＴＸ、ベナラキシル［７１６２６－１１－４］＋ＴＸ、フララキ
シル［５７６４６－３０－７］＋ＴＸ、メタラキシル［５７８３７－１９－１］＋ＴＸ、
Ｒ－メタラキシル［７０６３０－１７－０］＋ＴＸ、オフラセ［５８８１０－４８－３］
＋ＴＸ、オキサジキシル［７７７３２－０９－３］＋ＴＸ、ベノミル［１７８０４－３５
－２］＋ＴＸ、カルベンダジム［１０６０５－２１－７］＋ＴＸ、デバカルブ［６２７３
２－９１－６］＋ＴＸ、フベリダゾール［３８７８－１９－１］＋ＴＸ、チアベンダゾー
ル［１４８－７９－８］＋ＴＸ、クロゾリネート［８４３３２－８６－５］＋ＴＸ、ジク
ロゾリン［２４２０１－５８－９］＋ＴＸ、イプロジオン［３６７３４－１９－７］＋Ｔ
Ｘ、ミクロゾリン［５４８６４－６１－８］＋ＴＸ、プロシミドン［３２８０９－１６－
８］＋ＴＸ、ビンクロゾリン［５０４７１－４４－８］＋ＴＸ、ボスカリド［１８８４２
５－８５－６］＋ＴＸ、カルボキシン［５２３４－６８－４］＋ＴＸ、フェンフラム［２
４６９１－８０－３］＋ＴＸ、フルトラニル［６６３３２－９６－５］＋ＴＸ、フルチア
ニル［９５８６４７－１０－４］＋ＴＸ、メプロニル［５５８１４－４１－０］＋ＴＸ、
オキシカルボキシン［５２５９－８８－１］＋ＴＸ、ペンチオピラド［１８３６７５－８
２－３］＋ＴＸ、チフルザミド［１３００００－４０－７］＋ＴＸ、グアザチン［１０８
１７３－９０－６］＋ＴＸ、ドジン［２４３９－１０－３］［１１２－６５－２］（遊離
塩基）＋ＴＸ、イミノオクタジン［１３５１６－２７－３］＋ＴＸ、アゾキシストロビン
［１３１８６０－３３－８］＋ＴＸ、ジモキシストロビン［１４９９６１－５２－４］＋
ＴＸ、エネストロブリン｛Ｐｒｏｃ．ＢＣＰＣ、Ｉｎｔ．Ｃｏｎｇｒ．，Ｇｌａｓｇｏｗ
，２００３，１，９３｝＋ＴＸ、フルオキサストロビン［３６１３７７－２９－９］＋Ｔ
Ｘ、クレソキシム－メチル［１４３３９０－８９－０］＋ＴＸ、メトミノストロビン［１
３３４０８－５０－１］＋ＴＸ、トリフロキシストロビン［１４１５１７－２１－７］＋
ＴＸ、オリサストロビン［２４８５９３－１６－０］＋ＴＸ、ピコキシストロビン［１１
７４２８－２２－５］＋ＴＸ、ピラクロストロビン［１７５０１３－１８－０］＋ＴＸ、
ピラオキシストロビン［８６２５８８－１１－２］＋ＴＸ、ファーバム［１４４８４－６
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４－１］＋ＴＸ、マンコゼブ［８０１８－０１－７］＋ＴＸ、マネブ［１２４２７－３８
－２］＋ＴＸ、メチラム［９００６－４２－２］＋ＴＸ、プロピネブ［１２０７１－８３
－９］＋ＴＸ、チラム［１３７－２６－８］＋ＴＸ、ジネブ［１２１２２－６７－７］＋
ＴＸ、ジラム［１３７－３０－４］＋ＴＸ、カプタホール［２４２５－０６－１］＋ＴＸ
、カプタン［１３３－０６－２］＋ＴＸ、ジクロロフルアニド［１０８５－９８－９］＋
ＴＸ、フルオロイミド［４１２０５－２１－４］＋ＴＸ、フォルペット［１３３－０７－
３］＋ＴＸ、トリルフルアニド［７３１－２７－１］＋ＴＸ、ボルドー混合物［８０１１
－６３－０］＋ＴＸ、水酸化銅［２０４２７－５９－２］＋ＴＸ、オキシ塩化銅［１３３
２－４０－７］＋ＴＸ、硫酸銅［７７５８－９８－７］＋ＴＸ、酸化銅［１３１７－３９
－１］＋ＴＸ、マンカッパー［５３９８８－９３－５］＋ＴＸ、オキシン－銅［１０３８
０－２８－６］＋ＴＸ、ジノカップ［１３１－７２－６］＋ＴＸ、ニトロタール－イソプ
ロピル［１０５５２－７４－６］＋ＴＸ、エジフェンホス［１７１０９－４９－８］＋Ｔ
Ｘ、イプロベンホス［２６０８７－４７－８］＋ＴＸ、イソプロチオラン［５０５１２－
３５－１］＋ＴＸ、
ホスジフェン［３６５１９－００－３］＋ＴＸ、ピラゾホス［１３４５７－１８－６］＋
ＴＸ、トルクロホス－メチル［５７０１８－０４－９］＋ＴＸ、アシベンゾラル－Ｓ－メ
チル［１３５１５８－５４－２］＋ＴＸ、アニラジン［１０１－０５－３］＋ＴＸ、ベン
チアバリカルブ［４１３６１５－３５－７］＋ＴＸ、ブラストサイジン－Ｓ［２０７９－
００－７］＋ＴＸ、キノメチオナ－ト［２４３９－０１－２］＋ＴＸ、クロロネブ［２６
７５－７７－６］＋ＴＸ、クロロタロニル［１８９７－４５－６］＋ＴＸ、シフルフェナ
ミド［１８０４０９－６０－３］＋ＴＸ、シモキサニル［５７９６６－９５－７］＋ＴＸ
、ジクロン［１１７－８０－６］＋ＴＸ、ジクロシメット［１３９９２０－３２－４］＋
ＴＸ、ジクロメジン［６２８６５－３６－５］＋ＴＸ、ジクロラン［９９－３０－９］＋
ＴＸ、ジエトフェンカルブ［８７１３０－２０－９］＋ＴＸ、ジメトモルフ［１１０４８
８－７０－５］＋ＴＸ、ＳＹＰ　ＬＩ９０（フルモルフ）［２１１８６７－４７－９］＋
ＴＸ、ジチアノン［３３４７－２２－６］＋ＴＸ、エタボキサム［１６２６５０－７７－
３］＋ＴＸ、エトリジアゾール［２５９３－１５－９］＋ＴＸ、ファモキサドン［１３１
８０７－５７－３］＋ＴＸ、フェナミドン［１６１３２６－３４－７］＋ＴＸ、フェノキ
サニル［１１５８５２－４８－７］＋ＴＸ、フェンチン［６６８－３４－８］＋ＴＸ、フ
ェリムゾン［８９２６９－６４－７］＋ＴＸ、フルアジナム［７９６２２－５９－６］＋
ＴＸ、フルオピコリド［２３９１１０－１５－７］＋ＴＸ、フルスルファミド［１０６９
１７－５２－６］＋ＴＸ、フェンヘキサミド［１２６８３３－１７－８］＋ＴＸ、フォセ
チル－アルミニウム［３９１４８－２４－８］＋ＴＸ、ヒメキサゾール［１０００４－４
４－１］＋ＴＸ、イプロバリカルブ［１４０９２３－１７－７］＋ＴＸ、ＩＫＦ　９１６
（シアゾファミド）［１２０１１６－８８－３］＋ＴＸ、カスガマイシン［６９８０－１
８－３］＋ＴＸ、メタスルホカルブ［６６９５２－４９－６］＋ＴＸ、メトラフェノン［
２２０８９９－０３－６］＋ＴＸ、ペンシクロン［６６０６３－０５－６］＋ＴＸ、フタ
リド［２７３５５－２２－２］＋ＴＸ、ピカルブトラゾクス［５００２０７－０４－５］
＋ＴＸ、ポリオキシン［１１１１３－８０－７］＋ＴＸ、プロベナゾール［２７６０５－
７６－１］＋ＴＸ、プロパモカルブ［２５６０６－４１－１］＋ＴＸ、プロキナジド［１
８９２７８－１２－４］＋ＴＸ、ピジフルメトフェン［１２２８２８４－６４－７］＋Ｔ
Ｘ、ピラメトストロビン［９１５４１０－７０－７］＋ＴＸ、ピロキロン［５７３６９－
３２－１］＋ＴＸ、ピリオフェノン［６８８０４６－６１－９］＋ＴＸ、ピリベンカルブ
［７９９２４７－５２－２］＋ＴＸ、ピリソキサゾール［８４７７４９－３７－５］＋Ｔ
Ｘ、キノキシフェン［１２４４９５－１８－７］＋ＴＸ、キントゼン［８２－６８－８］
＋ＴＸ、硫黄［７７０４－３４－９］＋ＴＸ、Ｔｉｍｏｒｅｘ　ＧｏｌｄTM（ｔｈｅ　Ｓ
ｔｏｃｋｔｏｎ　Ｇｒｏｕｐからのティーツリーオイルを含む植物抽出物）＋ＴＸ、テブ
フロキン［３７６６４５－７８－２］＋ＴＸ、チアジニル［２２３５８０－５１－６］＋
ＴＸ、トリアゾキシド［７２４５９－５８－６］＋ＴＸ、トルプロカルブ［９１１４９９
－６２－２］＋ＴＸ、トリクロピリカルブ［９０２７６０－４０－１］＋ＴＸ、トリシク
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ラゾール［４１８１４－７８－２］＋ＴＸ、トリホリン［２６６４４－４６－２］＋ＴＸ
、バリダマイシン［３７２４８－４７－８］＋ＴＸ、バリフェナレート［２８３１５９－
９０－０］＋ＴＸ、ゾキサミド（ＲＨ７２８１）［１５６０５２－６８－５］＋ＴＸ、マ
ンジプロパミド［３７４７２６－６２－２］＋ＴＸ、イソピラザム［８８１６８５－５８
－１］＋ＴＸ、フェナマクリル＋ＴＸ、セダキサン［８７４９６７－６７－６］＋ＴＸ、
トリネキサパック－エチル［９５２６６－４０－３］＋ＴＸ、３－ジフルオロメチル－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸（９－ジクロロメチレン－１，２，３，４
－テトラヒドロ－１，４－メタノ－ナフタレン－５－イル）－アミド（国際公開第２００
７／０４８５５６号に開示）＋ＴＸ、３－ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボン酸（３’，４’，５’－トリフルオロ－ビフェニル－２－イル）－ア
ミド（国際公開第２００６／０８７３４３号に開示）＋ＴＸ、［（３Ｓ，４Ｒ，４ａＲ，
６Ｓ，６ａＳ，１２Ｒ，１２ａＳ，１２ｂＳ）－３－［（シクロプロピルカルボニル）オ
キシ］－１，３，４，４ａ，５，６，６ａ，１２，１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－６，１
２－ジヒドロキシ－４，６ａ，１２ｂ－トリメチル－１１－オキソ－９－（３－ピリジニ
ル）－２Ｈ，１１Ｈナフト［２，１－ｂ］ピラノ［３，４－ｅ］ピラン－４－イル］メチ
ル－シクロプロパンカルボキシレート［９１５９７２－１７－７］＋ＴＸ、および１，３
，５－トリメチル－Ｎ－（２－メチル－１－オキソプロピル）－Ｎ－［３－（２－メチル
プロピル）－４－［２，２，２－トリフルオロ－１－メトキシ－１－（トリフルオロメチ
ル）エチル］フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド［９２６９１４－５５
－８］＋ＴＸからなる群から選択される生物活性な化合物、
または、Ｎ－［（５－クロロ－２－イソプロピル－フェニル）メチル］－Ｎ－シクロプロ
ピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－ピラゾール－４－カルボ
キサミド（国際公開第２０１０／１３０７６７号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ
、２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジ
ピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン（国際公開第２０１１／１３８２８
１号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、６－エチル－５，７－ジオキソ－ピロロ［
４，５］［１，４］ジチイノ［１，２－ｃ］イソチアゾール－３－カルボニトリル＋ＴＸ
、４－（２－ブロモ－４－フルオロ－フェニル）－Ｎ－（２－クロロ－６－フルオロ－フ
ェニル）－２，５－ジメチル－ピラゾール－３－アミン（国際公開第２０１２／０３１０
６１号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（７－
フルオロ－１，１，３－トリメチル－インダン－４－イル）－１－メチル－ピラゾール－
４－カルボキサミド（国際公開第２０１２／０８４８１２号に記載の手順に従って調製可
能）＋ＴＸ、ＣＡＳ　８５０８８１－３０－０＋ＴＸ、３－（３，４－ジクロロ－１，２
－チアゾール－５－イルメトキシ）－１，２－ベンゾチアゾール１，１－ジオキシド（国
際公開第２００７／１２９４５４号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、２－［２－
［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル］－２－メトキシ－Ｎ－メチル－ア
セトアミド＋ＴＸ、３－（４，４－ジフルオロ－３，４－ジヒドロ－３，３－ジメチルイ
ソキノリン－１－イル）キノロン（国際公開第２００５／０７０９１７号に記載の手順に
従って調製可能）＋ＴＸ、２－［２－フルオロ－６－［（８－フルオロ－２－メチル－３
－キノリル）オキシ］フェニル］プロパン－２－オール（国際公開第２０１１／０８１１
７４号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、２－［２－［（７，８－ジフルオロ－２
－メチル－３－キノリル）オキシ］－６－フルオロ－フェニル］プロパン－２－オール（
国際公開第２０１１／０８１１７４号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、オキサチ
アピプロリン＋ＴＸ［１００３３１８－６７－９］、ｔｅｒｔ－ブチルＮ－［６－［［［
（１－メチルテトラゾール－５－イル）－フェニル－メチレン］アミノ］オキシメチル］
－２－ピリジル］カルバメート＋ＴＸ、Ｎ－［２－（３，４－ジフルオロフェニル）フェ
ニル］－３－（トリフルオロメチル）ピラジン－２－カルボキサミド（国際公開第２００
７／０７２９９９号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、３－（ジフルオロメチル）
－１－メチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチルインダン－４－イル］ピラゾー
ル－４－カルボキサミド（国際公開第２０１４／０１３８４２号に記載の手順に従って調
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製可能）＋ＴＸ、２，２，２－トリフルオロエチルＮ－［２－メチル－１－［［（４－メ
チルベンゾイル）アミノ］メチル］プロピル］カルバメート＋ＴＸ、（２ＲＳ）－２－［
４－（４－クロロフェノキシ）－α，α，α－トリフルオロ－ｏ－トリル］－１－（１Ｈ
－１，２，４－トリアゾール－１－イル）プロパン－２－オール＋ＴＸ、（２ＲＳ）－２
－［４－（４－クロロフェノキシ）－α，α，α－トリフルオロ－ｏ－トリル］－３－メ
チル－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ブタン－２－オール＋ＴＸ、
２－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｒ）－３－エチル－１，１－ジメチル－インダン
－４－イル］ピリジン－３－カルボキサミド＋ＴＸ、２－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［
３－エチル－１，１－ジメチル－インダン－４－イル］ピリジン－３－カルボキサミド＋
ＴＸ、Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－フェノキシ－フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチ
ル－ホルムアミジン＋ＴＸ、Ｎ’－［４－（４，５－ジクロロチアゾール－２－イル）オ
キシ－２，５－ジメチル－フェニル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン（国際
公開第２００７／０３１５１３号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、［２－［３－
［２－［１－［２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）ピラゾール－１－イル］アセチ
ル］－４－ピペリジル］チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロイソオキサゾール－
５－イル］－３－クロロ－フェニル］メタンスルホネート（国際公開第２０１２／０２５
５５７号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、
ブト－３－イニルＮ－［６－［［（Ｚ）－［（１－メチルテトラゾール－５－イル）－フ
ェニル－メチレン］アミノ］オキシメチル］－２－ピリジル］カルバメート（国際公開第
２０１０／０００８４１号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、２－［［３－（２－
クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル
］－４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン（国際公開第２０１０／１４６０３１
号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、メチルＮ－［［５－［４－（２，４－ジメチ
ルフェニル）トリアゾール－２－イル］－２－メチル－フェニル］メチル］カルバメート
＋ＴＸ、３－クロロ－６－メチル－５－フェニル－４－（２，４，６－トリフルオロフェ
ニル）ピリダジン（国際公開第２００５／１２１１０４号に記載の手順に従って調製可能
）＋ＴＸ、２－［２－クロロ－４－（４－クロロフェノキシ）フェニル］－１－（１，２
，４－トリアゾール－１－イル）プロパン－２－オール（国際公開第２０１３／０２４０
８２号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、３－クロロ－４－（２，６－ジフルオロ
フェニル）－６－メチル－５－フェニル－ピリダジン（国際公開第２０１２／０２０７７
４号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、４－（２，６－ジフルオロフェニル）－６
－メチル－５－フェニル－ピリダジン－３－カルボニトリル（国際公開第２０１２／０２
０７７４号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、（Ｒ）－３－（ジフルオロメチル）
－１－メチル－Ｎ－［１，１，３－トリメチルインダン－４－イル］ピラゾール－４－カ
ルボキサミド（国際公開第２０１１／１６２３９７号に記載の手順に従って調製可能）＋
ＴＸ、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（７－フルオロ－１，１，３－トリメチル－イン
ダン－４－イル）－１－メチル－ピラゾール－４－カルボキサミド（国際公開第２０１２
／０８４８１２号に記載の手順に従って調製可能）＋ＴＸ、１－［２－［［１－（４－ク
ロロフェニル）ピラゾール－３－イル］オキシメチル］－３－メチル－フェニル］－４－
メチル－テトラゾール－５－オン（国際公開第２０１３／１６２０７２号に記載の手順に
従って調製可能）＋ＴＸ、１－メチル－４－［３－メチル－２－［［２－メチル－４－（
３，４，５－トリメチルピラゾール－１－イル）フェノキシ］メチル］フェニル］テトラ
ゾール－５－オン（国際公開第２０１４／０５１１６５号に記載の手順に従って調製可能
）＋ＴＸ、（Ｚ，２Ｅ）－５－［１－（４－クロロフェニル）ピラゾール－３－イル］オ
キシ－２－メトキシイミノ－Ｎ，３－ジメチル－ペント－３－エンアミド＋ＴＸ、（４－
フェノキシフェニル）メチル２－アミノ－６－メチル－ピリジン－３－カルボキサミド＋
ＴＸ、Ｎ－（５－クロロ－２－イソプロピルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジ
フルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチルピラゾール－４－カルボキサミド［１２５
５７３４－２８－１］（国際公開第２０１０／１３０７６７号に記載の手順に従って調製
可能）＋ＴＸ、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［（Ｒ）－２，３－ジヒドロ－１，１，
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３－トリメチル－１Ｈ－インデン－４－イル］－１－メチルピラゾール－４－カルボキサ
ミド［１３５２９９４－６７－２］＋ＴＸ、Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－フェノキシ
－フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン＋ＴＸ、Ｎ’－［４－（４，５
－ジクロロ－チアゾール－２－イルオキシ）－２，５－ジメチル－フェニル］－Ｎ－エチ
ル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン＋ＴＸ、Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－フェノキシ－
フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン＋ＴＸ、Ｎ’－［４－（４，５－
ジクロロ－チアゾール－２－イルオキシ）－２，５－ジメチル－フェニル］－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチル－ホルムアミジン＋ＴＸ、
【化３５】

（フェンピコキサミド［５１７８７５－３４－２］）（国際公開第２００３／０３５６１
７号に記載の通り）＋ＴＸ、（１Ｓ）－２，２－ビス（４－フルオロフェニル）－１－メ
チルエチル－Ｎ－｛［３－（アセチルオキシ）－４－メトキシ－２－ピリジル］カルボニ
ル｝－Ｌ－アラニネート［１９６１３１２－５５－９］（国際公開第２０１６／１２２８
０２号に記載の通り）＋ＴＸ、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２
－プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン
［１８１７８２８－６９－５］＋ＴＸ、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－［（１Ｓ
）－１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ］－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチ
ル－ホルムアミジン＋ＴＸ、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－［（１Ｒ）－１－メ
チル－２－プロポキシ－エトキシ］－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルム
アミジン＋ＴＸ、Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ
－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン＋ＴＸ
、Ｎ’－［５－クロロ－２－メチル－６－（１－メチル－２－プロポキシ－エトキシ）－
３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジン＋ＴＸからなる群から選択さ
れる生物活性な化合物；または
２－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（１，１，３－トリメチルインダン－４－イル）ピリジ
ン－３－カルボキサミド＋ＴＸ、２－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（３－エチル－１，１
－ジメチル－インダン－４－イル）ピリジン－３－カルボキサミド＋ＴＸ、２－（ジフル
オロメチル）－Ｎ－（１，１－ジメチル－３－プロピル－インダン－４－イル）ピリジン
－３－カルボキサミド＋ＴＸ、２－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（３－イソブチル－１，
１－ジメチル－インダン－４－イル）ピリジン－３－カルボキサミド＋ＴＸ、２－（ジフ
ルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチルインダン－４－イル］ピリジ
ン－３－カルボキサミド＋ＴＸ、２－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｒ）－３－エチ
ル－１，１－ジメチル－インダン－４－イル］ピリジン－３－カルボキサミド＋ＴＸ、お
よび２－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１－ジメチル－３－プロピル－イ
ンダン－４－イル］ピリジン－３－カルボキサミド＋ＴＸ、これらのカルボキサミド化合
物のそれぞれは、国際公開第２０１４／０９５６７５号および／または国際公開第２０１
６／１３９１８９号に記載の手順に従って調製することができる。
【０１９１】
　例えば［３８７８－１９－１］といった有効成分に続く括弧中の参照は、Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　ｎｕｍｂｅｒを指している。上記の混合
相手は公知である。有効成分が「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」［Ｔｈｅ
　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ－Ａ　Ｗｏｒｌｄ　Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ；Ｔｈｉ
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ｒｔｅｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ；Ｅｄｉｔｏｒ：Ｃ．Ｄ．Ｓ．ＴｏｍＬｉｎ；Ｔｈｅ　
Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ］中に含まれている
場合、これらは、特定の化合物について本明細書中上記の丸括弧中に示されている項目番
号下でその中に記載されており；例えば、化合物「アバメクチン」は、項目番号（１）下
に記載されている。上記に記載の特定の化合物について「［ＣＣＮ］」が付記されている
場合、対象の化合物は［Ａ．Ｗｏｏｄ；Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄ
ｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ，Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ（著作権）１９９５－２００４］に
てインターネットを介してアクセス可能である「Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔ
ｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ」に含まれており；例えば、化合物「アセトプロ
ール」は、インターネットアドレスｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／
ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ／ａｃｅｔｏｐｒｏｌｅ．ｈｔｍｌにおいて記載されている。
【０１９２】
　上記明細書において、上記の有効成分の大部分は、いわゆる「慣用名」、関連する「Ｉ
ＳＯ慣用名」または他の「慣用名」を個々の事例において用いることにより言及されてい
る。「慣用名」による呼称ではない場合、代わりに用いられる呼称の性質は特定の化合物
について丸括弧中に記載されており；この場合、ＩＵＰＡＣ名、ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名、「化学名」、「慣習名」、「化合物名」もしくは「開発
コード」が用いられており、または、これらの呼称もしくは「慣用名」のいずれも用いら
れていない場合には、「代替名」が採用されている。「ＣＡＳ登録番号」とは、Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　Ｎｕｍｂｅｒを意味する。
【０１９３】
　（表Ｘ（上記）から選択される）式（Ｉ）の化合物の混合物と、上記の有効成分との「
参照」混合物組成物は、表Ｘ（上記）から選択される化合物と、上記の有効成分とを、１
００：１～１：１００、特に５０：１～１：５０、特に２０：１～１：２０の比、特に１
０：１～１：１０、特に５：１～１：５の混合比で含んでいることが好ましく、２：１～
１：２の比が特に好ましく、および、４：１～２：１の比が同様に好ましく、とりわけ、
１：１、または、５：１、または、５：２、または、５：３、または、５：４、または、
４：１、または、４：２、または、４：３、または、３：１、または、３：２、または、
２：１、または、１：５、または、２：５、または、３：５、または、４：５、または、
１：４、または、２：４、または、３：４、または、１：３、または、２：３、または、
１：２、または、１：６００、または、１：３００、または、１：１５０、または、１：
３５、または、２：３５、または、４：３５、または、１：７５、または、２：７５、ま
たは、４：７５、または、１：６０００、または、１：３０００、または、１：１５００
、または、１：３５０、または、２：３５０、または、４：３５０、または、１：７５０
、または、２：７５０、または、４：７５０の比が好ましい。これらの混合比は、重量比
である。
【０１９４】
　上に記載の混合組成物（本発明および「参照」混合組成物の両方）は、上に記載の混合
物を含有する組成物を有害生物またはそれらの環境に施用することを含む、有害生物の防
除方法に使用することができる。
【０１９５】
　表Ｘ（上記）から選択される式（Ｉ）の化合物と、上記の１種以上の有効成分とを含む
混合物は、例えば、単一の「調合済み」形態で、単一の有効成分要素の個々の配合物から
組成される「タンク混合物」などの複合型噴霧混合物で、および、逐次的（すなわち、数
時間または数日間などの適度に短時間のうちに次々と）に適用される場合には単一の有効
成分を併用して適用されることが可能である。表Ｘ（上記）から選択される式（Ｉ）の化
合物と上記の有効成分を適用する順番は本発明の作用については重要ではない。
【０１９６】
　本発明の組成物は、作物の強化においても使用することができる。本発明において、「
作物の強化」とは、植物の活力の改善、植物の品質の改善、ストレス因子に対する改善さ
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れた耐性、および／または改善されたインプット使用効率を意味する。
【０１９７】
　本発明において、「植物の活力の改善」とは、本発明の方法が存在しない同じ条件下で
成長させた対照の植物中の同じ形質と比較した場合に特定の形質が定性的にまたは定量的
に改善されることを意味する。そのような形質としては、限定するものではないが、早い
および／または改善された発芽、改善された発芽、より少ない種子を使用するための能力
、増加した根の成長、より発達した根系、増加した根粒形成、増加したシュートの成長、
増加した分けつ、より強力な分けつ、より生産的な分けつ、増加または改善した植物立性
、より少ない植物の転倒（ｐｌａｎｔ　ｖｅｒｓｅ）（倒伏）、植物丈の増加および／ま
たは改善、植物重量（生または乾燥）の増加、より大きな葉身、より緑の葉色、増加した
色素含有率、増加した光合成活性、より早い開花、より長い穂、早い穀実、増加した種子
、果実、または鞘の大きさ、増加した鞘または穂の数、増加した鞘または穂あたりの種子
数、増加した種子質量、強化された種子登熟、より少ない根出葉、老化の遅延、植物活力
の改善、貯蔵組織中のアミノ酸レベルの増加、および／またはより少ない必要とされるイ
ンプット（例えばより少ない必要とされる肥料、水および／または労力）が挙げられる。
活力が改善された植物は、前述の形質のいずれか、または前述の形質の任意の組み合わせ
もしくは２つ以上の増加を有し得る。
【０１９８】
　本発明において、「植物の品質の改善」とは、本発明の方法が存在しない同じ条件下で
成長させた対照の植物中の同じ形質と比較した場合に特定の形質が定性的にまたは定量的
に改善されることを意味する。そのような形質としては、限定するものではないが、改善
された植物の外観、減少したエチレン（減少した生成および／または感受性の抑制）、例
えば種子、果実、葉、野菜などの収穫物の品質の改善（そのような品質の改善は収穫物の
視覚的外観の改善として現れ得る）、改善された炭水化物含有量（例えば糖および／また
はデンプン量の増加、改善された糖酸比率、還元糖類の減少、糖生成速度の増加）、改善
されたタンパク質含有量、改善された油分の含有量および組成、改善された栄養価、抗栄
養化合物の減少、改善された官能特性（例えば改善された味）、および／または改善され
た消費者の健康上の利益（例えばビタミンおよび抗酸化物質の増加したレベル）として発
現されてもよい）、改善された収穫後特性（例えば強化された貯蔵寿命および／または貯
蔵安定性、より容易な加工性、より容易な化合物抽出）、より均一な作物の発達（例えば
植物の同期した発芽、開花、および／または結実）、および／または（例えば次の栽培期
に使用するための）改善された種子の品質が挙げられる。品質が改善された植物は、前述
の形質のいずれか、または前述の形質の任意の組み合わせもしくは２つ以上の増加を有し
得る。
【０１９９】
　本発明において、「ストレス因子に対する改善された耐性」とは、本発明の方法が存在
しない同じ条件下で成長させた対照の植物中の同じ形質と比較した場合に特定の形質が定
性的にまたは定量的に改善されることを意味する。そのような形質としては、限定するも
のではないが、干ばつなどの最適に達していない成長条件を引き起こす非生物的ストレス
因子（例えば植物中の水分の欠如、水取り込み能力の不足、または植物への水の供給の低
下を生じさせるあらゆるストレス）に対する増加した耐性および／または抵抗性、寒冷曝
露、高温暴露、浸透圧ストレス、ＵＶストレス、洪水、（例えば土壌中の）増加した塩分
、増加したミネラルへの曝露、オゾン曝露、高照度曝露、および／または栄養素（例えば
窒素および／またはリン栄養素）の限定的な可用性が挙げられる。ストレス因子に対する
改善された耐性を有する植物は、前述の形質のいずれか、または前述の形質の任意の組み
合わせもしくは２つ以上の増加を有し得る。干ばつおよび栄養ストレスの場合、そのよう
な改善された耐性は、例えば水および栄養素のより効率的な取り込み、使用または保持に
起因してもよい。
【０２００】
　本発明において、「改善されたインプット使用効率」とは、本発明の方法が存在しない
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同じ条件下で成長させた対照の植物の成長と比較して所定のインプットレべルを使用して
より効率的に植物が成長できることを意味する。具体的には、インプットとしては、限定
するものではないが、肥料（窒素、リン、カリウム、微量栄養素など）、光、および水が
挙げられる。改善されたインプット使用効率を有する植物は、前述のインプットのいずれ
か、または前述の２つ以上のインプットの任意の組み合わせの改善された使用を有し得る
。
【０２０１】
　本発明の他の作物の強化としては、より少ないバイオマスおよびより少ない分けつを有
することが望ましい作物または条件における有益な特徴である、植物の丈の減少、または
分けつの減少が含まれる。
【０２０２】
　上記の作物強化のいずれかまたは全ては、例えば植物の生理機能、植物の成長および発
達ならびに／または植物の構造を改善することによって収穫高の改善をもたらし得る。本
発明の文脈において、「収穫高」には、限定するものではないが、（ｉ）（ａ）植物それ
自体によって産生される量の増加、または（ｂ）植物体を収穫するための改善された能力
、に起因し得る、バイオマス生産、穀実収穫高、デンプン含有量、油含有量、および／ま
たはタンパク質含有量の増加、（ｉｉ）収穫物組成の改善（例えば改善された糖酸比率、
改善された油分組成、増加した栄養価、抗栄養化合物の減少、増加した消費者の健康上の
利益）、および／または（ｉｉｉ）作物を収穫するための増加した／促進された能力、改
善された作物の加工性、および／またはより優れた貯蔵安定性／保存可能期間が含まれる
。農業植物の増加した収穫高は、定量的な測定を行うことができる場合、それぞれの植物
の生産物の収穫高が、同じ条件下であるが本発明を適用しないで生産した植物の同じ生産
物の収穫高よりも、測定可能な量で増加することを意味する。本発明によれば、収穫高が
少なくとも０．５％、より好ましくは少なくとも１％、更に好ましくは少なくとも２％、
また更に好ましくは少なくとも４％、好ましくは５％もしくはそれ以上増加することが好
ましい。
【０２０３】
　上の作物強化のいずれかまたは全ては、土地の改善された利用をもたらす場合もある。
すなわち、これまで耕作のために利用できなかったまたは最適に達していなかった土地が
、利用可能になる場合がある。例えば、干ばつ状態で生き残る増加した能力を示す植物が
、例えばおそらくは砂漠の周辺更には砂漠自体などの、最適に達していない降雨量の地帯
で栽培可能になる場合がある。
【０２０４】
　本発明のある態様においては、作物強化は、害虫および／または病害および／または非
生物的ストレスからの圧力が実質的にない状態でなされる。本発明の更なる態様によれば
、植物の活力、ストレス耐性、品質および／または収穫高の改善は、害虫および／または
病害からの圧力が実質的にない状態でなされる。例えば、害虫および／または病害は、本
発明の方法の前にまたは同時に適用される殺虫処理によって防除され得る。本発明の更に
別の態様においては、植物の活力、ストレス耐性、品質および／または収穫高の改善は、
害虫および／または病害からの圧力がない状態でなされる。更なる実施形態においては、
植物の活力、品質および／または収穫高の改善は、非生物的ストレスがないか実質的にな
い状態でなされる。
【０２０５】
　本発明の組成物は、真菌の攻撃から貯蔵品を保護する分野において使用されてもよい。
本発明において、「貯蔵品」という用語は、自然のライフサイクルから得た長期間の保護
が望まれる、植物起源および／または動物起源ならびにそれらの加工された形態の天然の
物質を意味すると理解される。植物またはその一部などの植物起源の貯蔵品（例えば茎、
葉、塊茎、種子、果実、または穀粒など）は、収穫したての状態で、あるいは前乾燥、加
湿、粉砕、摩砕、加圧、またはローストなどの加工された形態で保護することができる。
貯蔵品の定義には、未加工木材の形態にある木材（建築用木材、送電塔、および柵など）
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と、完成品の形態にある木材（家具または木製品など）の両方も包含される。動物起源の
貯蔵品は、皮革、革製品、毛皮、および毛などである。本発明の組成物は、腐敗、変色、
またはカビの発生などの、不利な影響を予防することができる。好ましくは、「貯蔵品」
は、植物起源の天然物質および／またはそれらの加工された形態を意味すると理解され、
より好ましくは、果実およびそれらの加工された形態（仁果類、核果類、小軟果類、およ
び柑橘類果実、ならびにそれらの加工された形態など）を意味するものと理解される。本
発明の別の好ましい実施形態においては、「貯蔵品」は、木を意味すると理解される。
【０２０６】
　そのため、本発明の更なる態様は、本発明の組成物を貯蔵品に適用することを含む、貯
蔵品の保護方法である。
【０２０７】
　本発明の組成物は、菌の攻撃から工業用原体を保護する分野においても使用することが
できる。本発明において、「工業用原体」という用語には、紙；じゅうたん；建築物；冷
却および加熱システム；壁板；換気および空調システム等が含まれ；好ましくは「工業用
原体」は壁板を意味するとして理解される。本発明の組成物は、腐敗、変色、またはカビ
の発生などの、不利な影響を予防することができる。
【０２０８】
　本発明の組成物は、通常、担体、溶媒および表面活性物質などの製剤化補助剤を用いて
、様々な方法で製剤化される。製剤は、例えば粉剤、ゲル、水和剤、水和性粒剤、水分散
性顆粒、水分散性錠剤、発泡性ペレット、乳剤、マイクロ乳剤、水中油型乳剤、オイルフ
ロアブル剤、水性分散液、油性分散液、サスポエマルション製剤、カプセル懸濁剤、乳化
性顆粒、可溶性液体、水溶性濃縮物（担体としての水または水混和性有機溶媒を含む）、
含浸ポリマーフィルム、または例えばｔｈｅ　Ｍａｎｕａｌ　ｏｎ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅ
ｎｔ　ａｎｄ　Ｕｓｅ　ｏｆ　ＦＡＯ　ａｎｄ　ＷＨＯ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ
　ｆｏｒ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ，Ｕｎｉｔｅｄ　Ｎａｔｉｏｎｓ，Ｆｉｒｓｔ　Ｅｄｉ
ｔｉｏｎ，Ｓｅｃｏｎｄ　Ｒｅｖｉｓｉｏｎ（２０１０）などから公知の他の形態、など
の様々な物理的形態であってもよい。このような製剤は、直接使用してもよく、あるいは
使用の前に希釈されてもよい。希釈は、例えば、水、液体肥料、微量栄養素、生物有機体
、油、または溶媒を用いて行うことができる。
【０２０９】
　製剤は、微粉化された固体、顆粒、液体、分散液、または乳液の形態で組成物を得るた
めに、例えば有効成分を製剤化補助剤と混合することによって調製することができる。有
効成分は、微粉化された固体、鉱油、植物もしくは動物由来の油、植物もしくは動物由来
の変性油、有機溶媒、水、表面活性物質、またはこれらの組み合わせなどの他の補助剤と
ともに製剤することもできる。
【０２１０】
　有効成分は、マイクロカプセル中に含ませることもできる。マイクロカプセルは、多孔
質担体中に有効成分を含む。これにより、有効成分を制御された量で環境中に放出させる
ことができる（例えば持続放出）。マイクロカプセルは、通常、０．１～５００ミクロン
の直径を有する。これらは、カプセル重量の約２５～９５重量％の量で有効成分を含む。
有効成分は、大きな固体の形態、固体もしくは液体分散体中の微粒子の形態、または適切
な溶液の形態とすることができる。カプセル化の膜は、例えば、天然もしくは合成ゴム、
セルロース、スチレン／ブタジエン＋コポリマー、ポリアクリロニトリル、ポリアクリレ
ート、ポリエステル、ポリアミド、ポリ尿素、ポリウレタン、または化学的に修飾された
ポリマーおよびデンプンキサンテート、または当業者に公知の他のポリマーを含み得る。
あるいは、有効成分が基剤の固体マトリクス中に微粉化された粒子の形態で含まれた微細
なマイクロカプセルを形成することもできるが、このマイクロカプセル自体は封入されな
い。
【０２１１】
　本発明の製剤の調製に好適な製剤化補助剤はそれ自体公知である。液体担体としては、
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以下のものを使用することができる：水、トルエン、キシレン、石油エーテル、植物油、
アセトン、メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、酸無水物、アセトニトリル、アセト
フェノン、酢酸アミル、２－ブタノン、炭酸ブチレン、クロロベンゼン、シクロヘキサン
、シクロヘキサノール、酢酸のアルキルエステル、ジアセトンアルコール、１，２－ジク
ロロプロパン、ジエタノールアミン、ｐ－ジエチルベンゼン、ジエチレングリコール、ジ
エチレングリコールアビエテート、ジエチレングリコールブチルエーテル、ジエチレング
リコールエチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエーテル、Ｎ，Ｎ－ジメチルホル
ムアミド、ジメチルスルホキシド、１，４－ジオキサン、ジプロピレングリコール、ジプ
ロピレングリコールメチルエーテル、ジプロピレングリコールジベンゾエート、ジプロキ
シトール（ｄｉｐｒｏｘｉｔｏｌ）、アルキルピロリドン、酢酸エチル、２－エチルヘキ
サノール、炭酸エチレン、１，１，１－トリクロロエタン、２－ヘプタノン、α－ピネン
、ｄ－リモネン、乳酸エチル、エチレングリコール、エチレングリコールブチルエーテル
、エチレングリコールメチルエーテル、γ－ブチロラクトン、グリセロール、酢酸グリセ
ロール、二酢酸グリセロール、三酢酸グリセロール、ヘキサデカン、ヘキシレングリコー
ル、酢酸イソアミル、酢酸イソボルニル、イソオクタン、イソホロン、イソプロピルベン
ゼン、ミリスチン酸イソプロピル、乳酸、ラウリルアミン、酸化メシチル、メトキシプロ
パノール、メチルイソアミルケトン、メチルイソブチルケトン、ラウリン酸メチル、オク
タン酸メチル、オレイン酸メチル、塩化メチレン、ｍ－キシレン、ｎ－ヘキサン、ｎ－オ
クチルアミン、オクタデカン酸、オクチルアミンアセテート、オレイン酸、オレイルアミ
ン、ｏ－キシレン、フェノール、ポリエチレングリコール、プロピオン酸、乳酸プロピル
、炭酸プロピレン、プロピレングリコール、プロピレングリコールメチルエーテル、ｐ－
キシレン、トルエン、リン酸トリエチル、トリエチレングリコール、キシレンスルホン酸
、パラフィン、鉱油、トリクロロエチレン、パークロロエチレン、酢酸エチル、酢酸アミ
ル、酢酸ブチル、プロピレングリコールメチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエ
ーテル、メタノール、エタノール、イソプロパノール、およびより高い分子量のアルコー
ル（アミルアルコール、テトラヒドロフルフリルアルコール、ヘキサノール、オクタノー
ルなど）、エチレングリコール、プロピレングリコール、グリセロール、Ｎ－メチル－２
－ピロリドン等。
【０２１２】
　好適な固体担体は、例えば、タルク、二酸化チタン、葉ろう石粘土、シリカ、アタパル
ジャイト粘土、珪藻土、石灰石、炭酸カルシウム、ベントナイト、カルシウムモンモリロ
ナイト、綿実殻、小麦粉、大豆粉、軽石、木粉、粉砕されたクルミ殻、リグニン、および
同様の物質である。
【０２１３】
　多数の表面活性物質を、固体および液体製剤の両方の中で、特には使用前に担体で希釈
され得る製剤の中で有利に使用することができる。表面活性物質は、アニオン性、カチオ
ン性、非イオン性、または高分子性であってもよく、それらは、乳化剤、湿潤剤または懸
濁化剤としてまたは他の目的のために使用することができる。典型的な表面活性物質とし
ては、例えば、ラウリル硫酸ジエタノールアンモニウムなどのアルキル硫酸塩；ドデシル
ベンゼンスルホン酸カルシウムなどのアルキルアリールスルホン酸塩；ノニルフェノール
エトキシレートなどのアルキルフェノール／アルキレンオキシド付加生成物；トリデシル
アルコールエトキシレートなどのアルコール／アルキレンオキシド付加生成物；ステアリ
ン酸ナトリウムなどの石鹸；ジブチルナフタレンスルホン酸ナトリウムどのアルキルナフ
タレンスルホン酸塩；ナトリウムジ（２－エチルヘキシル）スルホクシネートなどの、ス
ルホコハク酸塩のジアルキルエステル；オレイン酸ソルビトールなどのソルビトールエス
テル；ラウリルトリメチルアンモニウムクロリドなどの第四級アミン、ポリエチレングリ
コールステアレートなどの脂肪酸のポリエチレングリコールエステル；エチレンオキシド
およびプロピレンオキシドのブロックコポリマー；ならびにモノ－およびジ－アルキルリ
ン酸エステルの塩；ならびに例えばＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ　
ａｎｄ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ　Ａｎｎｕａｌ，ＭＣ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｒ
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ｐ．，Ｒｉｄｇｅｗｏｏｄ　Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ（１９８１）に記載されている更なる
物質も挙げられる。
【０２１４】
　農薬製剤に使用され得るさらなる補助剤としては、結晶化抑制剤、粘度調整剤、懸濁化
剤、染料、酸化防止剤、発泡剤、光吸収剤、混合助剤、消泡剤、錯化剤、中和剤またはｐ
Ｈ調整物質および緩衝液、腐食防止剤、香料、湿潤剤、吸収向上剤、微量栄養素、可塑剤
、滑剤、潤滑剤、分散剤、増粘剤、不凍剤、殺菌剤、ならびに液体および固体肥料が挙げ
られる。
【０２１５】
　本発明の製剤は、植物もしくは動物由来の油、鉱油、そのような油のアルキルエステル
またはそのような油の混合物、および油の誘導体との混合物を含む添加剤を含んでいても
よい。本発明の製剤中の油添加剤の量は、通常、適用される混合物を基準として０．０１
～１０％である。例えば、油添加剤は、噴霧混合物が調製された後、望みの濃度で噴霧タ
ンクに添加することができる。好ましい油添加剤には、鉱油、または例えばナタネ油、オ
リーブ油もしくはヒマワリ油などの植物由来の油、乳化植物油、例えばメチル誘導体など
の植物由来の油のアルキルエステル、または魚油もしくは牛脂などの動物由来の油が含ま
れる。好ましい油添加剤には、Ｃ8～Ｃ22脂肪酸のアルキルエステル、特に、Ｃ12～Ｃ18

脂肪酸のメチル誘導体（例えばラウリン酸、パルミチン酸、およびオレイン酸のメチルエ
ステル（それぞれ、ラウリン酸メチル、パルミチン酸メチル、およびオレイン酸メチル）
）が含まれる。多くの油誘導体は、Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　
Ａｄｊｕｖａｎｔｓ，１０th　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　
Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，２０１０から公知である。
【０２１６】
　製剤は、通常、０．１～９９重量％、特には０．１～９５重量％の、成分（Ａ）および
成分（Ｂ）の化合物、ならびに１～９９．９重量％の製剤化補助剤（これは好ましくは、
０～２５重量％の表面活性物質を含む）を含有する。市販の製品は、好ましくは濃縮物と
して製剤化され得るが、最終使用者は、通常は希釈製剤を用いるであろう。
【０２１７】
　施用量は、広い限度内で変動し、土壌の性質、施用方法、作物植物、防除される有害生
物、支配的な気候条件、ならびに施用方法や施用の時期や標的作物に左右される他の要因
次第である。一般的な指針として、化合物は、１～２０００ｌ／ｈａ、特には１０～１０
００ｌ／ｈａの割合で施用することができる。
【０２１８】
　上に記載した式（Ｉ）の化合物を含有する特定の混合組成物は、相乗効果を示し得る。
これは、有効成分の組み合わせの作用が個々の成分の活性の合計よりも大きい場合に常に
生じる。所定の有効成分の組み合わせについての見込まれる活性Ｅは、いわゆるＣＯＬＢ
Ｙの式に従い、次の通りに計算することができる（ＣＯＬＢＹ，Ｓ．Ｒ．”Ｃａｌｃｕｌ
ａｔｉｎｇ　ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａｎｄ　ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　ｒｅｓｐｏ
ｎｓｅｓ　ｏｆ　ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ”．Ｗｅｅｄｓ，Ｖｏｌ
．１５，ｐａｇｅｓ２０－２２；１９６７）：
ｐｐｍ＝噴霧混合物１リットル当たりの有効成分（＝ａ．ｉ）のミリグラム
Ｘ＝ｐ　ｐｐｍの有効成分を使用した有効成分Ａ）による作用％
Ｙ＝ｑ　ｐｐｍの有効成分を使用した有効成分Ｂ）による作用％。
【０２１９】
　ＣＯＬＢＹによれば、ｐ＋ｑ　ｐｐｍの有効成分を使用した有効成分Ａ）＋Ｂ）の見込
まれる（活性）作用は：
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【数１】

である。
【０２２０】
　実際に観察された作用（Ｏ）が見込まれる作用（Ｅ）よりも大きい場合に、組み合わせ
の作用は超相加的である、すなわち相乗効果が存在する。数学的な用語では、相乗作用は
、（Ｏ－Ｅ）の差の正の値に対応する。活性の純粋な相補加算（見込まれる活性）の場合
、前記差（Ｏ－Ｅ）はゼロである。前記差（Ｏ－Ｅ）の負の値は、見込まれる活性と比較
して活性が失われることを示す。
【０２２１】
　しかし、殺菌活性に関する実際の相乗作用とは別に、本発明の組成物は、更に驚くべき
有利な特性も有し得る。挙げることができるそのような有利な特性の例は：より有利な分
解性；改善された毒性学的および／または生体毒性学的挙動；または、有用な植物の改善
された特性（発芽、作物収穫高、より発達した根系、分けつの増加、植物丈の増加、より
大きな葉身、より少ない根出葉、より強力な分けつ、より緑の葉色、より少ない必要とさ
れる肥料、より少ない必要とされる種子、より生産的な分けつ、より早い開花、早い穀実
、より少ない植物の転倒（ｐｌａｎｔ　ｖｅｒｓｅ）（倒伏）、増加したシュートの成長
、改善された植物の活力、および早い発芽など）である。
【０２２２】
　本発明の組成物は、植物病原性微生物、有用な植物、その生息地、その種苗、貯蔵品、
または微生物の攻撃に脅かされている工業用原体に適用することができる。
【０２２３】
　本発明の組成物は、有用な植物、その種苗、貯蔵品、または工業用原体が微生物に感染
する前に適用されても後に適用されてもよい。
【０２２４】
　適用される本発明の組成物の量は、用いられる組成物；処理の対象（例えば植物、土、
または苗など）；処理の種類（例えば噴霧、散布、または種子粉衣など）；処理の目的（
例えば予防または治療など）；防除すべき真菌の種類；または適用時間；などの様々な要
因に依存するであろう。
【０２２５】
　有用植物に施用される場合、成分（Ａ）は、典型的には５～２０００ｇ　ａ．ｉ．／ｈ
ａ、特には１０～１０００　ｇ　ａ．ｉ．／ｈａ、例えば５０、７５、１００、または２
００ｇ　ａ．ｉ．／ｈａの量で施用され、典型的には１～５０００ｇ　ａ．ｉ．／ｈａ、
特には２～２０００ｇ　ａ．ｉ．／ｈａ、例えば１００、２５０、５００、８００、１０
００、１５００ｇ　ａ．ｉ．／ｈａの成分（Ｂ）を伴う。
【０２２６】
　農業の実施においては、本発明の組成物の施用量は望まれる効果の種類次第であり、典
型的には１ヘクタール当たり２０～４０００ｇの総組成物の範囲である。
【０２２７】
　本発明の組成物が種子の処理に使用される場合、種子１ｋｇ当たり０．００１～５０ｇ
、好ましくは種子１ｋｇ当たり０．０１～１０ｇの成分（Ａ）の化合物、および種子１ｋ
ｇ当たり０．００１～５０ｇ、好ましくは種子１ｋｇ当たり０．０１～１０ｇの成分（Ｂ
）の化合物、の量で一般的には十分である。
【０２２８】
　なお、参照文献、特許出願、または特許が本出願の文章中で引用されている場合、前記
引用されている文章全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【実施例】
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　以降の実施例は本発明を例示する役割を果たす。本発明の化合物（および組成物）は、
低い施用量でのより大きい有効性によって既知の化合物（および組成物）と区別すること
ができ、これは、必要に応じて、例えば５０ｐｐｍ、１２．５ｐｐｍ、６ｐｐｍ、３ｐｐ
ｍ、１．５ｐｐｍ、または０．２ｐｐｍの有効成分などのより低い施用量を使用して、実
施例に概説されている実験手順を使用して当業者が確認することができる。
【０２３０】
　本明細書全体を通じて、温度はセルシウス度（℃）で示され、「ｍｐ．」は融点を意味
する。ＬＣ／ＭＳは液体クロマトグラフィー質量分析法を意味し、装置および方法（方法
ＡおよびＢ）の説明は以下の通りである：
【０２３１】
ＬＣ／ＭＳ装置および方法Ａの説明：
ＷａｔｅｒｓのＳＱ検出器２
イオン化方法：エレクトロスプレー
極性：正および負のイオン
キャピラリー（ｋＶ）３．０、コーン（Ｖ）３０．００、抽出器（Ｖ）２．００、ソース
温度（℃）１５０、脱溶媒温度（℃）３５０、コーンガス流量（Ｌ／Ｈｒ）０、脱溶媒ガ
ス流量（Ｌ／Ｈｒ）６５０
質量範囲：１００～９００Ｄａ
ＤＡＤ波長範囲（ｎｍ）：２１０～５００
【０２３２】
　以下のＨＰＬＣグラジエント条件での方法Ｗａｔｅｒｓ　ＡＣＱＵＩＴＹ　ＵＰＬＣ：
（溶媒Ａ：水／メタノール２０：１＋０．０５％のギ酸、および溶媒Ｂ：アセトニトリル
＋０．０５％のギ酸）
【０２３３】
【表２】

【０２３４】
カラムの種類：Ｗａｔｅｒｓ　ＡＣＱＵＩＴＹ　ＵＰＬＣ　ＨＳＳ　Ｔ３；カラム長：３
０ｍｍ；カラムの内径：２．１ｍｍ；粒径：１．８ミクロン；温度：６０℃。
【０２３５】
ＬＣ／ＭＳ装置および方法Ｂの説明：
ＷａｔｅｒｓのＳＱ検出器２
イオン化方法：エレクトロスプレー
極性：正のイオン
キャピラリー（ｋＶ）３．５、コーン（Ｖ）３０．００、抽出器（Ｖ）３．００、ソース
温度（℃）１５０、脱溶媒温度（℃）４００、コーンガス流量（Ｌ／Ｈｒ）６０、脱溶媒
ガス流量（Ｌ／Ｈｒ）７００
質量範囲：１４０～８００Ｄａ
ＤＡＤ波長範囲（ｎｍ）：２１０～４００
【０２３６】
　以下のＨＰＬＣグラジエント条件での方法Ｗａｔｅｒｓ　ＡＣＱＵＩＴＹ　ＵＰＬＣ：
（溶媒Ａ：水／メタノール９：１＋０．１％のギ酸、および溶媒Ｂ：アセトニトリル＋０
．１％のギ酸）
【０２３７】
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【表３】

【０２３８】
カラムの種類：Ｗａｔｅｒｓ　ＡＣＱＵＩＴＹ　ＵＰＬＣ　ＨＳＳ　Ｔ３；カラム長：３
０ｍｍ；カラムの内径：２．１ｍｍ；粒径：１．８ミクロン；温度：６０℃。
【０２３９】
　必要であれば、鏡像異性体として純粋な最終化合物は、逆相キラルクロマトグラフィー
などの標準的な物理分離技術を介して必要に応じてラセミ材料から得ることができ、ある
いは例えばキラルな出発物質を使用することにより立体選択的な合成技術によって得るこ
とができる。
【０２４０】
キラル分析装置の代表的な説明：
超臨界流体クロマトグラフィー：
Ｗａｔｅｒｓ　Ａｃｑｕｉｔｙ　ＵＰＣ2／ＱＤａ
ＰＤＡ検出器Ｗａｔｅｒｓ　Ａｃｑｕｉｔｙ　ＵＰＣ2

カラム：Ｄａｉｃｅｌ　ＳＦＣ　ＣＨＩＲＡＬＰＡＫ（登録商標）ＩＣ、３μｍ、０．３
ｃｍ×１０ｃｍ、４０℃
移動相：Ａ：ＣＯ2　Ｂ：ｉＰｒ　グラジエント：３．８分で０５％のＢ
ＡＢＰＲ：１８００ｐｓｉ
流量：２．０ｍＬ／分
検出：２４７ｎｍ
試料濃度：１ｍｇ／ｍＬ、５０／５０のアセトニトリル／ｉプロパノール中
注入：１μＬ
【０２４１】
配合実施例
【０２４２】
【表４】

【０２４３】
　有効成分を補助剤と十分に混合し、混合物を適切なミルで十分に粉砕することで、水で
希釈して望みの濃度の懸濁液を得ることができる水和剤が得られる。
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【０２４４】
【表５】

【０２４５】
　有効成分を補助剤と十分に混合し、混合物を適切なミルで十分に粉砕することで、種子
の処理に直接使用することができる粉末が得られる。
【０２４６】
乳剤
有効成分［式（Ｉ）の化合物］　　１０％
オクチルフェノールポリエチレングリコールエーテル（４～５ｍｏｌのエチレンオキシド
）　　３％
ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム　　３％
ヒマシ油ポリグリコールエーテル（３５ｍｏｌのエチレンオキシド）　　４％
シクロヘキサノン　　３０％
キシレン混合物　　５０％
【０２４７】
　植物の保護に使用することができる任意の必要とされる希釈のエマルジョンは、水で希
釈することによりこの乳剤から得られる。
【０２４８】

【表６】

【０２４９】
　すぐに使用可能な粉剤は、有効成分とキャリアとを混合し、この混合物を適切なミルで
粉砕することにより得られる。このような粉末は、種子の乾燥粉衣に用いることも可能で
ある。
【０２５０】
押出粒剤
有効成分[成分（Ａ）および（Ｂ）]　　１５％
リグノスルホン酸ナトリウム　　２％
カルボキシメチルセルロース　　１％
カオリン　　８２％
【０２５１】
　有効成分を補助剤と混合および粉砕し、この混合物を水で湿らせる。この混合物を押し
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出し、次いで、空気流中で乾燥させる。
【０２５２】
被覆粒剤
有効成分[成分（Ａ）および（Ｂ）]　　８％
ポリエチレングリコール（モル重量２００）　　３％
カオリン　　８９％
【０２５３】
　細かく粉砕した有効成分を、ミキサー中において、ポリエチレングリコールで湿らせた
カオリンに均一に塗布する。この方法で粉末を発生しないコーティングされた顆粒が得ら
れる。
【０２５４】
懸濁剤
有効成分[成分（Ａ）および（Ｂ）]　　４０％
プロピレングリコール　　１０％
ノニルフェノールポリエチレングリコールエーテル（１５ｍｏｌのエチレンオキシド）　
６％
リグノスルホン酸ナトリウム　　１０％
カルボキシメチルセルロース　　１％
シリコーンオイル（水中で７５％のエマルジョンの形態）　　１％
水　　３２％
【０２５５】
　細かく粉砕した有効成分を補助剤と十分に混合して懸濁剤を得てからこれを水で希釈す
ることにより、任意の望みの希釈の懸濁液を得ることができる。そのような希釈液を使用
して、噴霧、流し込み、または浸漬によって、生きている植物ならびに植物繁殖材料を、
微生物による侵入に対して処理および保護することができる。
【０２５６】
種子処理用フロアブル剤
有効成分[成分（Ａ）および（Ｂ）]　　４０％
プロピレングリコール　　５％
コポリマーブタノールＰＯ／ＥＯ　　２％
１０～２０ｍｏｌのＥＯを含むトリスチレンフェノール　　２％
１，２－ベンズイソチアゾリン－３－オン（２０％水溶液の形態）　　０．５％
モノアゾ顔料カルシウム塩　　５％
シリコーンオイル（水中で７５％のエマルジョンの形態）　　０．２％
水　　４５．３％
【０２５７】
　細かく粉砕した有効成分を補助剤と十分に混合して懸濁剤を得てからこれを水で希釈す
ることにより、任意の望みの希釈の懸濁液を得ることができる。そのような希釈液を使用
して、噴霧、流し込み、または浸漬によって、生きている植物ならびに植物繁殖材料を、
微生物による侵入に対して処理および保護することができる。
【０２５８】
徐放性カプセル懸濁剤
　２８部の有効成分[成分（Ａ）および（Ｂ）]の組み合わせを、２部の芳香族溶媒および
７部のトルエンジイソシアネート／ポリメチレン－ポリフェニルイソシアネート混合物（
８：１）と混合する。この混合物を、望みの粒径が得られるまで、１．２部のポリビニル
アルコールと０．０５部の消泡剤と５１．６部の水との混合物中で乳化する。このエマル
ジョンに、５．３部の水中の２．８部の１，６－ジアミノヘキサンの混合物を添加する。
重合反応が完了するまで混合物を撹拌する。得られたカプセル懸濁液を、０．２５部の増
粘剤および３部の分散剤を添加することによって安定化する。カプセル懸濁製剤は２８％
の有効成分を含有する。中型カプセルの直径は８～１５ミクロンである。得られた配合物
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をその目的に適した装置中で水性懸濁剤として種子に施用する。
【０２５９】
略語の一覧
ＡＩＢＮ＝アゾビスイソブチロニトリル
ＢＯＰ－Ｃｌ＝リン酸ビス（２－オキソオキサゾリジド）クロリド
ＣＤＩ＝カルボニルジイミダゾール
ＤＣＥ＝１，２－ジクロロエタン
ＤＣＭ＝ジクロロメタン
ＤＩＰＥＡ＝Ｎ，Ｎ－ジイソプロピルエチルアミン
ＤＭＡ＝ジメチルアセトアミド
ＤＭＦ＝ジメチルホルムアミド
ＥｄＣｌ＝３－（エチルイミノメチレンアミノ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルプロパン－１－アミ
ン
ＥｔＯＡｃ＝酢酸エチル
ＥｔＯＨ＝エチルアルコール
ＨＣｌ＝塩酸
ＨＯＡｔ＝１－ヒドロキシ－７－アザベンゾトリアゾール
ＨＡＴＵ＝１－［ビス（ジメチルアミノ）メチレン］－１Ｈ－１，２，３－トリアゾロ［
４，５－ｂ］ピリジニウム３－オキシド－ヘキサフルオロホスフェート
ｍｐ＝融点
ＭｅＯＨ＝メチルアルコール
ＮａＯＨ＝水酸化ナトリウム
ＮＢＳ＝Ｎ－ブロモこはく酸イミド
ｒｈ＝相対湿度
ＴＦＡＡ＝無水トリフルオロ酢酸
ＴＨＦ＝テトラヒドロフラン
【０２６０】
調製例
　成分（Ｂ）の以下の化合物Ｎ’－［５－ブロモ－２－メチル－６－（１－メチル－２－
プロポキシ－エトキシ）－３－ピリジル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－ホルムアミジンお
よびその合成は、国際公開第２０１５／１５５０７５号から公知であり、本発明に従って
記載される密接に関連する化合物の合成と同様である。
【化３６】

【０２６１】
　成分（Ｂ）の化合物Ｔｉｍｏｒｅｘ　ＧｏｌｄTM（有効成分ティーツリー（Ｍｅｌａｌ
ｅｕｃａ　ａｌｔｅｒｎｉｆｏｌｉａ）オイル）は、Ｓｔｏｃｋｔｏｎ　Ｇｒｏｕｐ（ｈ
ｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｔｏｃｋｔｏｎ－ａｇ．ｃｏｍ／ｐｒｏｄｕｃｔｓ／ｔｉｍｏｒ
ｅｘ－ｇｏｌｄ／）から入手可能な植物抽出物である。
【０２６２】
　式（Ｉ）の化合物は、上と下の両方に記載の合成技術を使用して適切に調製することが
できる。
【０２６３】
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実施例１：この実施例は、２－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチル－Ｎ－［［４－　［
５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メ
チル］アセトアミド（表Ｔ１の化合物Ｘ．１１）の調製を例示する。
【化３７】

工程１：Ｎ’－ヒドロキシ－４－メチル－ベンズアミジンの調製

【化３８】

　エタノール（２２０ｍＬ）および水（４４０ｍＬ）中の４－メチルベンゾニトリル（３
５ｇ、０．２９ｍｏｌ）の懸濁液に、室温でヒドロキシルアミン塩酸塩（４１．１ｇ、０
．５８ｍｏｌ）、炭酸カリウム（６５．４ｇ、０．４７ｍｏｌ）、および８－ヒドロキシ
キノリン（０．２２ｇ、１．５ｍｍｏｌ）を添加した。反応混合物を８０℃で４時間加熱
し、その後室温まで冷却し、ｐＨ８まで２ＮのＨＣｌで希釈した。揮発性物質を減圧下で
除去し、反応内容物を濾過し、水で洗浄し、真空下で乾燥することで、３９．１ｇの表題
の化合物を得た。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝０．２３分、１５１．０（Ｍ＋Ｈ）。
【０２６４】
工程２：３－（ｐ－トリル）－５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ールの調製

【化３９】

　Ｎ’－ヒドロキシ－４－メチル－ベンズアミジン（３８．７ｇ、０．２５ｍｏｌ）の２
－メチルテトラヒドロフラン（７５０ｍＬ）溶液に、ＴＦＡＡを０℃で添加した。反応混
合物を１５℃で２時間撹拌した後、水で希釈した。有機層を分離し、飽和重炭酸ナトリウ
ム水溶液、飽和塩化アンモニウム水溶液、および水で連続して洗浄し、その後硫酸ナトリ
ウムで乾燥し、濾過し、減圧下で濃縮した。得られた粗製残渣をシリカゲル上でのフラッ
シュクロマトグラフィー（ヘプタン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配９９：１～９０：１０）に
より精製することで、５４．１ｇの表題の化合物を透明なオイルとして得た。これは保管
後に固化した。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．１５分、質量検出なし。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．００（ｄ，２Ｈ），７．３２
（ｄ，２Ｈ），２．４５（ｓ，３Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．４１（ｓ）．
【０２６５】
工程３ａ：３－［４－（ブロモメチル）フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１，
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２，４－オキサジアゾールの調製
【化４０】

　アルゴン下のテトラクロロメタン（４８０ｍＬ）中の３－（ｐ－トリル）－５－（トリ
フルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール（５６．０ｇ、０．２４ｍｏｌ）とＮ
ＢＳ（４５．４ｇ、０．２５ｍｏｌ）との混合物を７０℃に加熱した。ＡＩＢＮ（４．０
３ｇ、２４ｍｍｏｌ）を添加し、反応混合物を６５℃で１８時間撹拌した。その後、混合
物を室温まで冷却し、ジクロロメタンと水で希釈した。層を分離し、有機層を飽和重炭酸
ナトリウム水溶液で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過し、減圧下で濃縮した。粗製
残渣をシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン（ｃｙｃｌｏｈ
ｅｈａｎｅ）／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配１００：０～９５：５）により精製することで、
４４．７ｇの表題の化合物を白色固体として得た。ｍｐ：５８～６３℃。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．１１（ｄ，２Ｈ），７．５５
（ｄ，２Ｈ），４．５３（ｓ，２Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３２（ｓ）．
【０２６６】
　３－［４－（ジブロモメチル）フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾールが副生成物として白色固体として単離された。ｍｐ：６１～６６℃。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．１５（ｄ，２Ｈ），７．７３
（ｄ，２Ｈ），６．６８（ｓ，１Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３４（ｓ）．
【０２６７】
工程３ｂ：３－［４－（ジブロモメチル）フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１
，２，４－オキサジアゾールからの３－［４－（ブロモメチル）フェニル］－５－（トリ
フルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾールの調製
【化４１】

　アセトニトリル（９５ｍＬ）、水（１．９ｍＬ）、およびＤＩＰＥＡ（６．２０ｍＬ、
３５．７ｍｍｏｌ）の中の３－［４－（ブロモメチル）フェニル］－５－（トリフルオロ
メチル）－１，２，４－オキサジアゾールと３－［４－（ジブロモメチル）フェニル］－
５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール（１０．２ｇ）との１：９
の比率の混合物に、亜リン酸ジエチル（４．７ｍＬ、３５．７ｍｍｏｌ）を５℃で添加し
た。混合物を５～１０℃で２時間撹拌し、１ＭのＨＣｌ水溶液を添加し、揮発性物質を減
圧下で除去した。得られた白色スラリーをジクロロメタンで抽出し、全て合わせた有機層
を硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過し、減圧下で濃縮した。得られた粗製残渣をシリカゲル
上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配９９：
１～９：１）により精製することで、７．１０ｇの表題の化合物を白色固体として得た。
ｍｐ：５８～６３℃。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．１１（ｄ，２Ｈ），７．５５
（ｄ，２Ｈ），４．５３（ｓ，２Ｈ）．
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19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３２（ｓ）．
【０２６８】
工程４：Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－
３－イル］フェニル］メチル］メタンアミンの調製
【化４２】

　３－［４－（ブロモメチル）フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール（１５ｇ、４６．９ｍｍｏｌ）のＴＨＦ（２０ｍＬ）溶液を、室温でメ
チルアミンの溶液（ＴＨＦ中２Ｍ、１２０ｍＬ、２３４．５ｍｍｏｌ）に滴下し、室温で
２４時間撹拌した。溶媒を減圧下で除去し、得られた粗製物質をシリカゲル上でのフラッ
シュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配１：０～１：１）に
より精製することで、１０．３ｇの表題の化合物を透明なオイルとして得た。ＬＣ／ＭＳ
（方法Ａ）保持時間＝０．５８分、２５８（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０８（ｄ，２Ｈ），７．４７
（ｄ，２Ｈ），３．８４（ｓ，２Ｈ），２．４８（ｓ，３Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３９（ｓ）．
【０２６９】
工程５：２－ヒドロキシ－Ｎ－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１
，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセトアミドの調製

【化４３】

　窒素雰囲気下、ＤＭＦ（７．８ｍＬ）中のＮ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）
－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］メタンアミン（０．５
０ｇ、１．９４ｍｍｏｌ）の懸濁液に、ＤＩＰＥＡ（１．０ｍＬ、５．８３ｍｍｏｌ）を
添加し、引き続き２－ヒドロキシ酢酸（０．２２ｇ、２．９２ｍｍｏｌ）、ＨＡＴＵ（１
．１ｇ、２．９２ｍｍｏｌ）を添加した。反応物を一晩撹拌した後、内容物を飽和重炭酸
ナトリウム水溶液で希釈し、酢酸エチルで抽出した。全て合わせた有機層を硫酸ナトリウ
ムで乾燥し、濾過した。溶媒を減圧下で除去し、得られた粗生成物をシリカゲル上でのフ
ラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配９５：５～９：
１）により精製することで、４４２ｍｇの表題の化合物を透明なオイルとして得た。ＬＣ
／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝０．９０分、３１６（Ｍ＋Ｈ）。
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３４（ｓ）．
【０２７０】
工程６：２－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロ
メチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセトアミド
の調製
　２－ヒドロキシ－Ｎ－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，
４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］アセトアミド（４４２ｍｇ、１．
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４０ｍｍｏｌ）を乾燥アセトニトリル（３．４ｍＬ、２Åのモレキュラーシーブで乾燥）
の中に懸濁させ、ＣｕＩ（０．０７ｇ、０．３４ｍｍｏｌ）を入れた。内容物を４５℃に
加熱し、アセトニトリル（２ｍＬ）中の２，２－ジフルオロ－２－フルオロスルホニル－
酢酸（０．２０ｍＬ、１．８９ｍｍｏｌ）を４０分かけてシリンジポンプから入れた。反
応混合物を３０分間加熱し、室温まで冷却し、水（３０ｍＬ）でクエンチし、酢酸エチル
で抽出した。全て合わせた有機層を食塩水で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過した
。溶媒を減圧下で除去し、得られた粗生成物をシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラ
フィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配１：０～１：１）により精製すること
で、２２ｍｇの表題の化合物を透明なオイルとして得た。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間
＝１．０２分、３６６（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．１２（ｍ，２Ｈ），７．４０
（ｍ，２Ｈ），６．４４（ｔ，１Ｈ），４．６９（ｍ，２Ｈ），４．５８（ｍ，２Ｈ），
２．９６（ｍ，３Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３４（ｓ），－８５．
９２（ｓ）．
【０２７１】
実施例２：この実施例は、１－シクロプロピル－３－メトキシ－３－メチル－１－［［４
－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル
］メチル］尿素（表Ｘの化合物Ｘ．１８）の調製を例示する。
【化４４】

工程１：１Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール
－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンアミンの調製
【化４５】

　シクロプロパンアミン（３．７ｇ、６５ｍｍｏｌ）およびＮ－エチル－Ｎ－イソプロピ
ル－プロパン－２－アミン（１．４ｍＬ、８．１ｍｍｏｌ）が入っているジクロロメタン
（１０ｍＬ）溶液に、３－［４－（ブロモメチル）フェニル］－５－（トリフルオロメチ
ル）－１，２，４－オキサジアゾール（２．５０ｇ、８．１ｍｍｏｌ）のジクロロメタン
（５ｍＬ）溶液を室温で２時間かけて添加した。混合物を室温で３０分間撹拌し、水の中
に注ぎ入れ、その後ジクロロメタンで抽出した。全て合わせた有機層を食塩水で洗浄し、
硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過した。溶媒を減圧下で除去し、得られた粗製残渣をシリカ
ゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配１
：０～１：１）により精製することで、１．１８ｇの表題の化合物を白色固体として得た
。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝０．７１分、３００（Ｍ＋Ｈ）。
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1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０６（ｄ，２Ｈ），７．４９
（ｄ，２Ｈ），３．９２（ｓ，２Ｈ），２．１８（ｍ，１Ｈ），１．８５（ｂｒｓ，１Ｈ
），０．４２（ｍ，２Ｈ），０．３９（ｍ，２Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３６（ｓ）．
【０２７２】
工程２：１－シクロプロピル－３－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフ
ルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素の
調製
　０℃の攪拌されているジクロロメタン（３ｍＬ）中のＮ－［［４－［５－（トリフルオ
ロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロ
パンアミン（０．１５ｇ、０．５３ｍｍｏｌ）の懸濁液に、トリエチルアミン（０．１５
ｍＬ、１．０６ｍｍｏｌ）を添加し、引き続きＮ－メトキシ－Ｎ－メチルカルバモイルク
ロリド（０．０７ｇ、０．５８ｍｍｏｌ）を添加した。４時間後、反応混合物の揮発性物
質を減圧下で除去し、得られた粗製残渣をシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィ
ー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配９５：５～９：１）により精製することで
、１８３ｍｇの目的生成物を淡黄色のオイルとして得た。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間
＝１．１０分、３７１（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０８（ｄ，２Ｈ），７．４４
（ｄ，２Ｈ），４．６２（ｓ，２Ｈ），３．６８（ｓ，３Ｈ），３．０８（ｓ，３Ｈ），
２．６８（ｍ，１Ｈ），０．７４（ｍ，４Ｈ）．
【０２７３】
実施例３：この実施例は、２－メトキシ－Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）－Ｎ
－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］
フェニル］メチル］アセトアミド（表Ｘの化合物Ｘ．０９）の調製を例示する。
【化４６】

工程１：中間体２，２，２－トリフルオロ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）
－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］エタンアミンの調製
【化４７】

　３－［４－（ブロモメチル）フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール（１．５ｇ、４．６９ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（１０ｍＬ）溶液に
、ＤＩＰＥＡ（０．８２ｍＬ、４．６９ｍｍｏｌ）を添加し、続いて２，２，２－トリフ
ルオロエタンアミン（２．９４ｍＬ、３７．５ｍｍｏｌ）を添加した。反応混合物を室温
で２４時間撹拌し、その後水の中に注ぎ入れ、ジクロロメタンで抽出した。全て合わせた
有機層を硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過した。溶媒を減圧下で除去し、得られた粗製残渣
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をシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離
剤勾配１：０～０：１）により精製することで、１．５３ｇの表題の化合物を透明なオイ
ルとして得た。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０９（ｄ，２Ｈ），７．５１
（ｄ，２Ｈ），４．００（ｓ，２Ｈ），３．２２（ｑ，２Ｈ），１．７１（ｓ，１Ｈ）．
【０２７４】
工程２：２－メトキシ－Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）－Ｎ－［［４－［５－
（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル
］アセトアミドの調製
　０℃のジクロロメタン（６ｍＬ）中の２，２，２－トリフルオロ－Ｎ－［［４－［５－
（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル
］エタンアミン（０．１ｇ、０．３１ｍｍｏｌ）の懸濁液に、トリエチルアミン（０．０
９ｍＬ、０．６２ｍｍｏｌ）を添加し、続いて２－メトキシアセチルクロリド（０．０３
ｍＬ、０．３２ｍｍｏｌ）を添加した。反応混合物を一晩撹拌し、減圧下で減量し、得ら
れた粗製残渣に対してシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（ヘプタン／Ｅｔ
ＯＡｃ、溶離液勾配９：１～１：９）を行うことで、１１６ｍｇの目的生成物を白色固体
として得た。融点：９２～９５℃。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．０８分、３９８
（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．１２（ｍ，２Ｈ），７．３６
（ｍ，２Ｈ），４．８２（ｓ，２Ｈ），４．０８（ｍ，２Ｈ），３．９８（ｍ，２Ｈ），
３．４５（ｓ，３Ｈ）．
【０２７５】
　実施例４：この実施例は、中間体Ｎ－プロポキシ－１－［４－［５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メタンアミンの調製を例
示する。
【化４８】

　ジクロロメタン（６ｍＬ）中にＯ－プロピルヒドロキシルアミン塩酸塩（３．７４ｇ、
３２．５ｍｍｏｌ）およびＤＩＰＥＡ（６．４０ｍＬ、３６．６ｍｍｏｌ）が入っている
溶液に、３－［４－（ブロモメチル）フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１，２
，４－オキサジアゾール（１．３０ｇ、４．０６ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（１０ｍＬ
）溶液を滴下した。反応混合物を室温で２４時間撹拌し、その後水の中に注ぎ入れ、層を
分離した。水層をジクロロメタンで抽出し、全て合わせた有機層を食塩水で洗浄し、硫酸
ナトリウムで乾燥し、濾過した。溶媒を減圧下で除去し、得られた粗生成物をシリカゲル
上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配１：０
～１：１）により精製することで、０．９２ｇの表題の化合物を透明なオイルとして得た
。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．１２分、３０２（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０９（ｄ，２Ｈ），７．０２
（ｄ，２Ｈ），５．７０（ｓbr，１Ｈ），４．１１（ｓ，２Ｈ），３．５９（ｍ，２Ｈ）
，１．５２（ｍ，２Ｈ），０．８６（ｓ，３Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３３（ｓ）．
【０２７６】
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実施例５：この実施例は、１－［［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－
１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］－１－メトキシ－３－メ
チル－尿素（表Ｘの化合物Ｘ．２１）の調製を例示する。
【化４９】

工程１：２－フルオロ－Ｎ’－ヒドロキシ－４－メチル－ベンズアミジンの調製

【化５０】

　２５℃のエタノール（１２５ｍＬ）中の２－フルオロ－４－メチルベンゾニトリル（５
ｇ、３７．０ｍｍｏｌ）の懸濁液に、ヒドロキシルアミン塩酸塩（７．７ｇ、１１１ｍｍ
ｏｌ）を添加し、反応混合物を８０℃で２時間加熱した。室温まで冷却した後、揮発性物
質を減圧下で除去することで白色固体を得た。これは更に精製することなく次の変換で使
用した。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．１４分、１６９．２（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：７．９６（ｔ，１Ｈ），７．１１
（ｍ，２Ｈ），２．４５（ｓ，３Ｈ）．
【０２７７】
工程２：３－（２－フルオロ－４－メチル－フェニル）－５－（トリフルオロメチル）－
１，２，４－オキサジアゾールの調製
【化５１】

　氷浴で冷却した２－フルオロ－Ｎ’－ヒドロキシ－４－メチル－ベンズアミジン（３７
ｍｍｏｌ）のテトラヒドロフラン（１２２ｍＬ）溶液に、ＴＦＡＡ（７．７１ｍＬ、５５
．５ｍｍｏｌ）を添加した。反応混合物を２５℃で一晩撹拌し、その後水で希釈した。有
機層を分離し、飽和重炭酸ナトリウム水溶液、飽和塩化アンモニウム水溶液、および水で
連続して洗浄し、その後硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過し、減圧下で濃縮した。得られた
粗製残渣をシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡ
ｃ、溶離液勾配９９：１～１：１）により精製することで、６．６ｇの表題の化合物をア
モルファスの白色固体として得た。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．１４分、２４７
（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．００（ｄ，１Ｈ），７．３２
（ｄ，２Ｈ），２．４５（ｓ，３Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３（ｓ），１０８．１
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（ｓ）．
【０２７８】
工程３ａ：３－［４－（ブロモメチル）フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１，
２，４－オキサジアゾールの調製
【化５２】

　テトラクロロメタン（３４．３ｍＬ）中の３－（２－フルオロ－４－メチル－フェニル
）－５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール（４．２ｇ、１７．１
ｍｍｏｌ）とＮＢＳ（３．１１ｇ、１７．１ｍｍｏｌ）との混合物を７０℃に加熱した。
ＡＩＢＮ（０．２９ｇ、１．７１ｍｍｏｌ）を入れ、反応混合物を６５℃で１８時間撹拌
した。内容物を２５℃まで冷却し、ジクロロメタンと水で希釈し、層を分離した。こはく
酸イミド副産物を濾過により除去し、溶媒を減圧下で除去することで、褐色のガム状物質
を得た。この残渣をシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／
ＥｔＯＡｃ　１００：０～４：１）により精製することで、１．７ｇの表題の化合物を白
色固体として得た。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．１３分、（Ｍ＋Ｈ）検出せず。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０９（ｔ，１Ｈ），７．３４
（ｍ，２Ｈ），４．４９（ｓ，２Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．１８（ｓ），－１０６
．２（ｓ）．
【０２７９】
３－［４－（ジブロモメチル）フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾールを、副生成物としてベージュ色の固体の形態で単離した（４．０ｇ、収
率５８％）ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．２０分、（Ｍ＋Ｈ）検出せず。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．１４（ｄ，１Ｈ），７．５２
（ｄｄ，２Ｈ），６．６３（ｓ，１Ｈ）．
【０２８０】
工程３ｂ：３３－［４－（ジブロモメチル）－２－フルオロ－フェニル］－５－（トリフ
ルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾールからの３－［４－（ブロモメチル）－２
－フルオロ－フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール
の調製
【化５３】

　５℃のアセトニトリル（３７ｍＬ）、水（０．８ｍＬ）、およびＤＩＰＥＡ（２．５９
ｍＬ、１４．８ｍｍｏｌ）中の３－［４－（ブロモメチル）－２－フルオロ－フェニル］
－５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾールと３－［４－（ジブロモ
メチル）－２－フルオロ－フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキ
サジアゾール（４．０ｇ、９．９ｍｍｏｌ）との１：２０混合物に、亜リン酸ジエチル（
２．０ｍＬ、１４．８ｍｍｏｌ）を添加した。混合物を５～１０℃で２時間撹拌し、その
後水および１ＭのＨＣｌ水溶液を添加した。揮発性物質を減圧下で除去し、得られた白色
スラリーをジクロロメタンで抽出した。全て合わせた有機層を硫酸ナトリウムで乾燥し、
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濾過した。溶媒を減圧下で除去し、得られた明るいオレンジ色の粗製残渣をシリカゲル上
でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配９９：１
～１：１）により精製することで、２．２ｇの表題の化合物を白色固体として得た。ＬＣ
／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．１３分、（Ｍ＋Ｈ）検出せず。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０９（ｔ，１Ｈ），７．３４
（ｍ，２Ｈ），４．４９（ｓ，２Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．１８（ｓ），－１０６
．２（ｓ）．
【０２８１】
工程４：１－［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］－Ｎ－メトキシ－メタンアミンの調製
【化５４】

　Ｏ－メチルヒドロキシルアミン塩酸塩（４．９ｇ、５９ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（
１５ｍＬ）溶液に、ＤＩＰＥＡ（１２ｍＬ、６６ｍｍｏｌ）を滴下し、続いて３－［４－
（ブロモメチル）－２－フルオロフェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾール（１．２ｇ、３．７ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（５ｍＬ）溶液を滴
下した。１８時間後、水を入れ（１０ｍＬ）、反応内容物をジクロロメタンで２回抽出し
、全て合わせた有機層を硫酸ナトリウムで乾燥してから濾過した。得られた残渣をシリカ
ゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配１
：０～１：１）により精製することで、４１０ｍｇの表題の化合物を無色オイルとして得
た。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．０１分、（Ｍ＋Ｈ）検出せず。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０５（ｔ，１Ｈ），７．４５
（ｍ，２Ｈ），５．８５（ｂｒｓ，１Ｈ），４．１２（ｓ，２Ｈ），３．５０（ｓ，３Ｈ
）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．２１（ｓ），－１０７
．３３（ｓ）．
【０２８２】
工程５：１－［［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキ
サジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］－１－メトキシ－３－メチル－尿素の調製
　１－［３－フルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］－Ｎ－メトキシ－メタンアミン（２０ｍｇ、０．０７ｍｍｏ
ｌ）のジクロロメタン（０．２３ｍＬ）溶液に、Ｎ－メチルカルバモイルクロリド（０．
０１２ｇ、０．１４ｍｍｏｌ）およびトリエチルアミン（０．０２ｍＬ、０．１３ｍｍｏ
ｌ）を添加した。１時間後、反応混合物を減圧下で濃縮し、得られた粗製残渣をシリカゲ
ル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配９９
：１～１：１）により精製することで、１２ｍｇの目的生成物をガム状物質として得た。
ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝０．９７分、３４９（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０４（ｔ，１Ｈ），７．３１
（ｍ，２Ｈ），５．８１（ｍ，１Ｈ），４．７１（ｓ，２Ｈ），３．６０（ｓ，３Ｈ），
２．８７（ｄ，３Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．１７（ｓ），－１０７
．１０（ｓ）．
【０２８３】
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実施例６：この実施例は、Ｎ－［［２，３－ジフルオロ－４－［５－（トリフルオロメチ
ル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－
シクロプロパンカルボキサミド（表Ｘの化合物Ｘ．１０）の調製を例示する。
【化５５】

工程１：２，３－ジフルオロ－Ｎ’－ヒドロキシ－４－メチル－ベンズアミジンの調製

【化５６】

　２５℃のエタノール（１１１ｍＬ）中の２，３－ジフルオロ－４－メチルベンゾニトリ
ル（５．０ｇ、３２．６ｍｍｏｌ）の懸濁液に、ヒドロキシルアミン塩酸塩（４．５ｇ、
６５．３ｍｍｏｌ）を添加した。反応混合物を８０℃で２時間加熱した。室温まで冷却し
た後、揮発性物質を減圧下で除去することで白色固体を得た。これは精製せずに次の変換
で使用した。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：７．３０（ｍ，１Ｈ），６．９５
（ｍ，１Ｈ），６．５０（ｂｒｓ，１Ｈ），５．０５（ｂｒｓ，２Ｈ），２．３０（ｓ，
３Ｈ）．
【０２８４】
工程２：３－（２，３－ジフルオロ－４－メチル－フェニル）－５－（トリフルオロメチ
ル）－１，２，４－オキサジアゾールの調製
【化５７】

　氷浴で冷却した２，３－ジフルオロ－Ｎ’－ヒドロキシ－４－メチル－ベンズアミジン
（２．６ｍｍｏｌ）のテトラヒドロフラン（１０８ｍＬ）溶液に、ＴＦＡＡ（６．９ｍＬ
、４９ｍｍｏｌ）を添加した。反応混合物を２５℃で一晩撹拌し、その後水で希釈した。
有機層を分離し、飽和重炭酸ナトリウム水溶液、飽和塩化アンモニウム水溶液、および水
で連続して洗浄し、その後硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過し、減圧下で濃縮した。表題の
化合物（６．６ｇ）を淡褐色の固体として単離し、これは更に精製することなく次の変換
で使用した。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．１６分、２６５（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：７．７６（ｄ，１Ｈ），７．１２
（ｄ，１Ｈ），２．４１（ｓ，３Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．４１（ｓ），－１３３
．３（ｓ），－１４０．１（ｓ）．



(112) JP 2020-515601 A 2020.5.28

10

20

30

40

50

【０２８５】
工程３：３－［４－（ブロモメチル）－２，３－ジフルオロ－フェニル］－５－（トリフ
ルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾールの調製
【化５８】

　アルゴン下のテトラクロロメタン（７９ｍＬ）中の３－（２，３－ジフルオロ－４－メ
チル－フェニル）－５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール（６．
０ｇ、２２．６ｍｍｏｌ）とＮＢＳ（７．１７ｇ、１０．０ｍｍｏｌ）との混合物を７０
℃に加熱した。ＡＩＢＮ（０．６８ｇ、３．９５ｍｍｏｌ）を添加し、反応混合物を６５
℃で３６時間撹拌した。混合物を２５℃まで冷却し、ジクロロメタン、水で希釈し、層を
分離した。こはく酸イミド副生成物を濾過により除去し、揮発性物質を減圧下で除去した
。得られた粗製残渣をシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン
／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配１００：０～４：１）により精製することで、４．８ｇの表題
の化合物を白色固体として得た。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．１６分、３４４（
Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：７．８０（ｍ，１Ｈ），７．３７
（ｍ，１Ｈ），４．５５（ｓ，２Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．１（ｓ），－１３１．
２（ｓ），－１３９．１（ｓ）．
【０２８６】
工程４：１－［２，３－ジフルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール－３－イル］フェニル］－Ｎ－メトキシ－メタンアミンの調製
【化５９】

　Ｏ－メチルヒドロキシルアミン塩酸塩（３．５ｇ、４２ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（
８ｍＬ）溶液に、ＤＩＰＥＡ（８．３ｍＬ、４７ｍｍｏｌ）を滴下し、続いて３－［４－
（ブロモメチル）－２，３－ジフルオロ－フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１
，２，４－オキサジアゾール（２．０ｇ、５．２ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（５ｍＬ）
溶液を滴下した。１８時間後、水を入れ（１０ｍＬ）、反応内容物をジクロロメタンで２
回抽出し、全て合わせた有機層を硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過した。得られた残渣をシ
リカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾
配１：０～１：１）により精製することで、１．１０ｇの表題の化合物を淡黄色のオイル
として得た。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．０３分、３１０（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：７．８４（ｔ，１Ｈ），７．３８
（ｔ，１Ｈ），５．８７（ｂｒｓ，１Ｈ），４．２０（ｓ，２Ｈ），３．５２（ｓ，３Ｈ
）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．２１（ｓ），－１３２
．５３（ｓ），－１４７．５０（ｓ）．
【０２８７】



(113) JP 2020-515601 A 2020.5.28

10

20

30

40

50

工程５：Ｎ－［［２，３－ジフルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－シクロプロパンカ
ルボキサミドの調製
　１－［２，３－ジフルオロ－４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］－Ｎ－メトキシ－メタンアミン（０．１８ｇ、０．５
８ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（２．９ｍＬ）溶液に、シクロプロパンカルボニルクロリ
ド（０．０６ｍＬ、０．６１ｍｍｏｌ）を添加し、続いてトリエチルアミン（０．１６ｍ
Ｌ、１．１６ｍｍｏｌ）を添加した。１時間後、反応混合物を減圧下で濃縮し、粗製残渣
をシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離
液勾配９９：１～１：１）により精製することで、２０７ｍｇの表題の化合物をガム状物
質として得た。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．１１分、３７８（Ｍ＋Ｈ）。
【０２８８】
実施例７ａ：この実施例は、Ｎ－エチル－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオ
ロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンア
ミド（表Ｘの化合物Ｘ．０７）の調製を例示する。
【化６０】

工程１：Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－
３－イル］フェニル］メチル］エタンアミンの調製
【化６１】

　３－［４－（ブロモメチル）フェニル］－５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－
オキサジアゾール（１．５０ｇ、４．６９ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（９．４ｍＬ）溶
液を、ＭｅＯＨ中の２Ｍのエチルアミン（１２ｍＬ、２４．０ｍｍｏｌ）の溶液に室温で
滴下した。混合物を室温で２４時間撹拌し、その後水の中に注ぎ入れ、層を分離した。水
層をジクロロメタンで抽出し、全て合わせた有機層を食塩水で洗浄し、硫酸ナトリウムで
乾燥し、濾過した。溶媒を減圧下で除去し、得られた粗生成物をシリカゲル上でのフラッ
シュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配１：０～１：１）に
より精製することで、０．９２ｇの表題の化合物を白色固体として得た。ｍｐ：１０２～
１１２℃、ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝０．６６分、２７２（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０１（ｄ，２Ｈ），７．５７
（ｄ，２Ｈ），３．８６（ｑ，２Ｈ），３．２９（ｂｒｓ，１Ｈ），２．５３（ｑ，２Ｈ
），１．０５（ｔ，３Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６４．７７（ｓ）．
【０２８９】
工程２：Ｎ－エチル－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２
，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミドの調製
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　０℃のジクロロメタン（５８ｍＬ）中のＮ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－
１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］エタンアミン（４．８ｇ
、１８ｍｍｏｌ）の懸濁液に、トリエチルアミン（４．９ｍＬ、３５ｍｍｏｌ）を添加し
、続いて２－メチルプロパノイルクロリド（２．０ｍＬ、１９ｍｍｏｌ）を添加した。反
応混合物を１時間撹拌し、次いで飽和塩化アンモニウム水溶液を入れ、その後酢酸エチル
で抽出した。全て合わせた有機層を硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過した。溶媒を減圧下で
除去し、得られた粗製残渣に対してシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シ
クロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配９：１～１：９）を行うことで、５．１ｇの目的
生成物をオレンジ色のオイルとして得た。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．１１分、
３４２．６（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０７（ｍ，２Ｈ），７．３６
（ｍ，２Ｈ），４．６６（ｍ，２Ｈ），３．３６（ｍ，２Ｈ），２．８７（ｍ，１Ｈ），
１．１５（ｍ，９Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６４．３６（ｓ）．
【０２９０】
実施例７ｂ：この実施例は、Ｎ－エチル－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオ
ロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンア
ミド（表Ｘの化合物Ｘ．０７）の別の調製を例示する。
工程１：４－（エチルアミノメチル）ベンゾニトリルの調製
【化６２】

　４０℃に加熱したテトラヒドロフラン（３０ｍＬ）中の４－（クロロメチル）ベンゾニ
トリル（３．０ｇ、１９．４ｍｍｏｌ）の溶液に、７０％のエチルアミン水溶液（４当量
、７７．６ｍｍｏｌ）を添加し、反応を４０℃で１６時間加熱した。２５℃まで冷却した
後、反応内容物を水（２５ｍＬ）およびｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテル（５０ｍＬ）で
希釈し、層を分離した。水層をｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテルで抽出し、全て合わせた
有機フラクションを食塩水で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過した。溶媒を減圧下
で除去することで、３．０５ｇの表題の化合物を黄色のガム状物質として得た。これは更
に精製することなく次の変換で使用した。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：７．６１（ｄ，２Ｈ），７．４２
（ｄ，２Ｈ），３．８５（ｓ，２Ｈ），２．５３（ｑ，２Ｈ），１．１３（ｔ，３Ｈ）．
【０２９１】
工程２：Ｎ－［（４－シアノフェニル）メチル］－Ｎ－エチル－２－メチル－プロパンア
ミドの調製

【化６３】

　０℃のトルエン（１３ｍＬ）中の４－（エチルアミノメチル）ベンゾニトリル（２．０
ｇ、１１．２ｍｍｏｌ）の懸濁液に、水酸化ナトリウム（０．５０ｇ、１２．３ｍｍｏｌ
）を水溶液（６．６ｍＬ）として添加し、続いて２－メチルプロパノイルクロリド（１．
３８ｇ、１２．３ｍｍｏｌ）を添加した。氷浴を外し、反応混合物を２４時間撹拌した。
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ｍＬ）で希釈し、次いで層を分離した。水層をｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテルで抽出し
、全て合わせた有機フラクションを硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過した。溶媒を減圧下で
除去することで、２．６５ｇの目的生成物をオレンジ色のオイルとして得た。これは更に
精製することなく次の変換で使用した。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：７．５８（ｍ，２Ｈ），７．３０
（ｍ，２Ｈ），４．６１（ｍ，２Ｈ），３．４９（ｍ，２Ｈ），２．８５（ｍ，１Ｈ），
１．１７（ｍ，９Ｈ）．
【０２９２】
工程３：Ｎ－エチル－Ｎ－［［４－（Ｎ－ヒドロキシカルバムイミドイル）フェニル］メ
チル］－２－メチル－プロパンアミドの調製
【化６４】

　Ｎ－［（４－シアノフェニル）メチル］－Ｎ－エチル－２－メチル－プロパンアミド（
２．８０ｇ、１１ｍｍｏｌ）とエタノール（２８ｍＬ）の溶液に、５０％のヒドロキシル
アミン水溶液（１．５当量、１７ｍｍｏｌ）を入れた。１８時間後、反応内容物を減圧下
で濃縮し、真空下で乾燥させた。水（１０ｍＬ）を入れ、内容物を１５分間攪拌した。得
られた白色固体を濾過し、真空下で乾燥することで、２．５２ｍｇの表題の化合物を白色
固体として得た。これは更に精製することなく次の変換で使用した。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ6）δ　ｐｐｍ：９．６０（ｓbr，１Ｈ），７
．６３（ｍ，２Ｈ），７．１７（ｍ，２Ｈ），４．５５（ｍ，２Ｈ），３．３１（ｍ，１
Ｈ），３．２７（ｍ，２Ｈ），１．０７（ｍ，９Ｈ）．
【０２９３】
工程４：Ｎ－エチル－２－メチル－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２
，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミドの調製
　トラップ－１（空）、続いてトラップ－２（４ＮのＮａＯＨ水溶液で満たす）に連結さ
れている３０ｍＬのシュレンク管に、Ｎ－エチル－Ｎ－［［４－（Ｎ－ヒドロキシカルバ
ムイミドイル）フェニル］メチル］－２－メチル－プロパンアミド（２．００ｇ、７．２
２ｍｍｏｌ）、酢酸エチル（２０ｍＬ）、およびピリジン（０．８８ｍＬ、１０．８ｍｍ
ｏｌ）を入れた。内容物を１０分間撹拌してから、得られた白色懸濁液に、２，２，２－
トリフルオロアセチルクロリド（１．０５ｇ、７．９４ｍｍｏｌ）を、穏やかに吹き込む
ことによって入れた。反応媒体は２５℃で撹拌すると無色になった。１時間後、反応内容
物を酢酸エチルで希釈し、水で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、減圧下で濃縮すること
で、２．５ｇの表題の化合物をオレンジ色のオイルとして得た。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保
持時間＝１．１１分、３４２．６（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０７（ｍ，２Ｈ），７．３６
（ｍ，２Ｈ），４．６６（ｍ，２Ｈ），３．３６（ｍ，２Ｈ），２．８７（ｍ，１Ｈ），
１．１５（ｍ，９Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６４．３６（ｓ）．
【０２９４】
実施例８ａ：この実施例は、Ｎ－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）
－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンカルボ
キサミド（表Ｘの化合物Ｘ．０１）の調製を例示する。
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【化６５】

工程１：Ｎ－メトキシ－１－［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサ
ジアゾール－３－イル］フェニル］メタンアミンの調製
【化６６】

　Ｏ－メチルヒドロキシルアミン塩酸塩（１１．２ｇ、１３１．３ｍｍｏｌ）のジクロロ
メタン（９１ｍＬ）溶液に、ＤＩＰＥＡ（１９．１ｇ、１４７．７ｍｍｏｌ）を滴下によ
り入れた。２０分後、３－［４－（ブロモメチル）フェニル］－５－（トリフルオロメチ
ル）－１，２，４－オキサジアゾール（１４．０ｇ、１６．４ｍｍｏｌ）をジクロロメタ
ン（４ｍＬ）溶液として入れた。反応混合物を室温で２４時間撹拌し、その後水の中に注
ぎ入れ、層を分離した。有機層を水で洗浄し、有機フラクションを減圧下で濃縮し、得ら
れた粗製残渣をシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／Ｅｔ
ＯＡｃ、溶離液勾配１：０～７：３）により精製することで、４．４ｇの表題の化合物を
黄色がかったオイルとして得た。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０９（ｄ，２Ｈ），７．５３
（ｄ，２Ｈ），５．３３（ｂｒｓ，１Ｈ），４．１２（ｓ，２Ｈ），３．５０（ｓ，３Ｈ
）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３２（ｓ）．
【０２９５】
工程２：Ｎ－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキ
サジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンカルボキサミドの調製
　ジクロロメタン（２．８ｍＬ）中のＮ－メトキシ－１－［４－［５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メタンアミン（０．１１
ｇ、０．３８ｍｍｏｌ）の懸濁液に、トリエチルアミン（０．１６ｍＬ、１．１４ｍｍｏ
ｌ）を入れ、続いてシクロプロパンカルボン酸（０．４ｍＬ、０．４９ｍｍｏｌ）および
ＥＤＣＩ（０．１５ｇ、０．７６ｍｍｏｌ）を入れた。１８時間後、内容物を１ＭのＨＣ
ｌ水溶液で希釈し、ジクロロメタンで抽出した。全て合わせた有機層を硫酸ナトリウムで
乾燥し、濾過した。溶媒を減圧下で除去し、得られた粗製残渣をシリカゲル上でのフラッ
シュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配９９：１～８：２）
により精製することで、１２６ｍｇの表題の化合物を白色固体として得た。ｍｐ：３５～
３８℃、ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝０．９９分、３１６．３（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０９（ｄ，２Ｈ），７．５３
（ｄ，２Ｈ），４．８７（ｓ，２Ｈ），３．７３（ｓ，３Ｈ），２．１９（ｍ，１Ｈ），
１．０５（ｍ，２Ｈ），０．８６（ｍ，２Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３３（ｓ）．
【０２９６】
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実施例８ｂ：この実施例は、Ｎ－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）
－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンカルボ
キサミド（表Ｘの化合物Ｘ．０１）の別の調製を例示する。
工程１：Ｎ－メトキシシクロプロパンカルボキサミドの調製
【化６７】

　氷浴で冷却した酢酸エチル（７．７ｍＬ）中にＯ－メチルヒドロキシルアミン（０．８
０ｇ、２１．８ｍｍｏｌ）と炭酸カリウム（０．５２ｍＬ、２．８８ｍｍｏｌ）が入って
いる溶液に、シクロプロパンカルボニルクロリド（２．０ｇ、１８．２ｍｍｏｌ）を３０
分かけて滴下した。氷浴を外し、内容物を２時間撹拌した後、ＥｔＯＨ（５ｍＬ）を入れ
、内容物を更に３０分間撹拌した。固体を濾過してから真空下で乾燥することで、２．１
４ｇの表題の化合物を白色固体として得た。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ6）δ　ｐｐｍ：１１．１３（ｓ，１Ｈ），３
．５７（ｓ，３Ｈ），１．３４（ｍ，１Ｈ），０．８７（ｍ，１Ｈ），０．６８（ｍ，３
Ｈ）．
【０２９７】
工程２：Ｎ－［（４－シアノフェニル）メチル］－Ｎ－メトキシ－シクロプロパンカルボ
キサミドの調製

【化６８】

　Ｎ－メトキシシクロプロパンカルボキサミド（０．６７ｇ、５．５０ｍｍｏｌ）のアセ
トニトリル（１０ｍＬ）溶液に、炭酸カリウム（０．８０ｇ、５．５０ｍｍｏｌ）を入れ
、続いて４－（ブロモメチル）ベンゾニトリル（１．０ｇ、５．５０ｍｍｏｌ）を入れた
。反応物を６０℃で８時間加熱し、その後２５℃まで冷却し、水でクエンチした。内容物
を酢酸エチルで抽出し、全て合わせた有機層を硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過し、減圧下
で濃縮した。得られた粗生成物をシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シク
ロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配１：０～７：３）により精製することで、１．０ｇ
の表題の化合物を黄色がかったオイルとして得た。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：７．６１（ｄ，２Ｈ），７．４２
（ｄ，２Ｈ），４．８４（ｓ，２Ｈ），３．７４（ｓ，３Ｈ），２．１８（ｍ，１Ｈ），
１．０４（ｍ，２Ｈ），０．８９（ｍ，２Ｈ）．
【０２９８】
工程３：Ｎ－［［４－（Ｎ－ヒドロキシカルバムイミドイル）フェニル］メチル］－Ｎ－
メトキシ－シクロプロパンカルボキサミドの調製
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【化６９】

　Ｎ－［（４－シアノフェニル）メチル］－Ｎ－メトキシ－シクロプロパンカルボキサミ
ド（０．５０ｇ、２．３０ｍｍｏｌ）とエタノール（２．５ｍＬ）の溶液に、５０％のヒ
ドロキシルアミン水溶液（０．１８ｍＬ、２．９９ｍｍｏｌ）を入れた。その後、反応物
を８０℃で２時間加熱し、２５℃まで冷却し、減圧下で濃縮した。内容物を３０％のＮａ
ＯＨ水溶液を使用してｐＨ８まで塩基性にし、ＥｔＯＡｃで抽出し、その後全て合わせた
有機フラクションを減圧下で濃縮し、真空下で乾燥することで、２７０ｍｇの表題の化合
物を白色固体として得た。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ6）δ　ｐｐｍ：９．６０（ｓ，１Ｈ），７．
６２（ｄ，２Ｈ），７．２８（ｄ，２Ｈ），５．７７（ｓ，２Ｈ），４．５５（ｓ，２Ｈ
），３．７１（ｓ，３Ｈ），２．１７（ｍ，１Ｈ），０．８２（ｍ，４Ｈ）．
【０２９９】
工程４：Ｎ－メトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキ
サジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］シクロプロパンカルボキサミドの調製
　トラップ－１（空）、続いてトラップ－２（４ＮのＮａＯＨ水溶液で満たす）に連結さ
れている３０ｍＬのシュレンク管に、Ｎ－［［４－（Ｎ－ヒドロキシカルバムイミドイル
）フェニル］メチル］－Ｎ－メトキシ－シクロプロパンカルボキサミド（１．０５ｇ、４
．００ｍｍｏｌ）、酢酸エチル（２０ｍＬ）、およびピリジン（０．４９ｍＬ、６．０ｍ
ｍｏｌを入れた。内容物を１０分間撹拌し、その後０℃に冷却した。得られた白色懸濁液
に、２，２，２－トリフルオロアセチルクロリド（０．５８ｇ、４．４０ｍｍｏｌ）を、
穏やかに吹き込むことによって入れた。反応媒体は２５℃で撹拌すると無色になった。１
時間後、反応内容物を酢酸エチルで希釈し、水で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、ろ過
し、その後減圧下で濃縮することで、１．２６ｇの表題の化合物をオレンジ色のオイルと
して得た。これは保管すると固化した。ｍｐ：３５～３８℃、ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持
時間＝０．９９分、３１６．３（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０９（ｄ，２Ｈ），７．５３
（ｄ，２Ｈ），４．８７（ｓ，２Ｈ），３．７３（ｓ，３Ｈ），２．１９（ｍ，１Ｈ），
１．０５（ｍ，２Ｈ），０．８６（ｍ，２Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３３（ｓ）．
【０３００】
実施例９ａ：この実施例は、Ｎ，２－ジメトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド
（表Ｘの化合物Ｘ．０４）の調製を例示する。
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【化７０】

　ＤＭＦ（７．７ｍＬ）中の２－メトキシプロパン酸（０．２ｇ、１．９２ｍｍｏｌ）の
溶液に、ＨＡＴＵ（０．８０ｇ、２．１１ｍｍｏｌ）およびＤＩＰＥＡ（０．５２ｍＬ、
２．８８ｍｍｏｌ）を添加した。内容物を２０分間撹拌した後、Ｎ－メトキシ－１－［４
－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル
］メタンアミン（０．５２４ｇ、１．９２ｍｍｏｌ）を入れた。２時間後、内容物を水と
酢酸エチルで希釈し、層を分離し、水相を酢酸エチルで抽出した。全て合わせた有機層を
硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過した。溶媒を減圧下で除去し、得られた粗製残渣をシリカ
ゲル上でのフラッシュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配４
：１～１：９）により精製することで、４１８ｍｇの表題の化合物を白色固体として得た
。ｍｐ：６２～６５℃、ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．０２分、３６０．６（Ｍ＋
Ｈ）。同一の条件を使用して、２－メトキシプロパン酸の単一の鏡像異性体、すなわち（
Ｒ）－または（Ｓ）－鏡像異性体を入れることで、化合物Ｘ．０４の対応する単一の鏡像
異性体を得ることができる。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０９（ｄ，２Ｈ），７．４８
（ｄ，２Ｈ），４．９８（ｍ，１Ｈ），４．８０（ｍ，１Ｈ），４．２７（ｍ，１Ｈ），
３．７１（ｓ，３Ｈ），３．３４（ｓ，３Ｈ），１．３７（ｄ，３Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３５（ｓ）．
【０３０１】
実施例９ｂ：この実施例は、Ｎ，２－ジメトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメ
チル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミド
（表Ｘの化合物Ｘ．０４）の調製を例示する。

【化７１】

工程１：２－メトキシプロパノイルクロリドの調製
【化７２】

　氷浴で冷却した２－メトキシプロパン酸（０．７０ｇ、６．７２ｍｍｏｌ）、ジメチル
ホルムアミド（０．００５ｍＬ）、およびジクロロメタンの溶液に、塩化オキサリル（０
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．９０ｍＬ、１０．１ｍｍｏｌ）を入れた。３０分後、氷浴を外し、撹拌を３．５時間継
続した。その後、内容物をわずかに減圧（約５００ｍｂａｒ）下で濃縮することで、２０
０ｍｇの表題の化合物を得た。これは次の変換で直接使用した。同一の条件を使用して、
２－メトキシプロパン酸の単一の鏡像異性体、すなわち（Ｒ）－または（Ｓ）－鏡像異性
体を入れることで、２－メトキシプロパノイルクロリドの対応する単一の鏡像異性体を得
ることができる。
【０３０２】
工程２：４－［（メトキシアミノ）メチル］ベンゾニトリル塩酸塩の調製
【化７３】

　４－（ブロモメチル）ベンゾニトリル（２．０ｇ、１０．２ｍｍｏｌ）のアセトニトリ
ル（１０ｍＬ）溶液に、Ｏ－メチルヒドロキシルアミン塩酸塩（１．７ｇ、２０．４ｍｍ
ｏｌ）および炭酸カリウム（３．０ｇ、２１．４ｍｍｏｌ）を添加した。１７時間後、反
応混合物を水の中に注ぎ入れ、酢酸エチルで抽出した。全て合わせた有機層を水および食
塩水で洗浄し、次いで硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過し、減圧下で濃縮した。得られた粗
製残渣をｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテル（１５ｍＬ）に入れ、氷浴で冷却し、ジオキサ
ン中の４ＭのＨＣｌ（２．２ｍＬ）を滴下した。１０分後、氷浴を外し、粗製内容物を２
時間撹拌した。その後、全ての固形分を濾過により回収し、ｔｅｒｔ－ブチルメチルエー
テルですすぎ、真空下で乾燥することで、１．６ｇの表題の化合物を白色固体として得た
。これは更に精製することなく次の変換で使用した。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ6）δ　ｐｐｍ：７．９０（ｄ，２Ｈ），７．
７２（ｄ，２Ｈ），４．４１（ｓ，２Ｈ），３．７５（ｓ，３Ｈ）．
【０３０３】
工程３：Ｎ－［（４－シアノフェニル）メチル］－Ｎ，２－ジメトキシ－プロパンアミド
の調製
【化７４】

　ジクロロメタン（２５ｍＬ）中に４－［（メトキシアミノ）メチル］ベンゾニトリル塩
酸塩（０．３３ｇ、１．６３ｍｍｏｌ）および炭酸水素ナトリウム（０．４２ｇ、４．９
０ｍｍｏｌ）が入っている氷浴で冷却した懸濁液に、２－メトキシプロパノイルクロリド
（０．２０ｇ、１．６３ｍｍｏｌ）をジクロロメタン溶液（１０ｍＬ）として滴下した。
１０分後、氷浴を外し、反応混合物を１５分間撹拌した。その後、固形分を濾過により除
去し、濾液を減圧下で濃縮した。得られた粗製残渣をシリカゲル上でのフラッシュクロマ
トグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配９９：１～１：１）により精製
することで、１５５ｍｇの表題の化合物を無色のオイルとして得た。同一の条件を使用し
て、２－メトキシプロパノイルクロリドの単一の鏡像異性体、すなわち（Ｒ）－または（
Ｓ）－鏡像異性体を入れることで、Ｎ－［（４－シアノフェニル）メチル］－Ｎ，２－ジ
メトキシ－プロパンアミドの対応する単一の鏡像異性体を得ることができる。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：７．６５（ｄ，２Ｈ），７．４５
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（ｄ，２Ｈ），４．９５（ｍ，１Ｈ），４．７２（ｍ，１Ｈ），４．２５（ｑ，１Ｈ），
３．７０（ｓ，３Ｈ），３．３６（ｓ，３Ｈ），１．３５（ｄ，３Ｈ）．
【０３０４】
工程４：Ｎ－［［４－（Ｎ－ヒドロキシカルバムイミドイル）フェニル］メチル］－Ｎ，
２－ジメトキシ－プロパンアミドの調製
【化７５】

　Ｎ－［（４－シアノフェニル）メチル］－Ｎ，２－ジメトキシ－プロパンアミド（１．
０ｇ、４．０３ｍｍｏｌ）およびエタノール（５ｍＬ）の溶液に、５０％のヒドロキシル
アミン水溶液（０．３ｍＬ、４．２９ｍｍｏｌ）を入れた。反応物を６０℃で３時間加熱
し、２５℃まで冷却した後、減圧下で濃縮した。内容物を３０％ＮａＯＨ水溶液を用いて
ｐＨ８まで塩基性にし、ＥｔＯＡｃで抽出し、合わせた有機相全体を減圧下で濃縮し、そ
の後オーブン乾燥することで、２７０ｍｇの表題の化合物を白色固体として得た。これは
更に精製することなく次の変換で使用した。同一の条件を使用して、Ｎ－［（４－シアノ
フェニル）メチル］－Ｎ，２－ジメトキシ－プロパンアミドの単一の鏡像異性体、すなわ
ち（Ｒ）－または（Ｓ）－鏡像異性体を入れることで、Ｎ－［［４－（Ｎ－ヒドロキシカ
ルバムイミドイル）フェニル］メチル］－Ｎ，２－ジメトキシ－プロパンアミドの対応す
る単一の鏡像異性体を得ることができる。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ6）δ　ｐｐｍ：９．５９（ｓ，１Ｈ），７．
６３（ｄ，２Ｈ），７．２５（ｄ，２Ｈ），５．７７（ｓ，２Ｈ），４．８８（ｓ，１Ｈ
），４．７１（ｍ，１Ｈ），４．２５（ｑ，１Ｈ），３．６９（ｍ，３Ｈ），３．２１（
ｓ，３Ｈ），１．２０（ｄ，３Ｈ）．
【０３０５】
工程５：Ｎ，２－ジメトキシ－Ｎ－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４
－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］プロパンアミドの調製
　トラップ－１（空）、続いてトラップ－２（４ＮのＮａＯＨ水溶液で満たす）に連結さ
れている３０ｍＬのシュレンク管に、Ｎ－［［４－（Ｎ－ヒドロキシカルバムイミドイル
）フェニル］メチル］Ｎ，２－ジメトキシプロパンアミド（１．０ｇ、３．３４ｍｍｏｌ
）、酢酸エチル（２０ｍＬ）、およびピリジン（０．４１ｍＬ、５．０ｍｍｏｌ）を入れ
た。内容物を１０分間撹拌し、その後氷浴で冷却した。得られた白色懸濁液に、２，２，
２－トリフルオロアセチルクロリド（０．４９ｇ、３．６８ｍｍｏｌ）を、穏やかに吹き
込むことによって入れた。氷浴を外し、室温で撹拌すると反応媒体が無色の溶液になった
。１時間後、反応内容物を酢酸エチルで希釈し、水で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、
減圧下で濃縮することで、１．２６ｇの表題の化合物を白色固体として得た。ｍｐ：６２
～６５℃、ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．０２分、３６０．６（Ｍ＋Ｈ）。同一の
条件を使用して、Ｎ－［［４－（Ｎ－ヒドロキシカルバムイミドイル）フェニル］メチル
］－Ｎ，２－ジメトキシプロパンアミドの単一の鏡像異性体、すなわち（Ｒ）－または（
Ｓ）－鏡像異性体を入れることで、化合物Ｘ．０４の対応する単一の鏡像異性体を得るこ
とができる。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．０９（ｄ，２Ｈ），７．４８
（ｄ，２Ｈ），４．９８（ｍ，１Ｈ），４．８０（ｍ，１Ｈ），４．２７（ｍ，１Ｈ），
３．７１（ｓ，３Ｈ），３．３４（ｓ，３Ｈ），１．３７（ｄ，３Ｈ）．
19Ｆ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：－６５．３５（ｓ）．
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【０３０６】
実施例１０ａ：この実施例は、１－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフ
ルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（
表Ｘの化合物Ｘ．１４）の調製を例示する。
【化７６】

　Ｎ－メトキシ－１－［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メタンアミン（０．１０ｇ、０．３７ｍｍｏｌ）のジクロロ
メタン（１．２３ｍＬ）溶液に、Ｎ－メチルカルバモイルクロリド（０．０７ｇ、０．７
３ｍｍｏｌ）およびトリエチルアミン（０．１０ｍＬ、０．７３ｍｍｏｌ）を添加した。
１時間後、反応混合物を減圧下で濃縮し、得られた粗製残渣をシリカゲル上でのフラッシ
ュクロマトグラフィー（シクロヘキサン／ＥｔＯＡｃ、溶離液勾配９９：１～１：１）に
より精製することで、７９ｍｇの表題の化合物を白色固体として得た。ｍｐ：７５～７８
℃、ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝０．９６分、（Ｍ＋Ｈ）観察されず。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．００（ｄ，２Ｈ），７．４５
（ｄ，２Ｈ），５．７２（ｍ，１Ｈ），４．６１（ｓ，２Ｈ），３．５０（ｓ，３Ｈ），
２．７９（ｄ，３Ｈ）．
【０３０７】
実施例１０ｂ：この実施例は、１－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフ
ルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（
表Ｘの化合物Ｘ．１４）の別の調製を例示する。
工程１：１－メトキシ－３－メチル尿素の調製

【化７７】

　水（１０ｍＬ）、Ｎ－メトキシアミン塩酸塩（９．０ｇ、１０６．９ｍｍｏｌ）、およ
び重炭酸ナトリウム（２０．０ｇ、２５３．３ｍｍｏｌ）が入っている、メカニカルスタ
ーラーとコンデンサーとを備えた氷浴で冷却されている２５０ｍＬの反応器を、氷浴で冷
却しながら１５分間撹拌した。その後、温度を０～１０℃に保ちながら、Ｎ－メチルカル
バモイルクロリド（１０．０ｇ、１０６．９ｍｍｏｌ）をＥｔＯＡｃ（１５ｍＬ）中の溶
液として１時間かけて滴下した。内容物を０℃で更に２時間攪拌した後、氷浴を外した。
４時間後、ＴＨＦ（２５ｍＬ）およびＥｔＯＡｃ（１０ｍＬ）を反応混合物に添加した。
１５分後、攪拌を停止し、相を分離させた。有機層を減圧下で濃縮することで、粗製固体
を得た。これを真空下で乾燥した。反応器にＥｔＯＡｃ／ＴＨＦ溶液（１：１、４０ｍＬ
）を入れ、内容物を１５分間撹拌した。その後、溶液を減圧下で濃縮し、得られた粗製固
体を真空下で乾燥した。２つの粗製固体フラクションを合わせ、ペンタン（５０ｍＬ）を
使用してトリチュレーションし、濾過し、真空下で乾燥させることで、１０．８ｇの表題
の化合物を白色固体として得た。これは更に精製することなく次の変換で使用した。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ６）δ　ｐｐｍ：９．００（ｓ，１Ｈ），６
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．７８（ｓbr，１Ｈ），３．５０（ｓ，３Ｈ），２．６１（ｍ，３Ｈ）．
【０３０８】
工程２：１－［（４－シアノフェニル）メチル］－１－メトキシ－３－メチル－尿素の調
製
【化７８】

　１－メトキシ－３－メチル－尿素（７６５ｍｇ、７．２６ｍｍｏｌ）、４－（クロロメ
チル）ベンゾニトリル（１．０ｇ、６．６０ｍｍｏｌ）、硫酸テトラブチルアンモニウム
（０．１１３ｇ、０．３３ｍｍｏｌ）、およびアセトニトリル（１０ｍＬ）の溶液に、炭
酸カリウム（１．０２ｇ、７．２６ｍｍｏｌ）を添加した。内容物を８０℃で４時間加熱
し、２５℃まで冷却し、固形分を濾過により除去し、ＥｔＯＡｃですすぎ、濾液を減圧下
で濃縮した。得られた粗製残渣をＥｔＯＡｃ（５０ｍＬ）に溶解し、１ＮのＮａＯＨ水溶
液、水、および食塩水で連続して洗浄し、その後硫酸ナトリウムで乾燥し、減圧下で濃縮
することで、１．４ｇの表題の化合物を黄色の結晶性固体として得た。これは更に精製す
ることなく次の変換で使用した。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：７．６１（ｄ，２Ｈ），７．４７
（ｄ，２Ｈ），５．７４（ｂｒｓ，１Ｈ），４．６７（ｓ，２Ｈ），３．５４（ｓ，３Ｈ
），２．８２（ｓ，３Ｈ）．
【０３０９】
工程３：１－［［４－（Ｎ－ヒドロキシカルバムイミドイル）フェニル］メチル］－１－
メトキシ－３－メチル－尿素の調製
【化７９】

　１－［（４－シアノフェニル）メチル］－１－メトキシ－３－メチル－尿素（１．００
ｇ、４．５６ｍｍｏｌ）およびエタノール（５ｍＬ）の溶液に、ヒドロキシルアミン塩酸
塩（０．３８０ｇ、５．４７ｍｍｏｌ）を添加し、続いてトリエチルアミン（０．７７ｍ
Ｌ、５．４７ｍｍｏｌ）を滴下した。反応媒体を８０℃で２時間加熱し、２５℃まで冷却
した後、減圧下で濃縮した。反応内容物を３０％ＮａＯＨ水溶液を使用してｐＨ８まで塩
基性にし、ＥｔＯＡｃで抽出し、合わせた有機相全体を減圧下で濃縮し、次いでオーブン
乾燥することで、９７０ｍｇの表題の化合物を黄色固体として得た。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ６）δ　ｐｐｍ：７．６０（ｄ，２Ｈ），７
．２５（ｄ，２Ｈ），７．１２（ｍ，１Ｈ），５．７５（ｓ，２Ｈ），４．５０（ｓ，３
Ｈ），３．５０（ｓ，３Ｈ），２．５０（ｄ，３Ｈ）．
【０３１０】
工程４：１－メトキシ－３－メチル－１－［［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，
２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素の調製
　トラップ－１（空）、続いてトラップ－２（４ＮのＮａＯＨ水溶液で満たす）に連結さ
れている３０ｍＬのシュレンク管に、１－［［４－（Ｎ－ヒドロキシカルバムイミドイル
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）、酢酸エチル（２０ｍＬ）、およびピリジン（０．４６ｍＬ、５．６２ｍｍｏｌ）を入
れた。１０分後、得られた白色懸濁液に、２，２，２－トリフルオロアセチルフルオリド
（０．５７ｇ、４．１２ｍｍｏｌ）を、穏やかに吹き込むことによって入れた。反応媒体
は無色になった。４．５時間後、反応内容物を酢酸エチルで希釈し、水で洗浄し、硫酸ナ
トリウムで乾燥し、減圧下で濃縮することで、１．２１ｇの表題の化合物を白色固体とし
て得た、ｍｐ：７５～７８℃。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝０．９６分、（Ｍ＋Ｈ）
観察されず。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．００（ｄ，２Ｈ），７．４５
（ｄ，２Ｈ），５．７２（ｍ，１Ｈ），４．６１（ｓ，２Ｈ），３．５０（ｓ，３Ｈ），
２．７９（ｄ，３Ｈ）．
【０３１１】
実施例１１：この実施例は、３－エチル－１－メトキシ－１－［［４－［５－（トリフル
オロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（表
Ｘの化合物Ｘ．２５）の別の調製を例示する。
【化８０】

　トリホスゲン（１３０ｍｇ）を１，２－ジクロロエタン（５ｍＬ）に溶解し、氷浴で冷
却した。この無色の溶液に、１，２－ジクロロエタン（２．５ｍＬ）に溶解したＮ－メト
キシ－１－［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－
イル］フェニル］メタンアミン（３００ｍｇ）およびトリエチルアミン（０．３８ｍＬ）
を添加した。１時間後、１，２－ジクロロエタン（２．５ｍＬ）に溶解したエチルアミン
塩酸塩（１７９ｍｇ）の溶液を反応混合物に入れ、続いてトリエチルアミン（０．３８ｍ
Ｌ）を入れ、混合物を２４時間撹拌した。その後、炭酸水素ナトリウムおよびジクロロメ
タンを混合物に添加し、水層をジクロロメタンで２回抽出した。全て合わせた有機層を食
塩水で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥し、濾過し、減圧下で濃縮した。粗製残渣をシクロ
ヘキサン／酢酸エチルの溶離液勾配を使用するシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラ
フィーにより精製することで、０．０８４ｇの表題の化合物を白色固体として得た。ｍｐ
：５８～６３℃。ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝１．０２分、３４５（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．１２（ｄ，２Ｈ），７．５０
（ｄ，２Ｈ），５．８５（ｍ，１Ｈ），４．７（ｓ，２Ｈ），３．６０（ｓ，３Ｈ），３
．３５（ｍ，２Ｈ），１．１５（ｔ，３Ｈ）
【０３１２】
実施例１２：この実施例は、１，３－ジメトキシ－１－［［４－［５（トリフルオロメチ
ル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］フェニル］メチル］尿素（表Ｘの化合
物Ｘ．２４）の別の調製を例示する。
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【化８１】

　Ｎ－メトキシ－１－［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾ
ール－３－イル］フェニル］メタンアミン（１４０ｍｇ）をテトラヒドロフラン（１．５
４ｍＬ）に溶解し、この懸濁液にＣＤＩ（１１１ｍｇ）を一度に入れた。混合物を周囲温
度で１．５時間撹拌すると、懸濁液は透明な溶液へとゆっくり変化した。その後、Ｏ－メ
チルヒドロキシルアミン塩酸塩（１３１ｍｇ）を入れ、続いてトリエチルアミン（０．２
１ｍＬ）を入れた。２４時間後、反応内容物を減圧下で濃縮し、粗製残渣をシクロヘキサ
ン／酢酸エチルの勾配を使用するシリカゲル上でのフラッシュクロマトグラフィーにより
精製することで、０．１４ｇの表題の化合物を白色固体として得た。ｍｐ：８８～９１℃
、ＬＣ／ＭＳ（方法Ａ）保持時間＝０．９５分、３４７（Ｍ＋Ｈ）。
1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ：８．３２（ｓ，１Ｈ），８．１２
（ｄ，２Ｈ），７．５０（ｄ，２Ｈ），４．７２（ｓ，２Ｈ），３．８０（ｓ，３Ｈ），
３．６０（ｓ，３Ｈ）．
【０３１３】
　以下の手順を組み合わせて利用して適切なビルディングブロック（化合物（ＩＩ）およ
び（ＩＩＩ））を使用することで、式中のＺが－Ｒ4を表す式（Ｉ）の化合物を得た。以
下の組み合わせプロトコルにより調製した化合物は、ＬＣ／ＭＳ方法Ｂを使用して分析し
た。

【化８２】

【０３１４】
　例として、ＤＭＡ（２５０μＬ）中の式（ＩＩ）の［４－［５－（トリフルオロメチル
）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］アリール］メタンアミン誘導体（０．０
３ｍｍｏｌ）およびＤＩＰＥＡ（０．０９ｍｍｏｌ）が入っている９６スロットディープ
ウェルプレート（ＤＷＰ９６）に、式（ＩＩＩ）の酸誘導体（ＤＭＡ（３７５μＬ）中０
．０３８ｍｍｏｌ）を移し、次いでＤＭＡ（２５０μＬ）中に溶解させたＢＯＰ－Ｃｌ（
０．０６ｍｍｏｌ）を添加した。ＤＷＰを密閉し、５０℃で１８時間攪拌した。窒素気流
下で溶媒を除去した。得られた粗製残渣をＭｅＯＨ（２５０μＬ）とＤＭＡ（５００μＬ
）との混合物に溶解し、これを分取ＬＣ／ＭＳ精製に直接かけることにより、式（Ｉ）の
化合物を１０～８５％の収率で得た。
【０３１５】
　あるいは、以下の手順（プロトコルＡおよびプロトコルＢ）を組み合わせて利用して適
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切なビルディングブロック（化合物（ＩＩ）および（ＩＶ））を使用することで、式中の
Ｚが－ＮＲ6Ｒ7を表す式（Ｉ）の化合物を得た。以下の組み合わせプロトコルにより調製
した化合物は、ＬＣ／ＭＳ方法Ｂを使用して分析した。
【化８３】

【０３１６】
　プロトコルＡ：ＤＭＡ（２００μＬ）中の式（ＩＶ）の化合物（Ｚ－Ｎｕはアミン誘導
体［ＨＮＲ6Ｒ7］である）（０．０５ｍｍｏｌ）およびトリエチルアミン（０．１２ｍｍ
ｏｌ）が入っている９６スロットディープウェルプレート（ＤＷＰ９６）に、ＤＣＥ（０
．３ｍＬ）中のトリホスゲン（６ｍｇ）の一部を０℃で移した。反応混合物を室温で３０
分間撹拌した。その後、ＤＭＡ（２００μＬ）中の式（ＩＩ）の［４－［５－（トリフル
オロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール－３－イル］アリール］メタンアミン誘導
体（０．０５ｍｍｏｌ）およびトリエチルアミン（０．１２ｍｍｏｌ）を添加した。ＤＷ
Ｐを密閉し、室温で１８時間攪拌した。ＤＣＥをＢａｒｋｅｙステーションで除去した。
粗製残渣をＭｅＯＨ（２００μＬ）とＤＭＡ（６００μＬ）との混合物に溶解し、これを
分取ＬＣ／ＭＳ精製に直接かけることにより、式（Ｉ）の化合物を３～４５％の収率で得
た。
【０３１７】
　プロトコルＢ：ＤＭＡ（３００μＬ）中の式（ＩＶ）のアミン誘導体［ＨＮＲ6Ｒ7］（
０．０５ｍｍｏｌ）およびＤＩＰＥＡ（０．２５ｍｍｏｌ）を室温で９６スロットディー
プウェルプレート（ＤＷＰ９６）に移した。ＤＭＡ（３００μＬ）中のＣＤＩ（０．１０
ｍｍｏｌ）を添加し、可溶化するまで内容物を攪拌した。その後、ＤＭＡ（２００μＬ）
中の式（ＩＩ）の［４－［５－（トリフルオロメチル）－１，２，４－オキサジアゾール
－３－イル］アリール］メタンアミン誘導体（０．０５ｍｍｏｌ）およびトリエチルアミ
ン（０．１２ｍｍｏｌ）を入れた。ＤＷＰを密閉し、室温で１８時間攪拌した。ＤＣＥを
Ｂａｒｋｅｙステーションで除去した。粗製残渣をＭｅＯＨ（２００μＬ）とＤＭＡ（６
００μＬ）との混合物に溶解し、これを分取ＬＣ／ＭＳ精製に直接かけることにより、式
（Ｉ）の化合物を５～４７％の収率で得た。
【０３１８】
　鏡像異性体として純粋な最終化合物は、逆相キラルクロマトグラフィーなどの標準的な
物理的分離技術により必要に応じたラセミ物質から、あるいは（例えばキラルな出発物質
を使用することによる）立体選択的な合成技術により、必要に応じて得ることができる。
【０３１９】



(127) JP 2020-515601 A 2020.5.28

10

20

30

40

【表７－１】
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【表７－２】
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【表７－３】
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【表７－４】

【０３２０】
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【表７－５】
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【表７－６】
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【表７－７】



(134) JP 2020-515601 A 2020.5.28

10

20

30

40

50

【表７－８】

【０３２１】
生物学的実施例
ウェルプレートにおけるリーフディスク試験の一般的な実施例：
　様々な植物種のリーフディスクまたは葉片は、温室で栽培された植物から切り取る。切
り取ったリーフディスクまたは葉片を水寒天上のマルチウェルプレート（２４ウェル型）
に入れる。接種前（予防的）または接種後（治療的）にリーフディスクに試験溶液を噴霧
する。試験する化合物は、ＤＭＳＯ溶液（最大１０ｍｇ／ｍｌ）として調製し、これは噴
霧直前に０．０２５％のＴｗｅｅｎ２０で適切な濃度に希釈する。接種されたリーフディ
スクまたは葉片を、それぞれの試験システムに従って定義された条件（温度、相対湿度、
光など）の下でインキュベートする。病原体系に応じて、接種後３～１４日に病害レベル
の単一評価を行う。その後、未処理の照合用のリーフディスクまたは葉片に対する病害防
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除割合を計算する。
【０３２２】
ウェルプレートにおける液体培養試験の一般的な実施例：
　真菌の液体培養物または凍結保存から新たに調製した真菌の菌糸断片または分生子懸濁
液を、ＮＢ培地に直接混合する。試験化合物のＤＭＳＯ溶液（最大１０ｍｇ／ｍｌ）を０
．０２５％のＴｗｅｅｎ２０で５０倍に希釈し、１０μｌのこの溶液をピペットでマイク
ロタイタープレート（９６ウェル型）に入れる。次いで、真菌胞子／菌糸断片を含むＮＢ
培地を添加して、試験化合物の最終濃度を得る。試験プレートを暗所で２４℃、９６％の
相対湿度でインキュベートする。真菌の増殖の阻害は、病原体系に応じて２～７日後に測
光法により決定し、未処理の照合に対する抗真菌活性割合を計算する。
【０３２３】
実施例Ａ１：プッシニア　レコンディタ　ｆ．ｓｐ．トリチシ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅ
ｃｏｎｄｉｔａ　ｆ．ｓｐ．ｔｒｉｔｉｃｉ）に対する殺菌活性／コムギ／リーフディス
ク予防（赤さび病）
　コムギの葉片ｃｖ．Ｋａｎｚｌｅｒをマルチウェルプレート（２４ウェル型）の寒天上
にのせ、水で希釈した製剤化された試験化合物を噴霧した。適用から１日後に、菌の胞子
懸濁液をリーフディスクに接種した。接種した葉片を、１２時間の光／１２時間の暗所の
光条件下、１９℃および７５％の相対湿度（ｒｈ）で気候キャビネットの中でインキュベ
ートし、化合物の活性を、適切なレベルの病害による損傷が未処理の照合用葉片に現れた
時点で（適用から７～９日間後）、未処理のものと比較した病害防除割合として評価した
。
【０３２４】
　適用した製剤中で２００ｐｐｍの次の化合物が、同一の条件下において広範な病害の発
生が見られた未処理の対照のリーフディスクと比較して、この試験において少なくとも８
０％の病害の防除をもたらした。
【０３２５】
　化合物（表Ｔ１より）Ｘ．０１、Ｘ．０２、Ｘ．０３、Ｘ．０４、Ｘ．０５、Ｘ．０６
、Ｘ．０７、Ｘ．０８、Ｘ．０９、Ｘ．１０、Ｘ．１１、Ｘ．１２、ａｎｄ　Ｘ．１３、
Ｘ．１４、Ｘ．１５、Ｘ．１６、Ｘ．１７、Ｘ．１８、Ｘ．１９、Ｘ．２０、Ｘ．２１、
Ｘ．２２、Ｘ．２３、Ｘ．２４、およびＸ．２５。
【０３２６】
実施例Ａ２：プッシニア　レコンディタ　ｆ．ｓｐ．トリチシ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅ
ｃｏｎｄｉｔａ　ｆ．ｓｐ．ｔｒｉｔｉｃｉ）に対する殺菌活性／コムギ／リーフディス
ク治療（赤さび病）
　コムギの葉片ｃｖ．Ｋａｎｚｌｅｒをマルチウェルプレート（２４ウェル型）の寒天上
にのせた。次いで葉片に菌の胞子懸濁液を接種する。プレートを、１９℃および７５％の
相対湿度で暗所に保管した。接種から１日後に、水で希釈した製剤化した試験化合物を適
用した。葉片を、１２時間の光／１２時間の暗所の光条件下、１９℃および７５％の相対
湿度で気候キャビネットの中でインキュベートし、化合物の活性を、適切なレベルの病害
による損傷が未処理の照合用葉片に現れた時点で（適用から６～８日間後）、未処理のも
のと比較した病害防除割合として評価した。
【０３２７】
　適用した製剤中で２００ｐｐｍの次の化合物が、同一の条件下において広範な病害の発
生が見られた未処理の対照のリーフディスクと比較して、この試験において少なくとも８
０％の病害の防除をもたらした。
【０３２８】
　化合物（表Ｔ１より）Ｘ．０１、Ｘ．０２、Ｘ．０３、Ｘ．０４、Ｘ．０５、Ｘ．０６
、Ｘ．０７、Ｘ．０８、Ｘ．０９、Ｘ．１０、Ｘ．１１、Ｘ．１２、およびＸ．１３、Ｘ
．１４、Ｘ．１５、Ｘ．１６、Ｘ．１７、Ｘ．１８、Ｘ．１９、Ｘ．２０、Ｘ．２１、Ｘ
．２２、Ｘ．２３、Ｘ．２４、およびＸ．２５。
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【０３２９】
実施例Ａ３：ファコソプラ・パキジリ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）
に対する殺菌活性／ダイズ／リーフディスク予防（アジアダイズさび病）
　ダイズの葉片をマルチウェルプレート（２４ウェル型）の水寒天上にのせ、水で希釈し
た製剤化された試験化合物を噴霧する。適用から１日後に、胞子懸濁液を下側の葉の表面
に噴霧することによりリーフディスクに接種する。気候キャビネット中、２０℃および７
５％ｒｈの暗所での２４～３６時間のインキュベート期間の後、リーフディスクを１日当
たり１２時間の光および７５％ｒｈで２０℃に保つ。化合物の活性を、適切なレベルの病
害による損傷が未処理の照合用リーフディスクに現れた時点で（適用から１２～１４日間
後）、未処理のものと比較した病害防除割合として評価する。
【０３３０】
　適用した製剤中で２００ｐｐｍの次の化合物が、同一の条件下において広範な病害の発
生が見られた未処理の対照のリーフディスクと比較して、この試験において少なくとも８
０％の病害の防除をもたらした。
【０３３１】
　化合物（表Ｔ１より）Ｘ．０１、Ｘ．０２、Ｘ．０３、Ｘ．０４、Ｘ．０５、Ｘ．０６
、Ｘ．０７、Ｘ．０８、Ｘ．０９、Ｘ．１０、Ｘ．１１、Ｘ．１２、およびＸ．１３、Ｘ
．１４、Ｘ．１５、Ｘ．１６、Ｘ．１７、Ｘ．１８、Ｘ．１９、Ｘ．２０、Ｘ．２１、Ｘ
．２２、Ｘ．２３、Ｘ．２４、およびＸ．２５。
【０３３２】
実施例Ａ４：グロメレラ・ラゲナリウム（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｌａｇｅｎａｒｉｕｍ
）（コレトトリカム・ラゲナリウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌａｇｅｎａｒｉ
ｕｍ））液体培養物に対する殺菌活性／キュウリ／予防（炭疸病）
　凍結保存からの菌の分生胞子を、ＮＢ培地（ＰＤＢ－ポテトデキストロースブロス）の
中に直接混合する。マイクロタイタープレート（９６ウェル型）の中に試験化合物の（Ｄ
ＭＳＯ）溶液を入れた後、菌の胞子が入ったＮＢ培地を添加する。試験プレートを２４℃
でインキュベートし、適用から３～４日後に、成長の阻害を測光法により決定する。
【０３３３】
　適用した製剤中で２０ｐｐｍの次の化合物が、同一の条件下において広範な病害の発生
が見られた未処理の対照と比較して、この試験において少なくとも８０％の病害の防除を
もたらした。
【０３３４】
　化合物（表Ｔ１より）Ｘ．０１、Ｘ．０２、Ｘ．０３、Ｘ．０４、Ｘ．０５、Ｘ．０６
、Ｘ．０７、Ｘ．０８、Ｘ．０９、Ｘ．１０、Ｘ．１１、Ｘ．１２、およびＸ．１３、Ｘ
．１４、Ｘ．１５、Ｘ．１６、Ｘ．１７、Ｘ．１８、Ｘ．１９、Ｘ．２０、Ｘ．２１、Ｘ
．２２、Ｘ．２３、Ｘ．２４、およびＸ．２５。
【０３３５】
　有効成分として成分（Ａ）と（Ｂ）との混合物を含有する殺菌性組成物に関する追加の
生物学的試験の例
【０３３６】
実施例Ｂ１：ダイズにおけるファコソプラ・パキジリ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈ
ｙｒｈｉｚｉ）に対する予防活性
　噴霧チャンバーの中で、水で希釈した製剤化された試験化合物（ＷＰ１０）のタンクミ
ックスを、４週齢のダイズ植物に噴霧する。処理した植物からリーフディスクを切り取り
、適用から１日後に２４ウェルのプレートの寒天にのせる。リーフディスクに、これらの
下側の葉の表面に胞子懸濁液を噴霧することにより接種する。気候キャビネット中、２０
℃および７５％ｒｈの暗所での２４～３６時間のインキュベート期間の後、リーフディス
クを１日当たり１２時間の光および７５％ｒｈで２０℃に保つ。適切なレベルの病害が未
処理の照合用植物に現れた時点で（適用から１０～１４日後）、病害に覆われたリーフデ
ィスクの面積の割合を評価する。
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【０３３７】
　報告されている濃度（ｐｐｍ）の次の混合組成物（Ａ：Ｂ）が、この試験において少な
くとも８０％の病害の防除をもたらした。
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実施例Ｂ２：ウンシヌラ・ネカトル（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃａｔｏｒ）／ブドウ／予
防（ブドウうどんこ病）－＞ＵＮＣＩＶＩＴ／ｆｏ－ｐｒ－Ｐ
　噴霧チャンバーの中で、５週齢のブドウの苗ｃｖ．Ｇｕｔｅｄｅｌを製剤化された試験
化合物で処理した。適用から１日後に、試験植物の上でブドウうどんこ病に感染した植物
を振ることによりブドウ植物に接種した。１４／１０時間（明所／暗所）の光条件下での
２２／２４℃および７０％ｒ．ｈ．でのインキュベート期間の後、病害に覆われた葉の面
積の割合を評価した。
【０３４６】
　報告されている濃度（ｐｐｍ）の次の混合組成物（Ａ：Ｂ）が、この試験において少な
くとも８０％の病害の防除をもたらした。
【０３４７】
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【０３４９】
実施例Ｂ３：グロメレラ・ラゲナリウム（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｌａｇｅｎａｒｉｕｍ
）（コレトトリカム・ラゲナリウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌａｇｅｎａｒｉ
ｕｍ））／キュウリ／予防－＞ＣＯＬＬＣＵＭ／ｆｏ－ｐｒ－Ｓ
　噴霧チャンバーの中で、１週齢のキュウリ植物ｃｖ．Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎを製剤化され
た試験化合物で処理した。適用から１日後に試験植物上に胞子懸濁液（（１×１０5個の
胞子／ｍｌ）を噴霧することによりコムギ植物に接種した。２３℃および１００％ｒ．ｈ
．の暗所での３０時間のインキュベート期間の後、植物を温室の中で２３℃／２１℃（昼
／夜）および７０％ｒ．ｈ．で６日間保った。接種してから７日後に病害に覆われた葉の
面積の割合を評価した。
【０３５０】
　報告されている濃度（ｐｐｍ）の次の混合組成物（Ａ：Ｂ）が、この試験において少な
くとも８０％の病害の防除をもたらした。
【０３５１】
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【表１０－５】

【０３５２】
実施例Ｂ４：プッシニア　レコンディタ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ）／コ
ムギ／予防（コムギ赤さび病）－＞ＰＵＣＣＴＲＺ／ｆｏ－ｐｒ－Ｐ＋ＰＵＣＣＴＲＺ／
ｆｏ－ｐｒ－Ｓ
　噴霧チャンバーの中で、１３日齢のコムギ植物ｃｖ．Ａｒｉｎａを製剤化された試験化
合物で処理した。適用から１日後に試験植物上に胞子懸濁液（１×１０5個の夏胞子／ｍ
ｌ）を噴霧することによりコムギ植物に接種した。２０℃および９５％ｒ．ｈ．での１日
間のインキュベート期間の後、植物を温室の中で２０℃／１８℃（昼／夜）および６０％
ｒ．ｈ．で１０日間保った。接種してから１１日後に病害に覆われた葉の面積の割合を評
価した。
【０３５３】
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　報告されている濃度（ｐｐｍ）の次の混合組成物（Ａ：Ｂ）が、この試験において少な
くとも８０％の病害の防除をもたらした。
【０３５４】
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